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東駿河湾環状道路は、沼津◎三島市街地の慢性的な交通渋滞を緩和し、伊豆地方へのアクセ

スの迅速化を目的として建設が予定されている。一方で当遺跡が立地する愛鷹山南麓は、古く

より遺跡が集中する地域として知られている。当研究所は、平成2年よりこの東駿河湾環状道路

関連の緊急調査を実施しており、当遺跡もその一環として平成Ⅲ年より調査が開始された。

毒杯遺跡は、旧石器時代の遺構◎遣物が主に検出された。注目されるのは、第Ⅲスコリア帯

黒色帯2と呼ばれる、約二万七千年以上前の層位より出土した、石刃を素材とした石器群である。

出土点数は限られているが、中には剥片剥離技術を復元できる好資料が含まれている。県内で

は当期が石刃系の石器群の出現段階にあたり、この時期にすでに完成された石刃技法を持って

いたことがわかる好資料である。

虎杖原古墳は、7世紀後半に築造されたと考えられる古墳であるが、残存状況が良好で墳丘の

裾にまわる外護列石が検出された。石室の構造は、県東部を中心に検出例がある「竪穴系」と

呼ばれてきたもので、石室が墓道より深く掘り込まれ、その平面形が長方形を呈する。今回の

調査では、石室の築造順序まで調査することができた。隣接する清水柳北遺跡の上門下方墳と

ともに、この地域の終末期古墳を考える上で貴重な資料を提示する。

東駿河湾環状道路関連遺跡は、当遺跡を含めて現在までに貴重な発見を提示してきた。これ

らの遺跡資料が、以後有用に活用されることを願う次第である。

現地調査、及び本書の作成にあたっては、国土交通省沼津工事事務所並びに静岡県教育委員

会、沼津市教育委員会をはじめとする関係機関各位の御理解と御協力に厚くお礼を申し上げた

い。また、地面が凍りつくような寒さの中、作業にあたられた現地作業員、細かな作業を根気

良く続けた整理作業員の方々に、この場をお借りして深く感謝する次第である。

平成15年9月30日

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　斎藤 忠
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あしたか　　　　　てらばやし　　　いたどりはら

温　本書は沼津市足高に所在する寺林遺跡と虎杖原古墳の発掘調査報告書である。

2　調査は東駿河湾環状道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、国土交通省中部地方整備

局沼津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化

財調査研究所が以下のとおり実施した。

寺林遺跡　1次調査　平成Ⅲ年4月～6月　2次調査　平成12年日月～平成13年3月

虎杖原古墳1次調査　平成12年12月　　　2次調査　平成13年4月

3　資料整理は平成14年10月より平成15年3月まで実施し、平成15年度事業として報告書を刊行した。

4　調査体制は以下のとおりである。

平成11年度

所長　斎藤　忠、常務理事　伊藤友雄、副所長　山下　晃、総務課長　杉木敏雄、

会計係長　杉田　智、調査研究部長　佐藤達雄、調査研究二課長　遠藤喜和、

調査研究員　佐野暢彦

平成12年度

所長　斎藤　忠、常務理事　伊藤友雄、副所長　山下　晃、総務課長　杉木敏雄、

会計係長　大橋　薫、調査研究部長　佐藤達雄、調査研究部次長　及川　司、

調査研究二課長　篠原修二、調査研究員　佐野暢彦、笹原千賀子

平成13年度

所長　斎藤　忠、常務理事　粂田徳幸、副所長　山下　晃、

総務課長　本杉昭一、会計係長　大橋　薫、調査研究部長　佐藤達雄、

調査研究部次長　粟野克己、及川　司、調査研究三課長　飯塚晴夫、調査研究員　小川伸吾、笹

原千賀子

平成14年度

所長　斎藤　忠、常務理事　粂田徳幸、副所長　飯田英夫、総務課長　本杉昭一、

会計係長　大橋　薫、調査研究部長　山本昇平、調査研究部次長　栗野克己、

調査研究部次長兼調査研究二課長　佐野五十三、調査研究員　笹原千賀子

5　作業の迅速化を図るため、縄文時代の石器実測の一部を㈱シン技術コンサルに委託した。

6　黒輝石の原産地分析は、国立沼津工業高等専門学校教授望月明彦氏に依頼した。

7　出土遣物の石材鑑定◎個体別資料分類は技術員森嶋富士夫が行った。

8　遺物写真は当研究所三島事務所において担当調査員が撮影した。

9　本書の執筆は笹原が行った。

10　本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

11発掘調査にかかわる記録資料については、静岡県教育委員会文化課が保管する。
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本書の記載については、以下の基準に従い統一を図った。

1本書で用いた遺物・遺構等の位置を表す座標値は、すべて日本測地系（改正前）による。

2　調査区の方眼設定は、上記日本測地系（平面直角座標第Ⅷ系）の軸線を基準に、国家座標

（－9説630，33700．0）＝（A，0）を原点とし、南から北方向へA－P、西から東方向へ0－28までのグ

リッドを設定した。

3　出土遺物は、土器・石器＝S、礫＝Rとしそれぞれに4桁の遣物番号を付して取り上げた。

4　石器の実測は原則として第三角投影図法に拠った。

5　本文中に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修

1992）を使用した。

6　本文中の遺構・遣物に関する標語・略語は以下のとおりである。

遺構・遺物

層　　　　　　　　　　　 名

Ku　 ［栗色土層 SC I 第 I ス コ リア層 SC Ⅲb l 第Ⅲスコ リア帯黒色帯1

m　　　　 富 士黒土層 BB I　　 第 I 黒色帯 SC Ⅲb2 第Ⅲスコ リア帯黒 色帯2

Zn　　 】漸移 層 NL　 「ニセ ローム層 SCⅢ 54 第Ⅲスコ リア帯 スコ リア4

Y LU　 ！休場層 上位 丑B Ⅱ 第 Ⅱ黒色帯 BB Ⅳ 第Ⅳ黒色帯

YLM　 ！休場層 中位 SC Ⅱ 第 Ⅱスコ リア層 m V 第 V 黒色帯

YLL　　 j 休場層下位 ＿里 嬰＿＿＿＿1 第 Ⅲ黒色帯　　　　 ＿＿．＿＿－＿．＿

SCⅢ s l 】第 Ⅲス コ リア帯ス コ リア1

BBⅥ 第Ⅵ黒色帯
‾云盲『 －‾「 休場層直下黒色帯 ‘▼‾‾‾‾‾1’lY． BBⅦ 第Ⅶ黒色帯

遺　　　　 物

臣 ヨ 訓 タタキ面 使用痕 ト一 一」 タタキの範囲

トー→ ス リの範囲 l■ ■ 発掘 時の破損

黒耀石産地

略　　 語 ［　 産　 地　 名 略　　 語 産　 地　 名 略　　 語 産　 地　 名

WDTY 和田　 鷹山群 SWHD 諏訪　 星ヶ台群 AGKT 天城　 柏峠群

WDKB 和田　 小深沢群 TSTY 蓼科　 冷山群 KZOB 神津島 恩馳島群

HNHJ 箱根　 畑宿群

岩石和名 岩石英名 略語 岩石和名 ［　 岩石英名 略語

ガラス質黒色安山岩 Glassy black and esi te GAn 砂岩 （中粒） 血 edium sands tone　　　 】 MSS

黒耀石 Obsid ian Ob 珪質粘板岩 Siliceous　slate SS l

ホルンフェルス Horn fe ls H or 流紋岩 Rhyo lite I Rhy

玄武岩　　　　 ！Basa lt B a 輝石安山岩 Pyrox ene－andeSite 千五 ipy）

赤玉石 Red Jaspe r R Ja デイサイ ト　　　　 ［Dacite D a

珪質貢岩 （暗灰） Drak gray　SiliccousSh ale SSh （DG） － ＿＿＿⊥
チヤ－ ト　　　 l Cher t Ch

片状砂岩 Schistose　Sand stone SSS 石英 Quar tz Q t
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第亙章　調査の概要

第節　調査は至る経緯

東駿河湾環状道路は、沼津市岡宮の第一東名インターチェンジから第二東名長泉ジャンクション、国

道別号バイパスを結び、三島市塚原において国道号線を経由して、熱海函南線に至る全長相加の高規

格幹線道路である。これは伊豆縦貫自動車道の一部として平成元年に基本計画区間が策定され、平成2

年に路線予定地域の遺跡確認踏査が行われた。その結鼠周知の遺跡を含む42カ所が埋蔵文化財包蔵地

として報告された。この報告を受け、平成2年より指導機関として静岡県教育委員会文化課、調査機関

として静岡県埋蔵文化財調査研究所が記録保存を目的とした発掘調査を開始した。調査を開始して且2年

目を迎えるに際して、当遺跡を含めて3温カ所が調査を終了しており、現地調査◎資料整理は現在も進行

中である。

このような状況の中、寺林遺跡　虎杖原古墳は平成且年次調査を行い、平成は年且臓から平成臓隼4

月まで2次調査を行った。

第2節　調査の韮樫藍滅法

寺林遺跡と虎杖原古墳は調査の工程上、作業を同時に行う場面が生じたため、管理上両遺跡にかかる

グリッドを設定した。これは日本測地系（X，Y）ニ（榊95。6弧33700。0）上を（A、0）の原点とし、X軸

方向（南一北）をアルファベット、Y軸方向（西一束）に数字を付したものである。調査軋遺跡部分の

呼称はこのグリッド名を用いている。しかし東駿河湾環状道路内の遺跡を同一座標で管理する必要性か

ら、全ての遺物、遺構に関しては、国家座標個本測地系　平面直角座標第Ⅷ系）のⅩ◎Y座標と水準値

を付して調査を行った。本遺跡の報告では、特に旧石器の遣物の出土地点についてこの座標値を用いて

いる。

調査は、用地取得の事情から先行した虎杖原古墳北側と寺林遺跡の1次調査が平成Ⅲ年4～6月に行わ

れた。この結果毒杯遺跡において旧石器時代の包含層を確認した。平成は年Ⅲ月からほ虎杖原古墳周辺

の且次調査と毒杯遺跡の本調査を行った。

寺林遺跡は縄文時代の包含層はほとんど残っていなかったが、休場層中からは調査区全域で礫群と石

器ブロックを検出した。休場層以下については且グリッドに対して3×3mのテストピットを設定し、遺

物昏遺構を検出したテストピット周辺を重機によって拡張する方法をとった。この結鼠第Ⅲ黒色魔法

第Ⅲスコリア帯黒色帯2において石器ブロックを検出した。各調査面の地形図の作成は、光波測距器に

よって約1mメッシュで測定した座標データをグラフソフトによって図化した。

虎杖原古墳は、平成12年のl次調査の結鼠調査区内には古墳且基が存在するのみであることが確認さ

れたため、引き続き2次調査に移行した。古墳は天井石が一部残存しており、墳丘も残っている可能性

があったため、十字に土層帯を設定して表土除去を人力で行った。この結果、一部破壊はされていたも

のの極めて良好なかたちで外護列石を確認した。天井石を除去したのち、石室内の土砂を取り除き記録

作業を行った。石室の記録作業は、当初設定した墳丘の基車由がやや西に傾いていたため、新たに石室中

心を通るセンターラインを設定して作業を行った。このため、当報告で使用されている墳丘関連と石室

関連の図面は、それぞれ異なる軸を使用している。遣物は出土位置を座標管理して取り上げている。ま

た石室使用石材を確定するため、現地で石材のサンプリングを行い、後目石材鑑定を行った。調査は、

…つ「…



平成13年4月をもって全てを終了した。

資料整理作業は平成14年10月より実施した。旧石器時代の包含層出土の礫は、接合作業を行いその結

果を本書に掲載している。また、出土黒曜石については蛍光X線分析によって原産地を特定し、その結

果をもとに個体別資料分類作業を行った。

平成 11年 平成 12年 平成 13年 平成 14年

4月 5月 6 月 11月 1 2月 1月 2月 3月 4 月

寺林遺跡 2次調査
1次調査

虎杖原古 墳
ll■1411111－ 2次調査

】
1次調

資料整理

第1図　作業工程
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第亙憲章　遺跡の概要

：′：へ＿‡二“．ふ、王、「∴∴言、′へ′∴＼三㌦．ノ∴へこ、言：

遺跡は富士山の南東に位置する愛鷹山の南麓、比較的緩やかな斜面上に立地する。愛鷹山は、数十万

年前に箱根火山などとともに活動をしていたと考えられているが、約十万年前には火山活動を停止して

おり、山体の上に降り積もった火山灰は、古◎新富士を供給源とするものである。中でも遺跡が発見さ

れるのは現在のところ上部ローム層以上に限られている。

近年、開発行為の増加に伴って多くの遺跡が調査され、愛鷹山麓には旧石器時代～中世までの遺跡が

重複して残されていることが半びってきた。特に旧石器時代の遺跡は、同じく遺跡が集中する箱根西麓に

比べてローム層の堆積状況が良好なため、層位的な好資料が増加している。現在の　ころ最古　考えら

れるのは、第二東名‰溺地意の第Ⅶ黒色帯下部で検出されたホルンフヱルス製の剥片を中心とした石器

プロッタである。愛鷹箱根編年第温期とされる第Ⅵ黒色帯から第Ⅳ黒色帝では中鬼代第』土手上、西

洞、清水柳北遺跡等から、台形様石器や局部磨製石斧が出土している。第2期に入ると、石刃技法が現

れナイフ形石器文化が成立する。当遺跡の第　文化層は、この第2期のa段階とされるものである。同

時期の遺跡としては葛原沢第Ⅳ遺跡があげられる。また同期、第Ⅲ黒色帯になると遺跡の数が増え、規

模も広がる傾向がある。愛鷹箱根山麓に特徴的な土坑群もまた、第m黒色帝より掘り込まれていること

が確認されていることから注目される時期である。第4期は石刃を素材としたナイフ形石器が特徴的で、

第期に比較的狭い尾根上に立地していた遺跡が、広くなだらかな尾根上に展開する。この他に愛鷹山

麓には多くの縄文時代の集落が存在するが、現在調査例が増えるに従って、谷部や斜面途中のご　狭い

平坦部からこれまで発見例の少なかった縄文時代草創期や後期、晩期の遺物が出土するようになった。

遺跡の立地を考える上では大変興味深い。

愛鷹山麓の古墳はその立地によって、潤井川の東岸、太渕扇状地の末端部の単調な緩斜面上や、新期

富士の溶岩によって形成された丘陵上（富士山南麓自こ位置する一群、浸食された山体が樹棍状に延び

る愛鷹山南麓の丘陵上の一群、富士川、潤井川、狩野川の運んだ砂礫によって作られた田子浦砂丘上の

一群、愛鷹山と箱根山に挟まれた黄瀬川の扇状地上に立地する一群に分けられる。

富士山南麓の潤井川東側、太渕から伝法にかけて分布するのが伝法古墳群で、この中の古墳時代中期

後半と考えられる伊勢塚古墳は径約54mを測る円墳であり、律令時代の集落である東平遺跡と隣接する。

この北西側には、終末期古墳を中心とした片倉古墳群、広見古墳群がある。これらの中には「竪穴状」

と呼ばれる横穴式石室を持つ古墳が存在する。古墳群は扇状地の斜面や、溶岩によって形成された丘陵

地上に位置する。

義瑠　周辺の遺跡

且 虎杖原古墳 の寺林遺跡 9 広見古墳群 且7 石川古墳群

2 第二東名施。25遺跡 10 比奈古墳群 18 根古屋古墳群

3 中鬼代第 ‡遺跡 Ⅲ 神明塚古墳 19 八兵衛屋敷古墳群

4 土手上遺跡 12 子ノ神古墳 20 清水柳古墳群

5 西洞遺跡 13 長塚古墳 21 清水柳北古墳群

6 葛原沢第Ⅳ遺跡 14 中里古墳群 22 土狩古墳群

7 伝法古墳群 15 須津古墳群 23 石田古墳群

8 片倉古墳群 16 船津古墳群 24 伏見古墳群
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第3図　周辺の遺跡（1／100，000）
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愛鷹山南麓で最も古いとされているのは、比奈古墳群の前方後円墳、東坂古墳で古墳時代前期末～中

期初頭と考えられており、前方後方墳である増川古墳群の浅間古墳と前後する。浮島沼を望む愛鷹山の

尾根末端部に位置する船津古墳群の薬師塚古墳は、中期の円墳で木棺粘土床を主体内部に持つ。なおこ

れに続く浮島沼南岸の古墳として前方後円墳である神明塚古墳があげられる。後期に太る　沼津市東沢

田古墳群の長塚古墳や、西沢田の予ノ神古墳が登場する。いずれも前方後円墳で、墳長は長塚古墳約別

m、子ノ神古墳で約48mを測る。これ以降6世紀の後半から7世紀にかけて愛鷹山麓には河川によって浸

食された山体の尾根部に、細長く標高差をもって分布する群集墳がさかんに作られ始める。これらには

比奈古墳猟中里⑳須津古墳猟船津古墳群、石川古墳乳酸古屋古墳瓢八兵衛屋敷古墳群等がある。

これら群集境のなかには、富士市の妙見◎室野坂◎谷津原古墳群で見られるような、璃石室」と呼ばれ

るものと同形態のものが検出されており、7世紀末から8世紀にかけて築造されたと考えられている。

方、足高尾上の清水柳北遺跡では、上田下方墳が調査されている。一辺約20mの方形の周溝が巡らされ

ており、この主体部には石憶が直葬ざれていた。

黄瀬川の流域には、土狩五百塚、石田九十九塚、香質九十塚と呼ばれるように数多くの古墳が存在し

た。しかし胆妃前半にさかのぼる古墳は認められず、伏見古墳群のように9世紀まで再利用の行われた

ものもある。

第2節　遺跡の地形藍基本丑層

当遺跡は、渡戸川と松沢用に挟まれた幅広の尾根の東側に位置する。標高は約9～鮮mを測、虎杖

原古墳は尾根の中心部に、寺林遺跡は尾根の東端、渡戸川に下る急峻な崖際に立地しており、尾根の中

心部には旧石器時代の遺構◎遺物は検出されていない。尾根の中心となる通称グルメ街道を挟んで西側

には上松沢平遺跡が立地する。尾根幅の広い斜面に縄文～旧石器時代の遺跡が立地する場合、尾根の中

央よりむしろ東側の縁辺部を選んで古池ずる傾向は、丸尾北遣臥柏葉尾遺臥桜鰯遺跡等でも鬼られ

る。遺跡内の士層堆積状況は、基本的に愛鷹山の標準土層と一致する。以下に各層の特徴を記述する。

耕作士である且層直下は新規スコリア層となる。部分的に残っているのみで、虎杖原古墳では確認さ

れなかった。3の黒色士は、カワゴ平パミスを含み、全体に粘性に乏しい。この層を掘り込むかたちで

古墳の周溝などが作られている。の暗褐色士は、やや粘性に乏しいローム質土であり、運動公園周辺

の遺跡で栗色土層と呼ばれる黄褐色士の土層に対応すると考えられる。5は富士黒土層で縄文時代早期

前半の土器や石器が検出された。富士黒土層から休場層へは漸移的に変化する。7～9の休場層は、堆積

状況が良好な遺跡では間にスコリア層を挟んで三層に分層できるが、当遺跡では不可能であるため、ス

コリアの量によって仮に分層した。当遺跡では、この休場層下半にあたるYは～Y監Mにかけて遣物が

集中して出土している。且の～且6までは黒色帝とスコリア帯の互層となる。黒色帝もスコリア質土であり、

スコリア層が土壌化したもの　考えられている。よって黒色帯の上面は層界が明瞭であるが、下面は不

明瞭で漸移的に変化する傾向がある。なお且3のニセロームには姶良丹沢広域火山灰（AT）が含まれる。

17γ器は第Hスコリア帯と呼ばれる層で、全体的に直径旺mほどの茶色～黒色スコリアを含む。非常に

硬い層で、特にSCIII摘　呼ばれる層はスコップの剣先が跳ね返されてしまうほどの硬度がある。24～

30は黒色帯とスコリア層の互層となるが、遺跡によってその現れ方が異なる。同じ愛鷹山麓でも長泉地

区や箱根西麓では鑑瀾以下寵黒色帯が観察されない遺跡がある。当遺跡ではBB量V～BBⅦが明瞭に確

認された。
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BBO

SCI

BBI

＜層　名＞

14　　第Ⅱ黒色帯

15　　第Ⅱスコリア層

16　　第Ⅲ黒色帯

17　　第Ⅲスコリア帯スコリア1

18　　第Ⅲスコリア帯黒色帯1

19　　スコリア層

20　第Ⅲスコリア帯黒色帯2

21　スコリア層
22　第Ⅲスコリア帯スコリア4
23　　スコリア層
24　第Ⅳ黒色帯
25　　スコリア層

26　　第Ⅴ黒色帯

27　　スコリア層

28　　第Ⅵ黒色帯
29　　スコリア層

30　　第Ⅶ黒色帯

31　中部ローム

第4図　土層模式図
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NL

BBⅡ

SCⅡ

BBⅢ　　　　　●

SCⅢsI

SCⅢbl

SCⅢb2　　　　●

SCⅢS4

BBⅣ

BBV

BBⅥ

BBⅦ

●石器ブロック

＜色　調＞

10YR1．7／1

7．5YR2／1

7．5YRl．7／1

7．5YR2／1

7．5YR3／1

7．5YR3／3

7．5YR4／4

7．5YR5／6

7．5YR4／6

7．5YR4／3

5YR5／6

5YR4／2

5YR5／4

5YR4／2

5YR3／2

2．5YR3／1

5YR3／2

5YR2／2

7．5YR3／4

7．5YR3／2

5YR4／4

7．5YR3／3

7．5YR3／4

5YR2／2

7．5YR3／3

5YR3／2

5YR3／2

5YR2／2

5YR2／2

7．5YR2／2

10YR4／4
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第6図　土層堆積状況（2）

－9－



第III章　寺林道跡

寺林遺跡では、旧石器時代の文化層が3層と縄文時代の遺物包含層が確認された。旧石器時代の文化

層は古い方からSCIIIb2のものを第I文化層、BBIIIのものを第II文化層、YL層中のものを第Ⅲ文化層

と呼称し、以下に個別に記述する。

】　 －N

N

導

因

国

玉音…

M

L

K

図　　 画　　 匿

圏　 国

J

I

「 1

H

圏

圏

G

［：］Y　L　層
田 B B m 層
四 sclHt2層
巨瑠 B B V 層
圏 B B Ⅵl層

F 0　　　　　　 10m

20 21 22 23 24 25 26

第7図　遺跡の調査深度
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二二、‾ハ：′、二一．十十辛　∵∴∴！＼′・つ∴、′二∴、∴：′しこ、三言、当・

テストピット調査によって、礫を温点検出したため、周囲を約蟻×20mにわたって重機で拡張したと

∴　一一一／㌻・へ　－、・′‘′　∫　　　（ユー　∴　・・一一∴‥、′十　ノ′一　‾1ノ　ー／・．ノ、′　ノ′／ィ、了－∴、　′
1‾‘‾　　　一′　ヽ　　lJJ．‘リ　＿1＿－1－l　一一一　／I　、IlJ　トj r‾．．1‘．‾、J　）　’　　　　、　ヽ　　　l l Illl＼ノ　しノ　′　＝ヽ　ヽ　　　r．ノl、ヽノ．′llヽ’Y　　　　一′　　しノ1　、J　　「l lllJ　　′　　’

′l’∴∴　∵十一

＜且号ブロック＞

炭化物粒の集中地点、磨石の接合資料、石器点、礫4点からなる。温2の接合資料が出土した。磨石

の接合資料は、接合した3点がそれぞれ磨商を上面にして出土している。

＜2号ブロック＞

炭化物集中地点と、2点の礫、ナイフ形石器2点、削器の接合資料、楔形石器からなる。且を除いて全

て欠損品である。

＜3号ブロック＞

3点のナイフ形石器と剥片、砕片からなる。接合関係はない。

これら3基の石器ブロックは、天城柏峠産の黒輝石と、諏訪星ケ台座の黒輝石とい　搬入石材から

なっており、磨石や礫を除いて在地の石材を用いていないのが特徴である。3号ブロックで5点のチップ

類が出土している偽はチップやパウダー類の出土は無く、石器の微調整以外は、遺跡内で剥片剥離を

行った痕跡は見られない。ナイフ形石器は温母岩l点で、全てが搬入品である。

・、一′．三宿

ナイフ形石器は7点が出土している。且は縦長剥片の打点側を基部とした二側線加工のものである。背

面に原礫面を残す。2～5は欠損品で基部のみの出土であるが、いずれも縦長剥片を素材にしていると考

えられる。6はナイフ形石器の先端部である。刃部には使用痕が観察される。7は先端部が欠損したナイ

フ形石器の折損部に再調整を施し、ここを打面として数回の打撃を加えたものである。これらは、且が

諏訪星ケ台産黒輝石の偽は、天城相峠産黒曜石を用いている　浮は風化著しく分析不可）。

8は剥片の側線と下端を刃部とした削器で、刃部が折損する。背面に原礫面を残す。9は上下に打撃痕

が観察される剥片で、楔形石器として用いられている。且0は使用痘（擦痕）のある太型の礫で、磨石あ

るいは台石に用いられたと考えられる。破砕されており、破砕面には使用痕が観察されない。また出土

地点の付近には炭化物粒が検出されているが、受熟の痕跡は見られない。

紺ま背面の中心を通る稜に打商を転移しながら剥離を繰り返した痕跡が観察できる、いわゆる稜付き

剥片である。接合する剥片aは稜頭からの打撃の際、剥がれきれずに残ったもので、b＋Cの剥離時の

衝撃で同時に剥がれたものと考えられる。この他に同一個体の剥片類が出土していないことや、剥片の

縁辺部に使用痕があることから、刃器として遺跡内に持ち込まれ、廃棄されたものであろう。

鼠2は作業面の再生剥片の接合資料である。縁辺部に使用痕が確認できる。作業面には縦長剥片を連続

的に剥取した痕跡が見られ、打面調整も施されている。この剥片を取った後、上面を打面として小型の

剥片を数枚剥離している。刃部の再生とも考えられる。

…∴H∵－
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北へ2m

一了へ3m
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シンボルわき番号は図版番号を示す

第9図　石器ブロック平面・垂直分布
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第10図　第】文化層出土石器（1）
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0　　　　　　　　　　10cm

第11図　第l文化層出土石器（2）
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12　　　0b（SWHD6）

表2　第l文化層遺物計測表

ニ「

∠‡ゝ。
第12図　第l文化層出土石器（3）

図 版 番 号 遺 物 番 号 出 土 層 位 石 材
原 産 地 ／

個 体 別
個 体 名 称 縦長 （cm ） 横 長 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

1 6 9 5 S C Ⅲ b 2 O b S W H D 5 ナ イ フ形 石 器 5 ．3 2 1．8 7 0 ．6 6 5．8 0

2 7 0 1 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 2 ナ イ フ形 石 器 （2 ．2 5） （1．6 1） （0 ．8 9） （3．10 ）

3 6 8 7 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 4 ナ イ フ形 石 器 1．4 6 1．2 9 0 ．5 0 0．8 0

4 6 8 2 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 4 ナ イ フ形 石 器 （1．90 ） （1．5 5） （0 ．8 0） （1．70 ）

5 6 7 1 S C Ⅲ b 2 O b A G K T l ナ イ フ形 石 器 （2．2 5） （1．8 5） （0 ．8 0） （2．6 0 ）

6 6 7 6 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 3 ナ イ フ形 石 器 （2．58 ） （1．9 6） （0 ．5 8） （2．6 0 ）

7 6 7 8 S C Ⅲ b 2 O b 測 定 不 可 ナ イ フ形 石 器 8．0 0 1．9 5 0 ．9 7 5．9 0

8 6 8 4 S C ⅡI b 2 O b S W H D 4 削　 器 （1．7 7） （1．1 3） （0 ．5 2） （0．8 0 ）

8 6 9 2 S C Ⅲ b 2 O b S W H D 4 削　 器 4．10 3．3 0 1．3 5 17，10

9 6 9 3 S C Ⅲ b 2 O b S W H D l 楔 形 石 器 3．24 1．8 9 0 ．7 3 4．3 0

1 0 7 7 0 S C ⅡIb 2 A n （P y） 磨　 石

（18 ．5） （16 ．7） （9 ．0 0） （1 55 0 ）1 0 7 7 1 S C Ⅲ b 2 A n （P y ） 磨　 石

10 77 2 S C III b 2 A n （P v ） 磨　 石

11 6 8 8 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 5 フ レイ ク （3．4 9 ） （1．8 4） （1．2 1） （6．10 ）

1 1 6 9 0 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 5 フ レイ ク 2．4 1 1．1 3 0 ．8 5 1．2 0

1 1 6 9 1 S C Ⅲ b 2 O b A G K T 5 U フ レ イ ク 3．94 2．6 5 0 ．9 8 8．7 0

1 2 6 8 0 S C III b 2 O b S W H D 6 フ レイ ク 1．57 1．6 1 0 ．3 1 0．8 0

1 2 6 8 1 S C Ⅲ b 2 O b S W H D 6 フ レイ ク 4．4 0 3．1 5 1．9 5 19．30

ー16－



第2欝　第甘文化癖　は借駐）の遺物

第III黒色帯より剥片3点と磨石1点、礫1点が出土した。それぞれの遣物が10m以上離れて出土してお

り、微細な剥片等も出土していない。周囲を拡張し調査を行ったが、他に遺物を検出することは出来な

かった。

13は剥片の末端に加工痕のある小型の剥片である。柏峠産黒曜石製。

14、15は剥片で、特に加工痕、使用痕は見られない。14が天城、15が畑宿産黒輝石。

16は偏平な安山岩製の礫の一面に、磨痕が観察されるものである。裏面は平坦であるが特に使用痕等

は観察されなかった。磨痕が観察される面を上面にして検出された。

第．i3囲　第［！文化層全体図

－17－



10cm

表3　第Il文化層遺物計測表

喜ここ
く二⊃130b（AGKTlO）

∠⊃15

0

第14図　第Il文化層出土石器

二
Ob（HNH川

図版 番 号 遣 物 番 号 出 土 層 位 石材
原 産 地 ／

個 体 別
個 体 名 称 縦 長 （cm ） 横 長 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

13 8 14 B B IⅡ O b A G K T l O R フ レイ ク 1．7 9 1．3 0 0．4 6 1．2 0
14 8 12 B B Ⅲ O b A G K T 9 フ レイ ク 5．5 5 3．9 6 1．3 8 1 9．3 0
15 8 13 B B ⅡI O b H N H J l フ レイ ク 2．6 8 3．3 1 1．3 3 8 ．4 0

1 6 8 15 B B IⅡ A n （P v ） 石 皿 （7 ．3 0） （12 ．8 0） （1 2．3 0） （2 6 8 ．1 0）

－18－



第3節　第III文化層（YL）の遺構と遣物

休場層中位～下位にかけて検出された礫1268点、石器325点からなり、石器ブロック18基、礫群22基

が検出された。遣物の出土層位は漸移層～YLLにかけて約45cmのレベル差を持っているが、礫群の底

面のレベルはYLL下部からBBO上面にある。当初ナイフ形石器の形態差から、2枚の文化層が重複して

いると考えていたが、個体別分類作業の結果、各母岩の分布状況がこれを反映していないため、作為的

な文化層分離を避け、ここでは一枚の文化層として報告する。

N
「 ∴ 、・ ．l．．ll、ll・・l・、・・、、 b 、

．J叫 、

ヽ
㌧ヽ

I

。㍉ 幸 十 ・

°　　t

ヽ
′・　　 95．0

、、・ ＼　 ＼　ヽ　　ヽ 　°

、、い：

。武．、 、A 、

・・．．8－ 、、、

N

‖
こ＼、

ヽ

、 ’‘　　 ∴ 。ヰ
＼、

l

＼、 、＼ ＼＼　　 、・い i：：．．、、　　　　 M　　　　 l l・、、、了 ．、

L　 、、＼、、 、＼、＼∴ 、、 ・・i・－A　 ・、、

l

l

I　　　　 ㌔　　　　　 ．

、　　　　　　　　　 H ・・・・　 ＼　 ’て　 ノ 十 ∴ 式．1－T

S ∠・　　 ふ　A，・

K

ト ∴ ■ 「 、 、、・・　 一一一十 ノ　 ▲ l．／
l
l

＼、

．H、、．I．ヽ◆、、
　ヽ ．、、・．も．㌦

、、、、、： ・、、む ． ．、、
、J　 ▼＼ ．

　ヽ　　t　．

、、毒 針 十 彗 壷 ＿三＿＿ノ：芸 ′：；

・i．‘　 ◆

．　A ．。．H

r ・H　 ．’

川 ・ll．，．

・，A ll

1

＋ ．．．．l・l，，阜

1

J

．、、　　　　　　 、、 ． 、・°。

、．　　　　 、　　　 ．’　　　 Y
’ヽ

・．粛 ㌣ 守
、、e　E ’

▲、　 q　 ▲㌔・ ’・V・・∴ ・・ 95・・

＼e
A　　　　　　　　　　　　　　　 ・一一　　 タ　 ．

‡ヽ

事．，

4

1 95．・0 、、・、

l l g4：・6

I

◎

t　h ．
．・凍 吉

．ノ津 ▼、e

■・‘B

．h

′°．°・e
．．．・、・？声 ．．茹 r三・、H

率 ㌣ 高

．ム　 ・－t．ニ

95．6 ． ．
、、°一、． ． A
e ＼ヽ
．＼・

「 ；　 ご！

95．8

・．＼

★尖

ムナ
□台 形

頁　 器
フ
石　器H

G

F

94．．8

ム

、 、　　 944 ．・ ＼▲　 叛 ㍉ ▲
★　 ．　　 叫 ．ヽ吋 、、，

＼ 錮・0
1

93・．6

アルファベットは陛

2 0　　　　 2 1　　　　 2 2　　　　 2 3　　　　 2 4

◎彫　　　　 器

l 掻 器 ・削器

▼挟 入 削 器

◇撰 形 石 器
r 石　　　　 核
◆R　F ・U　F
O 敲　　　　 石

・フ　レ　イ　ク
チップ
轢

0　　　　 19 m

［ 名を芸　 2 6

第15図　第‖文化層全体図
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1礫群

礫の分布は、巨視的にはいくつかの集中地点を形作っているが、礫同士が重なり合って集中的に検出

されるようなことはなく、実際には散漫な分布を示す。礫の接合状況から見ても平面的な移動がかなり

激しいと考えられる。よって個々の礫群の認定は、視覚的に礫の空白地帯を境とした。このため一つの

礫群の中に2～3の小さな集中地点を包括している場合がある。

＜A礫群＞

11点の礫が、散漫な分布を示す。内10点が赤化している。礫群内の接合関係はなく、1号石器ブロッ

クの分布と重なる。

＜B礫群＞

63点の礫からなり、2ヵ所の集中地点がある。C，F，Gの礫群と接合関係があり、2号石器ブロックの

分布と重なる。全ての礫が赤化している。

＜C礫群＞

65点の礫からなり、接合関係がある3カ所の集中地点からなる。B，D，Fの礫群と接合関係があり、3

号石器ブロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。また南端に2点の配石がある。

＜D礫群＞

43点の礫からなり、2mの範囲に比較的集中して検出された。C礫群と接合関係がある。4号石器ブ

ロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。

N

i

】21より
北へIm　⑳

・コ、rl－

団　受　　熟　　礫
●　フレイク・チップ

第16図　B礫群平面・垂直分布
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＜E礫群＞

拳大の小さな礫11個が散漫に分布する。全て赤化。

＜F礫群＞

103点の礫からなり、約3mの範囲に2カ所の集中地点を持ち、礫は互いに接合する。B，C礫群と接合

関係がある。5号石器ブロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。

第17図　C礫群平面・垂直分布
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N

I

団受　　勲　　轢
△　掻　器・削　器
●　フレイク・チップ

第18図　D礫群平面・垂直分布

第19図　G礫群平面・垂直分布
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＜G礫群＞

南北に長い3mの範囲に64点の礫がやや集中して分布する。礫群内の接合の他はB礫群と接合関係が

ある。6号石器ブロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。

＜H礫群＞

比較的大型の礫24点が約3mの範囲に散漫に分布する。他礫群との接合はない。

＜I礫群＞

41点の礫が約2mの範囲に2カ所の集中地点を作る。全ての礫が赤化している。

＜J礫群＞

81点の礫が約4mの範囲に3カ所の集中地点を作るが、この3箇所には密接な接合関係がある。10号石

器ブロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。

0　　　　　　　　1m

第20図　F礫群平面・垂直分布
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第21図　E礫群平面・垂直分布
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第23図l礫群平面・垂直分布
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第26図　L礫群平面・垂直分布
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＜K礫群＞

86点の礫が7×4mの範囲に散漫に分布する。礫群内の接合の他、N礫群との接合関係がある。11号石

器ブロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。

＜L礫群＞

47点の礫からなり、比較的小型の礫が中心に集まる。周囲に配石状の大型礫も分布する。礫群内での

接合が中心である。全て赤化。

＜M礫群＞

大型の礫の周囲に17点の礫が散漫に分布する。礫群内の接合のみである。

＜N礫群＞

61点の礫が比較的集中して分布する。98％が赤化し、K礫群と接合関係がある。L礫群とともに、12

号石器ブロックの分布と重なる。

第30図　Q礫群平面・垂直分布
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＜0礫群＞

13点の礫からなる。調査区の北端で検出したが、調査範囲外に広がる可能性がある。

＜P礫群＞

61点の礫が、2mの範囲内に比較的集中して検出された。礫群内で接合する割合が高い。13号石器ブ

ロックの分布と重なる。全ての礫が赤化している。

＜Q礫群＞

55点の礫が、2カ所の集中地点をつくる。R礫群と接合関係を持ち、82％が赤化している。14号石器

ブロックの分布と重なる。

＜R礫群＞

77点の礫が3mの範囲に散漫に分布する。礫群内で2m以上離れて接合するものが多いことから、使用

後の撹乱が激しいものと考えられる。全ての礫が赤化しており、15号石器ブロックの分布と重なる。

⑳
N

l

団受　　熟　　礫
●　フレイク・チップ

第31図　R礫群平面・垂直分布
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＜S礫群＞

49点の礫が散漫に分布する。西端に2点の配石がある。全て赤化。16号石器ブロックの分布と重なる。

＜T礫群＞

13点の赤化した礫が2m範囲に集中する。

＜U礫群＞

55点の礫からなり、2カ所の集中地点をつくる。周辺の礫は集中地点のものと接合する。全ての礫が

赤化しており、17号石器ブロックの分布と重なる。

＜V礫群＞

南北に6m、幅2mの中に93点が散漫に分布する。礫群内での接合が多く、他の礫群に動くものはない。

中では、3カ所の集中地点が見られる。ほぼ全ての礫が赤化しており、17号石器ブロックの分布と重な

る。

調査区全体から礫群の分布と接合状況を見ると、B～G、I～0、P～Vの3グループに分けること

が出来る。各グループ間の接合関係はあるが顕著ではなく、グループ内部の接合が多い。
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第33図　∪礫群平面・垂直分布
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2　石器ブロック

石器の視覚的な集中地点として18基のブロックを設定した。石器ブロックの中に含まれる礫群は、石

器ブロックを構成するものとしてとらえた。各ブロックの石器と石材の組成は表4に示すとおりである。

1号ブロックは15点の石器とA礫群が含まれる。礫、石器とも、範囲内にまばらに分布する。柏峠産黒

耀石製のナイフ形石器が搬入されている。他の石器ブロックとの接合関係はない。

2号～5号ブロックは、柏峠・畑宿産黒耀石の剥片と、一母岩1点の搬入石器からなる。3号ブロックで

は、AGKT18が剥離作業の対象になっており、5号ブロックの剥片と接合する。ナイフ形石器は全て搬

入品。

6、7号ブロックは、ホルンフェルスの剥片が卓越している。風化が著しく個体別分類は行っていない

が、剥片剥離作業を行ったものと考えられる。G，H礫群がそれぞれの分布範囲に含まれている。

8、9号ブロックは、相峠・畑宿産黒耀石を中心としたもので、信州産黒輝石を含まない。この組成は
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第35図　石器と礫の接合関連図

－34－



1号ブロックと類似する。また礫が群をなさず、配石状に分布する。

10、11、12号ブロックは塁ケ台産黒輝石とホルンフェルスが組成の中心となる。しかし星ケ台産黒曜

石の各個体別資料の数は少なく、ここで石器製作に関する調整加工が集中的に行われたとは考えにくい。
11L一、＿1＿、1、．一つ　　＿　、1　－1＋I、′、／一、1、＿・アーIJ lγ一土こた・J lll I＿l　＿ナl、、7、－・1＿　J、、．ゝ　　　口［二I．ゝ　一人、）一三］LH LL＿ヨ．Il請i仔〟iて堂J、ざt二二」〈」ノ1－一・一J㍉．たヽ

ト‾‾‾‾‾‾‾‾一ノJノ」＼ル／　／エル／ヽし－　ノ〕j L　レムヽ　1－1′l一六Ui＿lt⊥▲L L＼ノ」烏）し一　C〟■レフヽ　サ」レフ〟小五一斗q！‾一　都リ丙臣、l「禾〟jl」4ノ4L L dつ　り、

黒耀石製石器の補完の役割を果たしているようである。またこの3基の石器ブロックでは、蓼科、和田

産の黒輝石が1点も出土していない。

13、摘、15号ブロックはそれぞれP、Q、R礫群と分布が重なる。いずれも礫の分布する範囲に一母

岩1、2点の資料が散漫に分布する。

16号ブロックは、ガラス質黒色安山岩や赤玉石、ホルンフェルスといった黒輝石以外の石材の集中地

点である。ナイフ形石器は基部加工のガラス質黒色安山岩製のものが出土している。

17号ブロックは柏峠産黒耀石の剥片剥離地点である。AGKT14、17が相当するが、これらの母岩は

球顆を多く含んだもので、良質とは言いがたい。このため、厚身の剥片からさらに剥片を剥取しており、

同一個体内に複数の石核が存在する原因となっている。数点の剥片が、3、6、14石器ブロックに移動し

ている。またブロック北側にはホルンフェルスを中心とした石材が分布するが、現地の地形を考えると

且6号ブロックの一部が流入していると考えると理解しやすい。この石器ブロックにはUとVの2基の礫

群が含まれる。

礫や石器の接合状況等から、2～9号ブロック、10～12号ブロック、13～18号ブロックの3カ所のブ

ロック群に分けることができる。

3　番石樹と個体別資料の分布

当文化層からは、325点の石器が出土した。この内訳は68％が黒堆石、24％がホルンフェルス、5％が

ガラス質黒色安山岩である。石器群の約7割を占める黒輝石については、蛍光Ⅹ線分析を行い、風化や

資料の大きさで問題があり、産地の同定が不可能であった7点を除いて、318点の原産地が推定された

（附編参照）。

在地の石材であるホルンフェルスは風化が著しく、個体別分離作業は行っていない。遺跡全域で出土

しており、6、7、m、12、16号ブロックでは剥片剥離作業が行われている。これらは全て拳大の円礫か

ら2～6枚の剥片を剥離したもので、石核が原石のl／3～1／2の太きざになると廃棄されている。製品の割

合は5。1％で、補助的な石材としての消費を思わせる。

柏峠産黒輝石はAGKT国と17が17号石器ブロックで剥片剥離を行っている。この他に調査区西側で

は3号ブロックでAGKT18が集中して出土している。逆に調査区北側の星ヶ台産黒輝石が集中する10～

12号石器ブロックには、全く含まれていない。7。5％が定型的な石器である。

星ケ台産黒輝石は北側の一群である10～12石器ブロックで出土している。ただし剥片剥離作業を行っ

ているような形跡はない。他のブロックでは剥片や製品が単体で出土しており、定型的な石器の割合は

27％である。蓼科と和田峠産黒輝石もまた各ブロックに製品のみが搬入されている例が多く、各々50％

が定型的な石器である。

畑宿産黒輝石は、9号ブロックにおいてHNHJ4の剥片が若干集中し、剥離作業を行った痕跡が見ら

れるが、この外には一個体数点の資料が各ブロックに分布する。ただし、ホルンフェルスの分布とは対

時しており、ホンルンフェルスが集中する地点では剥片を含めた石器の出土はなくなる。定型的な石器

の割合は14％である。
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義堵　石器ブ田ツタ組成表

1号ブロック

O b

H

0
r

R
h

y

AEコ

A
G
A
G
H
N
H
N
H
N
H
N

K
T
15

K
T
23

H
J
7

H
J
8 A

H
J
8王3

H
J
9

計

ナイ フ 1 1

R F 1 1

剥片 ・砕片 1 1 6 3 1 1 13

合計 1 1 1 6 3 1 1 1 15

O b

G
A
H

0
合
計

S

W
H

S

W
H

S
W
H

測
定
不

D
14
D
16
D
9
可 n r

尖頭器 1 1

ナイフ l 2 3

剥片 ・砕片 1 1 1 1 4

合計 1 1 1 1 1 3 8

O b

G
A

n

H

0
r

A［コ
計

A
G
K
T
15

S
W
H
D
15

S
W
H
D
17

W
D
T
Y
2

石核 1 1

R F 1 1

剥片 ・砕 片 1 1 1 1 14 18

合計 1 1 1 1 l 15 20

10号ブロック

O b

H

0
A［コ

S
W
S
W
S
W
S
W
S
W

H H H H H 計

D
10
D
14
D
7
D
8
D
9

r

ナイ フ 1 1 1 1 4

石核 1 1

剥片 ・砕片 1 4 1 1 2 9

合計 1 1 5 2 2 3 14

13号ブロック

2号ブロック

O b

A
A
G
K
T
15

H
N
H
N
H
N
W
D

H
J
4

H
J
5

H
J
8A

K
B
1

［コ
計

ナイ フ 1 1

石核 1 1

剥片 ・砕片 1 l 1 3

合計 1 1 1 1 1 5

O b

G
A

n

H

0

r

A［コ
計

A
G
K
T
15

A
G
K
T
18

S

W
H
D
15

W

D
T
Y
l

ノ ッチ 1 1

剥片 ・砕 片 5 1 1 1 1 9

合計 5 1 1 1 1 1 10

8号ブロック

O b

G
A

n

H

0

r

合
A
G
A
G
H
N
H
N
H
N
K
Z

K
T
17

K
T
18

H
J
2

H
J
4

H
J
8王3

0
B
l

計

ナイ フ 1 1 2

石核 1 1

剥片 ・砕片 2 1 1 2 1 1 1 9

合計 2 1 1 1 3 1 1 2 12

11号ブロック

O b

H

0
r

AEコ

H
N
S
W
S
W
S
W

測
定

H
J
5

H
D
14

H
D
7

H
D
8

不
可
計

ナイ フ 1 1

掻 ・削器 l 1

石核 2 2

敲石 1 1

剥片 ・砕 片 1 2 1 1 8 13

合計 2 1 2 1 1 1 1 18

O b i

H

0

r

R
h

y

A日
計

H
N
H
J
4

H
N
H
J

5

H
N
H
J

7

H
N
H
J
8B

S
W
H

D
13

尖頭器 1 1

ナイ フ 1 1 2

剥片 e 砕片 1 1 2 1 1 1 7

合計 1 2 2 2 1 1 1 10

3号ブロック

O b

G H A
A A A A H H H S S S 測
G G G G N N N W W W 定

K K K K H H H H H H 不 A 0 ［コ計
T T T T J J J D D D 可 n r

14 15 17 18 7 8王3 9 11 14 18

ナイ フ 1 1 2

掻 e 削器 1 1 1 3

剥片 ・砕片 1 l 1 6 1 1 1 1 1 3 17

合 計 1 1 1 6 1 1 1 1 2 1 1 4 1 2 2

6号ブロック　　　　　　　　　　　　　18号ブロック

O b

G
A
H

0
A
［コ計

A
G
K

A
G
K

A
G
K

S

W
H

T
14
T
15
T
17
D
14

n r

掻 ・削器 1 1

石核 1 1

剥片 ・砕 片 2 1 1 2 9 15

合計 2 1 1 2 1 10 17

O b

S
W
H
D
13

H

0
r

合
計

剥片 ・砕片 1 2 3

合計 1 2 3

O b

G H Å
A A A A A H H H H H H 測
G G G G G N N N N N N 定
K K K K K H H H H H H 不 A 0 ［コ計
T T T T T J J J J J J 可 n r

1 1 13 15 16 1 7 10 4 7 8B 9 1

ナイフ 1 1

掻 ・削器 1 1

石核 1 1

剥片 ・砕片 1 2 5 2 2 1 8 1 5 1 1 2 2 33

合計 1 2 5 3 2 1 8 1 5 1 1 1 3 2 3 6

O b

H

0
合

A
G
S
W
S
W
S
W
S
W

K H H H H 計

T
12
D
13
D
14
D
15
D
7

r

ナイ フ 1 1

掻 ・削器 1 1

石核 1 1

剥片 ・砕 片 1 1 3 1 4 6 16

合 計 1 1 4 2 4 7 19

16号ブロック

O b

H

0
A
「1

A
G
A
G
H
N
S
W
S

W
T
S

K K H H H T 計

T
14
T
17
J
7
D
14
D
9
Y
2

r

ナイ フ 1 1 2

剥片 ・砕片 1 1 1 1 1 1 6

合計 1 1 1 2 1 1 1 8

O b

C G
A
H

0
Aロ

A A A A A A A H H H H S T T T 推
G G G G G G G N N N N W S S S 定
K K K K K K K H H H H H T T T ヽ h 計
T T T T T T T J J J J D Y Y Y 可 n r

14 15 16 17 20 2 1 2 2 3 5 6 7 12 1 3 4

ナイ フ 1 2 1 1 1 6

掻 e削器 1 1 1 3

石核 3 1 4

ピエス 1 1

R F 1 1

剥片 ・砕片 2 2 1 15 2 1 1 1 2 3 1 2 1 6 5 8

合計 2 7 1 1 17 2 1 1 1 2 2 4 1 1 1 1 2 1 1 6 7 3
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Ob

H 合
H
N
H
N
S
W
S
W

H
J
7

H
J
8B

H
D
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第倶図　個体別資料分布囲（6）

ー39－



；　2雷　i　空ri　！　望2　1　空3　！

第42図　個体別資料分布匿（7）

表5　個体別資料の器種組成
黒堆石

A A A A A A A A A A A A H H H H H H H H H H H K S
G G G G G G G G G G G G N N N N N N N N N N N Z W
K K K K K K K K K K K K H H H H H H H H H H H 0 H
T T T T T T T T T T T T J J J J J J J J J J J B D
11 12 13 14 15 16 17 18 20 2 1 22 23 10 2 3 4 5 6 7 BA 8B 9 1 1 10

尖頭器

ナイフ 1 1 2 1 1 2 3 1 1

掻 ・削器 1 1 1 1

挟入削器

彫器

楔形石器 l

石核 3 1 1

R F 1 1

敲石

剥片 ・砕片 1 1 2 27 15 3 22 8 2 1 1 1 10 4 2 11 7 14 1 1

合計 1 1 2 32 16 4 24 8 2 1 1 1 1 1 1 11 7 2 13 7 17 3 1 1 1

黒堆石

G H R R C A
［コ

S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
S
W
T
S
T
S
T
S
T
S
W
D
W
D
W
D
W
D

測
定

H H H H H H H H H H H H T T T T K T T T 不
A

n

0
r
h

y

J

a
h 計

D D D D D D D D D D D D Y Y Y Y B Y Y Y 可

11 12 13 14 15 16 17 18 19 7 8 9 1 2 3 4 1 1 2 3

尖頭器 1 1 2

ナイフ 1 3 1 1 2 1 1 1 1 4 1 30

掻 ・削器 1 1 1 3 10

挟大別器 1 1

彫器 1 1

楔形石器 l

石核 1 1 7 14

R F 1 3

敲石 1 1

剥片 ・砕片 3 11 3 1 1 1 11 2 2 1 1 7 11 66 2 3 2 262

合計 1 1 3 15 4 1 1 1 1 12 3 4 1 1 1 1 1 1 1 1 7 16 78 4 3 3 325
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磯　遺物

尖頭器2点、ナイフ形石器測点内点接合、彫器臓、掻器点、削器点、楔形石器点、石核摘点が

出土している。

頼　尖頭器

膵は流紋岩製で、両面に素材剥片の剥離癖を残した周縁加工のものである。且8は諏訪産の黒曜石の縦

長剥片を素材としたもので、背面は面的な加工が施されている。

′＿二′　ノ／′フソノ二五1

当文化層は、前述のとおりナイフ形石器の形態からは一見2つの文化層が混在しているように見える。

しかし礫群の検出レベルや個体別分類の結果からはこれを明確に示すことが出来なかった。ここでは形

態的に愛鷹箱根編年第4期に属すると考えられるもの（鼠9～36）、第3期に属するもの（39～46）に分けて

報告する。

19～32は、二側線加工のナイフ形石器である。思9～25は縦長の素材剥片の打点側をナイフの基部とし

たものである。そのため、剥片の形状がナイフの刃部の形に影響を与えている。25を除いて基部東商へ

の調整は見られない。28～32は素材剥片の打点をナイフの先端部としたものである。ブランディングで

打点と打溜を取り去り、基部に調整を加える。29の先端部は、刺実と考えられる衝撃によって縦方向の

剥離が見られる。33はナイフの末製品と考えられ、製作途上で折損したものと考えられる。完成すれば

且9～32のような形態になったであろう。34～36は剥片を横位に用い、先端部と基部に調整を加えたもの

で、刃部は石器の縦軸にはぼ直交する。36の刃部に見られる剥離は使用時の欠損である。37、38はナイ

フ形石器、あるいは削器の一部分と考えられる。

3～崩は厚手の剥片を素材として太きめのブランディングを施したものである。素材の用い方は横位

持9、軋45）と縦位（弧42、弧44、46）がある。39、弧43は二側線加工のものである。繍孟縦

長の剥片の打面近くに加工を加えた、基部調整のナイフでガラス質黒色安山岩製。

（3）彫器淘掻器淘　削器

都はチャート製の彫器（上ヶ屋型）で、丸ノミ状の刃部を呈する。

48～53は掻器である。弧4、鯛は厚手の剥片を素材として、ほぼ食用に刃部を作る。5且、52、53は

剥片の一端に刃部を削出したものである。54～57は剥片の長辺に連続した剥離を加えて刃部としたもの

で、56は刃部を作る際に裏面に剥離を加え、打面を用意している。58は縦長剥片の縁辺部に凹状の加工

を施したもので、挟入削器と考えている。右側線部には使用痕が観察される。59は上下端に打撃痕が観

察されるもので、楔形石器と考えられる。

（4）石模倣

60～66は打商と作業面を転移しながら単剥離の打面より幅広の剥片を剥離したもので、打面と作業面

が頻繁に入れ替わる。打面調整の痕跡はない。67は上下の打面より剥片剥離したもので、作業面の裏側

は原礫商となる。68は原礫面を打面として剥離作業を行っているものである。69は下端部に打痕が観察

されるため敲石としたが、石材がホルンフェルスであることから、原石である可能性もある。

（5）接僚資料

70は62の石核と打面再生剥片の接合資料である。剥片の背面には逆方向の剥離が複数見られるため、

－41－
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第47図　第＝文化層出土石器（5）
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旧作業面であった可能性がある。

71は67と打面削出剥片の接合資料である。下部の打面より数枚剥離した後、上面の打面を用意したも

ので、4～5打剥離した後、石核は放棄されている。石核、剥片とも原礫面が残されている。

72は2点の剥片の接合資料である。剥片背面の剥離面などから、打面は一定することなく、石核の縁

辺を回っていたことが想像できる。

73は63の石核と剥離した剥片の接合資料である。a、bとも上設の打面より剥離される。主要な剥離

は上面より行っているが、最終段階で、打面転移し、左側面の作業面を打面として剥離作業を行う。石

核芯部に球顆の多い質の悪い部分があるため、ここを残して剥離を終了している。

74は剥片の接合資料である。上面の単剥離打面より取られており、Cは球顆が原因で折れたものと思

われる。75は剥片2点の接合資料である。同一の単剥離打面より剥離されている。

‘享l

75　　　　0b（AGKT18）

a＋b

二二

第51図　第‖文化層出土石器（9）
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5　まとめ

遺跡内で出土した石器の石材は、全体の約67％が黒曜石である。黒曜石に依った石器群であるが、産

地別に見ていくと柏峠と畑宿産で黒輝石の約7割を占める。またその他の石材では、ホルンフェルスが

24％を占める。先にも述べたとおり、本遺跡内で剥片剥離作業を行っている石材は限られており、上述

の相峠と畑宿産黒輝石、ホルンフェルスの3石材に限られるため、剥片剥離作業の有無が所有石材の多

少を決定していることになる。剥片剥離作業を行ったブロックは分散しており、各ブロック群（石器ブ

ロックの項目を参照）に1箇所のホルンフェルスの剥片剥離場所がある。一方、定型的な石器の石材を見

ていくと、星ヶ台産の黒耀石の割合が約29％と多くなる。特に10～12のブロック群では6点のナイフ形

石器全てが星ヶ台産の黒耀石で、製品としての搬入品である。遠隔地の石材が、製品として搬入される

一方で、その不足分を在地石材で補充する構図である。

前述のとおり、ナイフ形石器の形態からは当文化層は2時期に分かれるように見える。石材も相峠、

畑宿産黒曜石を素材としたものが第ⅡI期、信州系の黒耀石を素材としたものが第Ⅳ期の様相を示す。し

かし各個体の分布図や、遺物出土位置図（第53図）を見る限りその分布に偏りはなく、礫群の検出レベ

ルにも差異がない。当報告書では、出土状況からこれらを同一の文化層として扱った。出土資料から考

えられる剥離技術（在地石材の剥離技術）は打面を頻繁に転移して不定形な剥片を剥取するものである。

不純物の多い相峠や佃宿の黒輝石は、それなりの大きさの剥片を得るた捌こは厚さも必要となり、必然

的にナイフ形石器の調整も厚くなる。信州産の良質な黒曜石と比較すれば、素材となる剥片の厚さにも

当然違いが出てくる。石材の特性と素材剥片の厚さは、作られる石器に対しても大きな制約になったと

考えられる。それを考えると、ナイフ形石器の形態差は時期差と考えるよりも素材とする石材の特質か

らくるものではないか。ただし、選択石材による器種の偏りは見られなかった。これらの石器群を同時

期と考えた場合、大型の在地石材による剥片が見られないこと、円形掻器が多く含まれること、薄手の

ナイフ形石器に打面側を基部に用いるものが多いことなどから、愛鷹箱根編年の第3期b段階と考える

のが妥当であろう。ただし、尖頭器については、半両面加工の小型の尖頭器が当期に含まれてくるのか、

検討の余地が残る。

全体に対する各石材の割合
ー － T

・う

製品に対する各石材の割合
Zや甜 蘇

1・．　 も4 7′霊視
－

㌫苺 良法

口AGKT EヨHNHJJlKZOB EヨSWHD阻TSTY E∃Hor匹帖An団WDTY．WDKB Eヨその他

第52図　第‖文化層石材利用状況
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第53図　遺物出土位置図
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．二・∵、、′∴＿　－了　鷹、二つt　完一、一、て、

図 版 番 ・号 遺 物 番 号 出 土 屑 位 有 材
原 産 地 ！

個 体 別
個 体 名 称 縦 長 （しm ） 構 長 （しm ） 厚 さ 五m ） 重 量 （g ）

17 3 3 6 Y L M R h y 尖 頭 器 （工封 ） （1．5の （仕5 5 ） （3．7 0 ）

18 1　 2 0 4 Z n O L） S W H D 用 ！尖 頭 器 （3．3 8 ） （1．5 1 ） （0。5 8 ） （⊥7 0 ）

i9 rヽ ′ヽ／1　　　　！
J U O Y L M O b H N H J 5 ー　 ナ イ フ 彬 石 器　 － 2。9 0 ’ 1 ．」7　 － 0．と山　 一 2 ．mほ　　 i9 l　　　　　　　rヽ ′ヽ／‾ヽJ U O t　 Y L M －　　 o b t　　 H N H J 5 【 ナ イ フ 形 石 器 1　 2。9 0 ’ 1 ．」7 1　 0 ．と山 －　 2 ．1 0　 1

2 0 2 5 且 Y L L R h y ナ イ フ形 石 器 コ．17 1 ．3 3 0 ．6 5 2 ．70
2 1 2 5 3 F B b O b S W H D 1 2 ナ イ フ形 石 器 3。15 1 ．5 1 0 ．8 3 2 。8 0

2 2 3 5 0 Y L U O l） H N H J 7 ナ イ フ形 石 器 2も5 8 1 ．2 7 仕 5 3 1．3 0
2 3 2 2 9 F B b O b T S T Y 4 ナ イ フ形 石 器 3 ．0 6 1 。3 9 0 ．66 2 ．3 0
24 2 3 1 F B b O b S W H D 14 ナ イ フ 形 石 器 2 ．1（う 0 」0 0 ．3 8 0 ．8 0

2 5 2 1 7 F B b O l） A G K T 2 3 ナ イ フ 形 石 器 2 」7 1 ．5 1 0 ．1 1 1 ．5 し1

26 3 2 2 Y L M H o l、 ナ イ フ 形 石 器 持 。4 0 ） （1．5 2 ） （0．着 ） （2．7 0 ）

2 7 1 22 F B H Io r ナ イ フ 形 石 器 3．9 9 1．4 5 0 ．4 ヰ 3 ．0 0
2 8 7 68 Y L M O b S W H D O ナ イ フ 形 石 器 （3．9 3 ） （1．8 2 ） （0．糾 ） （3．胡 ）

2 9 7 6 7 Y L M O b S W H D lO ナ イ フ 形 石 器 3．0 1 1 ．0 9 0 ．4 2 1 ．3 0

3 0 7 3 2 Y L M O h W D T Y 3 ナ イ フ 形 石 器 （2．6 8 ） （1．4 3 ） （0．4 2 ） 1 ．着）

3 1 4 0 （う Y L M O L） W D K B l ナ イ フ形 石 器 （2．肘 ） （1．1の （0．3 1 ） 0 ．00 ）

3 2 3 0 8 Y L M O b H N H J 9 ナ イ フ形 石 器 2。4 4 l 。6 3 0 ．7 7 2 ．0 0
3 3 4 4 1 Y L M O b A G K T 1 7 ナ イ フ形 石 器 巨 9 4

2 ．2 5 0 ．8 8 5 ．10
3 3 4 5 8 S C l O b A G K T 17 ナ イ フ 形 石 器

3 4 6 9 9 Y L M O b S W H D 14 台 形 石 器 2．2 3 1 ．8 8 0 ．8 5 】】 2．L拍
3 5 7 5 7 Y L M O b S W H D 7 台 形 石 器 2。0 6 1 。9 i 0 ．8 4 3 ．2 0
3 6 7 1 7 B B O 0 11 S W H D lヰ 台 形 石 器 2 。63 I。6 4 0 。8 6 3 ．5 0

3 7 3 18 Y L M O b S W H D 9 ナ イ フ 形 石 器 （2 ．2の （1．0 5 ） （仕5 2 ） （0．0 0 ）

3 8 7 6 5 Y L M O h S W H D 8 ナ イ フ 形 石 器 （1．79 ） （1．2 9 ） （0．5 7 ） （0．8 0 ）

3 9 7 0 7 B B O O b A G K T l （う ナ イ フ 形 石 器 2．7 9 1 ．14 0 ．8 8 2 ．0 0
4 0 4 9 5 F B l〕 O b H N H J 8 B ナ イ フ形 石 器 2．5 4 1 ．2 5 0 ．6 5 1 ．4 0

射 2 3 8 Z H O h H N H J 7 ナ イ フ 形 石 器 （2．2 3 ） （1．1 日 （1．0 5 ） （2 ．2 0 ）

4 2 3 6 9 Y L M O l） H N H J 8 I〕 ナ イ フ形 石 器 （2．0 1） （1．着 ） （0 ．9 3 ） （1．7 0 ）

4 3 3 7 4 Y L M H o r ナ イ フ形 石 器 4。2 9 1 ．引 仕 7 9 5 ．2 0
4 4 1 1 7 Y L M G A n ナ イ フ形 石 器 5．9 3 2 ．2 ヰ 1 ．0 4 10 ．6 0

旨　　　 4㍍　　 i
巨　　　　1 J　　　 i

2 7 7　 ！ ワm　　 I
∠一11　　 1

ハh　　 l
LノU　　 l

H N H J 8 B l ナ イ フ 形 石 器 （2．3 5 ） i ／1 ′10 ＼　 l
H ・J J ノ　 1

／∩ ／、1＼　 I
＼U ．U ＝　 l ／1　rln ＼い ．J U ノ　　 錬

琶　　　　4㍍
巨　　　　1 J

1　 2 7 7 1　　　 「7．、
1　　　 ∠一11

1　　　 ハh
l　　 Lノ∪

l H N H J 8 B ！ ナ イ フ 形 石 器 I （2．3 5 ）
い ・J J ノ　 1　 ㌧∪・U ＝　 1　 日 ・J U ノ

4 6 4 5 3 Y L M O l） A G K T 主1 ナ イ フ 形 石 器 工 1 4 2 。68 1．2 6 0 ．3 0

4 7 9 2 Z n e h 彫　 器 3 ．7 4 2 ．03 0 。6 5 5 ．0 0
；　 4 8 3 0 6 Y L M O b S W H D l l 掻　 器 2 。4 5 2 ．15 1．5 0 5 ．3 0

4 9 8 0 1 Y L L G A H 掻　 器 2 ．0 0 2 ．2 0 1．5 0 5 ．6 0
！　 5 0 2 9 8 Y L M O b S W H D 14 掻 ・削 器 3．9 5 2 ．2 0 1 ．2 5 6 ．6 0
5 1 7 0 0 Y L L O b H N H J 5 掻　 器 2．2 0 1．9 5 1 ．10 3 ．8 0
5 2 6 0 5 F B b 0 11 S W H I〕15 掻　 器 2．3 5 1 ．6 5 1 ．3 5 3 ．8 0

i　 5 3 4 0 3 Y L M G A n 掻　 器 3．6 0 2 ．9 0 1 ．射） 1 1 ．2 0
i　 54 4 5 4 Y L M G A n 削　 器 3。4 5 2 ．7 0 1 ．0 0 9 ．1 0
5 5 3 9 4 Y L M O b A G K T 2 1 削　 器 3．5 0 1 ．6 2 1 ．6 5 7 ．4 0　 ．
56 7 2 5 Y L L O b H N K J l 削　 器 4 ．8 5 4 ．3 5 1 ．0 5 18 ．20

5 7 4 0 1 Y L M O h A G K T 15 削　 器 3．5 1 1 ．6 5 0 ．9 5 5 ．9 0

5 8 3 72 Y L L O b W D T Y l 扶 入 削 器 5．3 0 1 ．3 0 1．20 3 ．8 0
5 9 3 8 9 Y L M O b A G k T 14 楔 形 石 器 2 ．9 0 2 ．1 0 1．2 5 5 ．7 0
6 0 7 9 9 Y L L H o r 石　 核 工 54 4 ．6 5 3 ．9 4 10 0 ．3 0

6 1 7 8 7 Y L L G A n 石　 核 圭 29 4 ．6 8 2 ．4 5 5 5 ．2 0

6 2 4 4 5 Y L M O b A G K T 1 4 石　 核 3．5 0 3 ．9 0 2 ．6 0 3 1 ．5 0
6 3 3 9 3 Y L M O b A G K T 1 4 石　 核 3．6 0 3 ．6 0 2 ．8 0 2 4 ．9 0
6 4 7 4 3 Y L L O l〕 H N H J’2 石　 核 3。2 0 2 ．3 5 2 ．0 5 1 仕0 0
6 5 6 4 9 Y L L H o r 石　 核 土 14 4 ．2 0 2 ．7 4 4 4 ．0 0

6 6 7 6 4 Y L M H o r 石　 核 丘8 7 五9 3 丘7 5 30 1 ．7 0
6 7 6 6 5 Y L L H o r 石　 核 3．0 6 5 ．2 7 2 ．8 4 6 5 ．8 0
6 8 6 6 8 Y L L H o r 石　 核 5．0 7 圭 0 （う 4 ．2 7 4 5 ．9 0

6 9 7 7 3 Y L L H o r 石　 核 8。8 5 7 ．1 0 3 ．8 0 2 8 6 ．20

7 0 3 5 8 Y L U O t） A G K T 14 フ レ イ ク 2．8 5 2 ．5 2 1 ．0 2 5 ．9 0
7 0 4 4 6 Y L M O b A G K T 14 フ レ イ ク 3 ．1 5 1 ．3 5 1 ．2 7 4 ．0 0
7 1 6 5 5 Y L L H o r フ レ イ ク 2 ．24 3 ．0 1 0 ．7 1 5 ．10

7 1 6 6 2 Y L L H o r フ レ イ ク 3 ．7 1 4 ．9 5 1．8 2 3 0 ．5 0
7 2 3 4 3 Y L M O b A G K T 1 4 石　 核 3．19 3 ．6 7 1．7 6 1 8 ．10
7 2 3 8 8 Y L M O b A G K T 1 4 フ レ イ ク 3．55 4 ．0 7 1．8 0 2 0 ．2 0
73 3 6 1 Y L M O b A G K T 1 4 フ レ イ ク 1．4 0 1．5 0 0 ．4 （i 0 ．7 0

7 3 3 6 2 Y L M O b A G K T 14 フ レ イ ク 3．5 5 2 ．5 2 1 ．6 1 1 0 ．7 0
7 4 3 8 4 Y L M O b A G K T 1 7 フ レ イ ク 2．14 2 ．6 9 0 ．9 7 4 ．8 0
7 4 4 3 0 Y L M O b A G K T 17 フ レ イ ク 2．用 1．4 2 1 ．0 7 2 ．5 0
7 4 4 3 5 Y L M O b A G K T 17 フ レ イ ク 2．13 1 ．6 7 0 ．5 8 1 ．7 0

7 5 3 16 Y L M O b A G K T 18 フ レ イ ク 2．19 2 ．7 9 0 ．8 5 4 ．8 0
7 5 3 7 8 Y L M O b A G K T 18 フ レ イ ク 2．5 9 2 ．5 0 0 ．6 6 2 ．7 0
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当遺跡南側で沼津市が行った調査では、縄文時代の遺構として早期前半の炉捗が複数枚出されたが、

ノ、′′′∴・l∴‾、∴十／∴．∴′、∴　∴ノ：：、、′ノ｝言、二、．ノ、．ご㌶㍉／ノ．′′くり′．，了　ノ∴

瑠　豊器

ふ′工′、′′ノ、　∴′　リ　ノ′十′∴、互、l言上了：′′′言、′、、′／ノノ、∴　両・′、．ノ、㌧′∴ノ、l：ごノニ‥十，

る。

閥～関は監Rの撚糸を縦方向に施文したものである。胎士には繊維を含む。同一個体と考えられる。

弧鋸はRの撚糸を斜方向に施したものである。8、鋸はRの撚糸を斜方向に交差させたものである。

鍼はLの撚糸を外面は縦方向に密接、裏面は描線部に横方向に施したもので、打線部は直立し、持唇部

第鍼図　縄文時代遺物出藍状況
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第55園　縄文時代の遺物（1）
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第56図　縄文時代の遺物（2）
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第57図　縄文時代の遺物（3）
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はナデで平坦になる。80～84は薄紫色を皇し、胎土中に少量の白色岩片を含む。以上は早期前半のもの

と考えられる。85は無文の底部で、胎土は砂質、雲母・石英片を多量に含む。前期後半。

2　石器

86は草創期のものと考えられる尖頭器である。ガラス質黒色安山岩製。87～104は石鱗である。基部

が凹むものが87～98であるが、95と96は先端部が丸く作られ、基部の決りも作り出しが浅い。石製品の

可能性もある。102と103は粘板岩や安山岩を使って縁辺部のみに調整をするものである。

104は石鉄形の石製品である。押圧剥離による面的な調整が入念に施されているため、未製品とは考

えられない。

105～108は剥片素材の削器である。いずれも黒輝石を素材とする。これらは、出土層位より縄文時代

のものとして扱っているが、旧石器時代の遺物の可能性もある。109、110は剥片の上下に衝撃痕が残る

楔形石器である。

111、112は原礫面を残した打製石斧で、礫を打ち割った素材の縁辺部に粗い調整を加えただけの簡単

な作りである。111の側線部には潰れが観察される。着柄痕と考えられる。

113、114は敲石である。113は柱状の礫の端部に打痕が観察されるもので、石器製作時のハンマーの

可能性がある。115は凹石で、縁辺部に打痕、裏面には擦痕が観察される。116は鱗状の擦痕が観察され

る。砥石に類するものと考えられるが対象物は不明である。また表裏面は凹石として使用されている。

＼＼

卜／‾＼1

116　　　　Da

第58図　縄文時代の遺物（4）
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義　縄文石器計測豪

図版番号
遺物番号 巨 朋 位

石材 個体名称　　 縦尉 cm）　 横長葎m） 厚さ（rm） 重量（g ）

86 487　 i　 FBb G A n 尖頭器 l　 7．50　 1　 2．98 0。98 17．L柑
87 290　 i　 F Bb G A n 右　 鉱 1 1．80　 l l．吏 0．30 0．60
88 102 F B O b 石　 鉄 2。09 1．50 0．39 0．70

89 124 F B b S Sh （D G ） 石　 鉱 2．60 1．7こ1 0．42 0．80

90 56 F B b D a 石　 鉱 2．19 1．60 0。49 1．00

9 1 摘6 F B b R h y 石　 鍍 2．55 1．36 0．50 1．10

92 157 F B b O b 石　 鍍 （1．50） （1．29） （0．30） （0。40）

93 57（i F B b O b 石　 錬 1．32 1．61 0．3（う 0．40

94 459 表採 O b 石　 鉄 （1．壷） （1．41） （0．30） （私40）

95 473 F B b O b 有　 鉱 1．8（う 2．00 仕35 0．80

96 15 F B b O l〕 石　 鉱 （1．55） （1月0） （0．26） （0．50）

97 596 F B b O b 石　 鉱 （1．82） （1．8 0） （0．52） （1．00）

98 115 F B a O b 石　 鉱 （1．78） （1．40） （0．50） （0．60）

99 206 Z n O b 石　 鉢 1．35 1．20 0．2 1 0．20

100 610 F B h O b 石　 藤 1．24 1．14 0．30 0．30

10 1 232 F B l〕 O b 石　 鉱 （2．65） （1．40） （掴 0） （1．00）

102 138 F B b S S l 右　 膝 2．33 l。29 0．28 0．60

103 529 F B b A n （P）▼） 石　 嫉 2．53 1．32 0．35 1．00

104 602 F B b O b 石製品 6．33 5．10 1．45 36．30

105 109 F B a O h 削　 器 7．05 3．35 1．80 2五10

106 537 F ljb O L） 削　 器 3．00 2．85 1．10 7．60

107 123 F B O t） R フレイク 2．00 3．JO 1．35 7．00

108 597 F B b O b R フレイク 3．97 2．3 1 0．80 6．00

109 472 F B b O b 楔形石器 3．04 2．24 0．96 5．00

110 6 15 F B b O L） R フレイク 2．10 2。39 1．24 5．4 0

H l 120 F B a M S S 打製石斧 103．5 52．30 20．60 142．10

112 103 F B a S S S 打製石斧 110．6 4 6．10 16．0 0 リ1．30

113 511 F B b D H 敲　 石 （5．亜） （3．85） （2．10） （57．30）

‖4 614　 i F B b B a 敲　 石 6．10 4．80 3．60 は0．40

115 16 F B b D a 凹　 石
（揖 0） （7．00） （工20） （180．30）

H 5 42 F B b D a 凹　 石

H 6 620 F B b D a 磨敲有 9。90 8．80 工10 圭18．50
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第Ⅳ章　虎杖原古墳

第1節　遺構

虎杖原古墳は愛鷹山から伸びる緩やかな尾根上、標高約95mに位置する。確認調査の結果、調査対象

地区には当古墳1基のみが存在していることが確認された。群集墳を予想し周辺の踏査を行ったが、こ

の他に古墳は発見されなかった。調査前の状況はほぼ平坦な槍の2次林で、露出した天井石の上には両

が祭られていた。残存状況は比較的良好であるが、石室の東壁の南半が破壊されていた。

1墳丘と外部施設

（1）墳丘

墳丘は長径11．68m、短径8．80mの南北に長い楕円形を呈する。残存する盛土は約0．5mで、地山と同

様の黒色土を使用しているため墓境の掘削土等を使用しているものと考えられる。また地山と盛土の境

界には炭化物粒が多く含まれており、石室の東西2カ所では焼土集中範囲が検出された（第65図）。墳丘

築造前に該当地を野焼きするような行為が行われていた可能性がある。

（2）外護列石

墳丘の裾部分には外護列石が廻らされており、石室の東西ではその状況が異なった。石室西側では墳

丘に張り付くように1～2列の円礫が周溝の立ち上がりと連続して検出された。これらは石室の側壁南端

から前庭部の縁辺に積まれる石組へと接続する。しかし残存状況が悪く構築時の姿は留めておらず、転

落した礫が多数周溝より出土した。石室の背面から東側にかけては、周溝と外護列石の間に約1mのテ
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ラス状の平坦地を設け、亜角礫を中心に2～3段の

石組が作られている。特に背面（北側）では、墳

丘の傾斜に合わせて、3段程度の階段状に礫を配

置する。東側の列石は、角礫を3～4段はぼ垂直に

組む。西側と比較して直線的で、選択された礫の

様相も異なる。周溝からは外護列石の転落石は検

出されず、補修しながら使用されてきたと考えら

れる。前庭部への接続部分は盗掘坑によって破壊

されており詳細は不明である。また周溝と列石間

のテラスは床状に固くしまっており、通路として

利用されていた可能性もある。盛土と列石の関係

は、墳丘内列石とするよりも、盛土と列石上に同

様の覆土が覆っていることや、後世の補修の痕跡

が観察されることから外護列石と考えたい。

（3）周満

周溝は墳丘を全周するもので、最大幅2．32m、

最小幅0．92m、最大深度0．88mで断面形はⅤ字状

を呈すが、崩落等を考えると、築造当時は幅1．8

mほどであったと考えられる。ただし、石室の前

面では、架橋の関係もあったのか幅0．92mと細く

なっている。この周溝は墓道より深く掘りこまれ

ている。なお東側の周溝底部からは焼土集中範囲

が1箇所検出されており、祭祀等の行為の痕跡と

も考えられる。

遺物は、須恵器・土師器片が墓道やその周辺の

周溝から出土している。

2　主体部

主体部の基軸はN－25度－Wで全長6．14m、最大

幅1．30m、奥壁幅1．06m、南側に開口する無袖式

の横穴式石室である。また奥壁と梶部分の内面ま

での距離は4．76mを測る。

（1）石室

天井石は、奥壁側に3枚が残存しており、石材

は安山岩と玄武岩で、大きさは約1．2×0．7m程度、

厚さは約0．5mである。さらに、2枚の天井石と考

えられる巨石が石室周辺より検出されている。こ

のため少なくとも5枚の天井石が閉塞石手前まで

を覆っていたものと考えられる。なお、仮に天井

石が5枚であった場合、閉塞石と天井石の間には

50～80cmの空間が空くこととなる。
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第61図　古墳全体図
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側壁は亜角礫を4～5段に積み上げたもので、墓境の上端までは2～3段、特に東壁で横目地が通り、裏込

めが著しい。墓境の掘り方より高くなると石積みに規則性がなくなり、天井石の長さに合わせるように

やや小さめの礫をせり込ませて乱雑に積むようになる。また奥壁と相対する梶部分には鏡石状の巨石と

石組みを配して（以後、「前壁」と呼称）、石室を竪穴状に作り出している。奥壁は厚さ0．4mの板状の礫

を2枚用いており、石の縁辺部には形状を整えた際の調整痕が観察された。

基石は一辺が約0・6～0・8mの礫を用い、平坦面を内側に向けて配している。その構築順序は、①奥壁

を設置する、②奥壁と対応する「前壁」を設置する、③「前壁」を安定させるため南側に拳大の角礫を

一段平坦に敷く、④奥壁と「前壁」を結ぶように南北より側壁墓石を組む、⑤合わせ石を設置する、⑥

③の石の上に左右1個の基石を設置する、の6段階に整理することができる（第66図）。しかし④の工程の

中でも壁の北半分と南半分では選択した石の大きさや深さに違いがある。墓石を設置した後、この「前

壁」は側壁とほぼ同時に組み上げられ、振り方の上端まで礫が小口あるいは横口に整然と積まれていく。

しかし小礫を除いて決して側壁とかみ合う事はなく、側壁と明確に区別されている。なお「前壁」上面

と床面は約0・7mの段差となっている0床は、縄文時代の遺物包含層である富士黒土層と黒色土が混じ

り合った、しまりのある土床でその下の地山とは明確に区別することができる。床の上には十数個の礫
を棺台状に2列配する。

0

！　，　1m
l

第62図　閉塞石と「前壁」
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第63図　石室展開図（1）
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第64図　石室展開図（2）
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言　ノ・ノ・二

この場合の閉塞部とは、「前壁」以上の取り外しが考えられる部分のこ　を指す　第寝図網掛け部分。

用いられている礫は鋸～Oe6mまで様々なサイズであり、「前壁」の上から墓道前庭部までの範囲に、高

さ的約mほどが残存し、礫間には黒色士が詰まっていた。この閉塞石をはずすことによって、墓道と

「前壁」はほぼ同じ高さとなる。

閉塞石を含めて、石室に用いた石柳ま、玄武岩⑳多孔質玄武岩魯輝石安山岩◎多孔質安山岩で、石材

の表面に東門礫面が存在することから、沢や谷から採取したと考えられる。また、これらの中に外来性

のものは認められず、愛鷹山起源のものと考えられる。1

∴′　ン．Y仇㍉今∴′‘

墓壕は南北にのm、東西にも開mの方形の竪穴状で、深さは且。2～0の9m、断面は台形を墨し、奥壁側

に向かってやや深くなる。また側壁と「前壁」の墓石設置箇所はの。且mほど掘り窪められており、この状

況からも石室がまず「前壁」を含めて方形に整えられたことが分かる。なお酉端部の礫詰め士坑は、棍

痕等の自然現象によって脆弱化した地山部分に、石室犠築前に礫を入れて補強したものと考えられる。

墓道は墓墳底部から007mほどの段差を持って、「前壁」上面とほぼ同じレベルで作られている。石室

の太田付近が約2m幅に広がり、前庭状を皇すが、徐々に細　な　幅。動罰、深さ。蟻mほどの溝状に

なって周溝の外、南東の方向へ延びる。この墓道は周溝より浅く作られており架橋施設の存在も予想で

きるが、周辺にこれを示す柱穴等は検出されなかった。

貰・号．　二ノノ∴

須恵器は輝蓋4点、有台翻意、無台輝は、長頸壷3点、施臓、要は、土師器は小型賓が臓出土し

たが、室に周溝　その周、前庭部、墓道内で出土している（第鮮図。いずれも小破片化している。石

室内からは、閉塞部崩落士の中に7の破片が臓含まれているのみであった。出土状況の特徴は、Ⅲと且2

の長頸壷が前庭部で検出されているのに対して、その他の土器が主に周清やその外側から出土している

点である。

第2節　遺物

本古墳からは前述の　お、須恵器摘点、土師器臓が出土している。

盈～射ま捧蓋で、天井部にへラケズリ調整痕を残す。5～8は底部がやや高台より出る渾身である。これ

らは7が墳丘上で出土している他は、全て周構内での出土である。

長頸壷は、3個体が出土した。臓は日録部がラッパ状に開くもので、肩部に稜を持つ。Ⅲ◎且2は打線

部の開き方が少なく、頚部が胴部に比して短い。紺ま頚部に沈線を持ち、外面頚部から体部にかけて自

然粕が見られる。猿授産2と考えられる。且3は高台を持つ過で、肩部に稜を持つ。

且5は小型の駿東嚢で、底部に木葉痕が残る。胴部はパケで調整され、日録部から頚部はヨコナデ。胎

士には白色粒子を多量に含む。艶m以下の破片でまとまって墓道とその直下の周清から出土しており（周

構内には土砂とともに流れ込んだと考えられる主人為的な破壊行為の可能性がある。これらの遣物は、

Ⅲ◎12が8世紀の中葉以降と考えられる偽は7世紀末～8世紀初頭のものと考えられる。

1森嶋富士夫氏の分析による

2　費元洋氏のご教授による
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第65図　基石の状況と墓墳
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第66図　基石の配置順序と石室使用石材

0

⊆二一一「＿＿」普

シンボル図版番号シンボル図版番号

▲ 1 【】 9

△ 2 ● 10

▼ 3 ○ 11

▽ 5 ㊥ 12

◇ 6 圃 13

■l 7 ■ 14

◆ 8 ● 15

第67図　遺物出土位置図
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第68図　出土遺物実測図
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蔑畠　遺物観察表

図版

番 号
出土位置

種別

器種
残存

日経

高台径

器高

（cIn）

形 態の特徴 技法 の特徴
色調

胎土

焼成

1

I

周溝内

須恵器

ヰト▲

15．7

宝珠状つ まみ　 笠形で端部 は 天井部回転へ ラ削 り　 端
灰 白色

坪蓋

2／3
4 ．6

宝珠径3．0

　ヽ　　　　　　　　　　　日
垂直 に折 り返 し。

＝　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
部押 さえ。

白色粒子含

良好

2 周溝 内

須 恵器

ヰf▲

16。5
宝珠 状つ まみ、体 部陣笠 状、

く　　ムLU・」⊥
天井部 回転 へ ラ削 り　 端

灰 白色

坪蓋 3。9

宝珠径3。0

目線端 部　 則に 斉れたあ と鋭 口　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
部押 さえ。

色粒子 e　 色岩片含
2／3 角 に折 り返 され る。 良好

3 周構 内

須恵器 15．7 体部 陣笠状、 目線端部 内側 に

端部押 さえ。

灰黄色
捧蓋 － 折れ たあ と鋭角 に折 り返 され 白色粒子含
一部 － る。 良好

4 周構内

須恵器

坪 蓋

一部

15 ．1

端 部折 り返 しが鈍い。 端部ナデ。
灰黄色

自 e 黒色粒 子含

良好

5
墳丘上

閉塞石 中

須恵器

有 台杯身

3／5

15。5

10．6
4．3

丸底 に低 い高台、底部 と体部

の間に明瞭な稜。
外面 やや 強いナデ。

灰黄色

半透明・赤色・黒色粒子含む

やや良好

6 周構 内

須恵器

有台杯身

1！2

14．8

10．5

4．1

底部 と体部 の間 に明瞭 な稜、

底部が若干高台 よ り出 る。
外面やや強 いナデ。

黄灰色

半透明粒子

良好

7 周構 内

須恵器

有台J不身

1／3

15 ．0

10 ．0
4．3

底部 と体部の問に明瞭な稜 、

底 部が若干高台 より出 る。
外面やや強いナデ。

灰黄色

白 ・半透 明 ・黒色粒子

良好

8 周溝 内
須恵器

有 台坪身

2／3

14．5

9．7

4。1

底部 と体部 の間に明瞭な稜、

底部 が若干 高台よ り出る。
外面やや 強いナデ。

灰黄色

白 e半透明粒子含

やや良好

9
周構内

墓道

須恵器

無台坪身

2／3以上

13。9
底径 5．6

3．9

半球形、高 台無 し。
内外面 ナデ、底部へ ラ切

り未調整。

灰色

白色 ・黒色粒子多

良好

10
周溝 内

周構外

須 恵器 11．0 日経 部が大 き く開 き、肩部に
頚部で接合、回転ナデ調

整 。

灰白色
長頸壷 － 明確 な稜が入 る。 目線 部 と肩 白色岩 片含
1／2 － 部 に 自然軸。 良好

H
前庭部

周溝内

須恵器 7．2

頚 部 と胴 部 の比 が約2：3で頚

部 は細 く短 い。 目線部 はあま 頚部、肩部 で接合。胴部 灰 白色
長頸壷 8．95 り開 かない。底部 はやや丸 み はへラケズ リ後 ヨコナデ。白色 ・黒色粒子多

2／3 22．1 を帯 び、高 台がつ く。頚部か

ら胴部上半 に自然粕。

頚部 に2本 の沈線 あ り。 良好

12 前庭 部

須恵器

長頸 壷

日縁部

8。1
目線部 はあま り開かない。頚

部 に自然粕。

頚部で接合、回転ナデ調

整。

黄灰色

半透明粒子

良好

13 周構 内

須恵器 － 肩 部に明瞭な稜 、胴 下半部 は

直線 的、底部 に高 台が付 く。

注 目は粘土 を貼 り付け る。灰 白色
ハ ソウ － 胴 部下半ばへ ラ削 りのあ 白色粒 。小砂礫含
1／6 6．4 と部分 的に指ナデ。 やや良

14

15

周溝外

周溝 内

須恵器

寮

一部

土 師器

小型聾

2／3

（20．0）

14 ．2

底径7．0

17．7

口緑部 ラ ッパ状 に開 く。

腰部か ら底部 にか けてやや直

線 的。

目線部 回転 ナデ調整、胴

部 タタキ。

外面パ ケ調整の後 口縁部

か ら頚部 した まで ヨコナ
デ。 口縁部内面パケ調整

の後 ヨコナデ。内面頚部

に指頭圧 痕、底部木葉痕。

黄灰色

半透明 ・白色粒子

良好

にぷい橙色
白色岩片 ・半透明粒子 e

白色粒子 e輝石含

良好
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瑠　尊称遺跡

旧石器時代の文化層が3枚検出されている。第I文化層はSCHb2層で検出された、ナイフ形石器を

中心とした石器組成であり、縦長剥片を素材としている。ナイフ形石器には欠損品が多いため不明な点

が多いが、二側線加工のものが中心で、打面を基部にした場合、ブランディングでこの打面を取り去り、

打面を先端部にした場合は基部の裏側に平坦な剥離を加える。基部形状を意識した調整である。これら

が明確な石刃を素材としているかは不明であるが、残された剥離面を見る限り縦方向の剥離を連続して

行っているようである。一方、接合資料からは石刃技法が存在していることが明確に分る。特にⅢは稜

付きの石刃で、回り込んで作り出した稜を打面として剥離を行っていることが興味深い。

第III文化層は、YLL～YLM層にかけて検出された。石器群の特徴は、砂川型刃器技法が見られない

こと、横長剥片素材のナイフ形石器が少なく、縦長の剥片の打面を基部に用いるナイフ形石器を多く含

むこと、尖頭器が石器組成に含まれることである。愛鷹箱根編年の第3期b段階に位置すると考えられ

る。当該期の石器群は、沼津市の西大曲遺跡で検出されている。末報告のため詳細は不明であるが、こ

の石器群にも尖頭器が含まれている。西大曲遺跡を含めた3点の尖頭器は前述のナイフ形石器と同様に

縦長剥片の打面を基部側に用いた半両面加工のものである。石器群全体の石材は、柏峠、畑宿、諏訪産

の黒輝石が中心で、石器（製品）では信州産黒輝石が全体の約30％を占める。当文化層検出の意義は尖

頭器の発生が第3期に遡る可能性が出てきたことである。しかし依然として次に続く第4期との関連が不

明で、今後の課題として残る。

2　虎杖患古墳

虎杖原古墳は、石室が竪穴状を呈するもので、同様の石室は「竪穴状石室」、「半竪穴式石室」、「特異

な石室構造を持つ古墳」、「前壁状の封鎖施設を有する横穴式石室」として以前より注意されてきた。こ

れらは富士◎愛鷹山麓を中心に分布しており、6世紀後半には数種類のバリエーションをもって富士山

南麓に造られているようである（1998　木ノ内）。

当遺跡では、外部の外護列石とともに比較的良好な形で石室を検出することができた。遣物が墳丘内

や石室内に残されていなかったため、築造年代は明らかではないが、周溝や墓道付近で出土した遣物は

7世紀末から8世紀初頭の須恵器が中心である。ただし閉塞石の前面で出土している長頚壷は猿投窯産で、

8世紀中葉以降まで時期が下る可能性がある。この長頚壷は、他の遣物に比べても残存状況が良く、ほ

ぼ完形に復元することができることから、出土位置を踏まえて、この古墳に供された最後の土器と考え

ることができる。

調査の結果、石室の掘り方は深さ1。2～0．9mで、奥壁と「前壁」がまず対時するように置かれ、次に側

壁が構築されていることが分った。明らかに竪穴状を意識して造られているが、「前壁」は墓境の壁際で

はなく、約1。5m石室の内側に据えられるため、側壁は「前壁」の外側に2列ほどさらに積まれている（前

述の竪穴状などと呼ばれる石室の中には、「前壁」が側壁と奥壁を含めて臼状に完結しているものと、当

遺跡のように側壁が「前壁」より外側まで積まれているものとが混在している）。当遺跡の場合、墓道は

「前壁」の上面、すなわち閉塞石の下面とレベルを合わせて作られており、外護列石が開口部に接続し

ていることもあって、閉塞石を詰めた状況（外観）では通常の横穴式石室とはぼ見分けがつかないこと

になる。また、本文中「合わせ石」と呼称した、第66図⑤の位置は、棺台と考えられる礫の配置の南端

とはば重なっており、石室築造時の空間分割意識の存在を感じる。
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墳丘の残存状況はさほど良くなかったが、地山と盛土の境には炭化物粒を多く含む層が観察できた。

この炭化物粒は、層状というよりも黒色の土壌に混じるように確認され、周溝の外側では認められな

かった。またこの層とは別に、石室の左右（東西）二箇所に明瞭な焼土が確認された。この焼土は皿状

で、特に掘り込みはなく、その状況から平面で一定時間火が燃やされたものと考えられる。古墳築造の

際に面的に火を掛けたのち、何事かの祭事を行った可能性がある。この他にも同様の焼土は東側の周構

内にも残されており、古墳の祭祀を考える上で、大変興味深い。
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附豪　尊称遺跡旧石器時代の遺物…覧表
遺物

番号

図版

番号

出土

層位
文化層

ブロ ック

番号
石 材

原産産地／

個体別
個体名称 縦長 （cm ） 横長 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ） X 座標　　　　　 Y 座標 Z 座標

63 Y L L III 7 H o r フレイク 2．44 1．86 0．75 4．1 －9 5 53 3．342 3 39 07 ．5 6 1 94 ．29 1

64 Y L L H I 7 O b SW H D 1 5 チ ップ 0．1 －9 5 53 2．623 3 39 07 ．5 66 94 ．2 42

65 Y L L ⅡI 7 H o r フレイク 2．31 1．88 1．0 5 2．9 －9 5 53 1．7 2 1 3 39 07 ．6 42 94 ．2 47

66 Y L L ＝ 7 H o r フレイ ク 4．11 1．84 0．6 3 4．5 －9 5 53 1．2 6 1 3 39 07 ．4 20 94 ．186

67 Y L L Ⅲ 9 O b A G K T 17 チ ップ …9 5 5 15．5 19 3 39 23 ．0 76 95 ．7 82

68 Y L L ⅢI 9 O b H N H J4 チ ップ …9 5 51 5．177 3 39 22 ．9 89 95 ．7 33

69 Y L L III 9 O b H N H J 7 チ ップ 1．3 4 0．78 0．5 8 0．3 4 5 514 ．4 27 3 39 23 ．4 80 95 ．7 16

70 Y L L III 9 O b A G K T 1 3 フレイ ク 2．4 9 1．4 0 0．4 6 1．3 －9 5 514 ．0 95 3 39 22 ．8 28 95 ．5 64

7 1 Y L L III 9 O b H N H J 8B フレイ ク 1．6 3 1．4 0 0．4 4 0．5 3 39 24 ．1 99 95 ．7 80

72 Y L L III 9 O b H N H 、丁4 フレイ ク 2．0 8 1．0 2 0．5 2 0．8 …9 55 13 ．8 12 3 39 24 ．5 76 95 ．6 77

73 Y L L ⅢI 9 O b H N H J4 フレイ ク 2．2 7 1．5 5 0．8 0 2．5 －9 55 13 ．8 10 3 39 24 ．8 61 95 ．5 78

74 Y L L m 9 O b A G K T 15 フレイ ク 1．11 2．13 0．7 8 1．2 －9 55 12 ．9 49 33 9 24 ．1 22 95 ．7 53

75 Y L L m 9 O b H N H J 8B チップ 0．1 －9 55 12 ．6 84 33 9 24 ．1 15 95 ．83 6

76 Y L L III 9 O b H N H J 8B チップ 0．8 5 0．6 4 0．3 5 0．2 …9 55 12 ．7 92 33 9 24 ．28 0 95 ．69 3

77 Y L L Ili 9 O b H N H J 8B チップ 1．4 3 0．8 4 0．3 6 0．3 －9 55 12 ．64 6 33 9 24 ．48 7 95 ．72 7

79 Y L L III O b 測定不可 チップ 」汚5 13．0 27 33 94 8 ．49 6 95 ．90 3

80 Y L L IIl O b S W H D 14 チップ 0．1 －9 54 95 ．89 2 33 94 1 ．17 1 9 5 ．64 1

8 1 Y L L III O b S W H D 19 チップ …9 54 96 ．16 0 33 94 1 ．23 4 9 5 ．6 16

8 2 Y L L H I 9 O b H N H J‘8 B フレイク 1。5 5 2．2 7 0，4 6 1。4 －9 55 12 。67 5 33 92 4．09 7 9 5 ．69 6

9 2 4 7 Z n m C h 彫　 器 3．7 4 2．0 3 0．6 5 5．0 －9 55 40 ．65 0 33 9 12．37 5 9 4 ．35 4

122 2 7 F B III 4 H o r ナイフ形 石器 3．9 9 1．4 5 0．44 3．0 －9 55 53 ．47 6 33 92 5．14 1 9 5 ．19 3

2 04 18 Z n H I 4 O b S W H D 16 尖頭器 3．38 1．54 0．58 2．7 －95 5 55 ．84 7 33 92 1．59 4 9 4 ．50 9

2 15 Z n III 1 O b H N H J 9 R フレイク 1．7 2 1．1 2 0．69 1．1 －95 54 2 ．7 17 33 93 8．37 5 9 5 ．77 7

2 17 2 5 F B b III 1 O b A G K T 23 ナイフ形 石器 2．47 1．5 1 0．4 1 1．5 －95 53 8 ．2 18 33 93 5．16 3 9 5 ．72 3

22 9 2 3 F B b III 17 O b T S T Y 4 ナイフ形 石器 3．06 1．39 0．66 2．3 …95 52 5．67 6 33 95 3．16 3 9 6．14 9

23 1 2 4 F B b ⅡI 14 O b S W H D 14 ナイフ形石器 2．16 0．40 0．38 0．8 －95 53 3．55 7 33 94 3．65 3 9 6．02 7

23 8 4 1 Z n Ⅲ 15 O b H N H J 7 ナイフ形石器 2．23 1．1 1 1．05 2．2 －95 52 6．22 7 33 94 1．8 6 5 9 6．03 6

24 6 Y L U ⅢI 3 O b A G K T 15 フレイク 2．57 2．04 1．38 5．4 －95 55 0．32 9 33 92 4．9 47 9 4．44 9

24 8 Y L L III O b H N H J8 B フレイク 1．73 1．47 0．44 1．0 －95 55 2．09 9 33 94 7．4 88 9 5．4 98

24 9 Y L L H I O b H N H J 7 チ ップ 1．09 2．1 1 0．42 0．7 －95 54 9．35 8 3 3 94 7．8 73 9 5．598

25 1 2 0 Y L L m R h y ナイフ形石器 3．17 1．33 0．65 2．7 －95 55 1．57 8 3 39 4 7．2 22 9 5．4 69

25 2 Y L L III O b H N H J 7 チ ップ 1．00 1．42 1．33 0．5 －95 55 0．14 9 3 39 4 7．0 13 9 5．5 23

25 3 2 1 F B b IIl 1 7 O b SW H D 1 2 ナイフ形石器 3．15 1．5 1 0．83 2．8 －95 52 5．61 6 3 39 60 ．6 49 9 5．6 65

27 7 45 Z n III O b H N H J 8B ナイフ形石器 2．35 1．33 0．6 1 1．5 3 39 34 ．185 9 5．5 60

29 2 Y L U H l 1 O b A G K T 15 チ ップ 1．22 0．50 0．43 0．4 3 39 38 ．6 9 1 9 5．6 99

29 3 Y L U E I 1 O b H N H J 8A チ ップ 0．1 －9 5 543 ．3 0 5 3 39 39 ．0 65 95 ．7 00

29 4 Y L U III 1 O b H N H J 8A チ ップ 0．1 －9 55 43 ．172 3 39 39 ．130 95 ．7 15

29 5 Y L U III 1 O b H N H J 8B チ ップ 0．1 …9 55 43 ．198 95 ．7 09

29 6 Y L U III 3 O b A G K T 18 チ ップ 1．30 2．0 4 0．4 4 0．7 －9 55 48 ．8 79 3 39 22 ．7 77 94 ．7 8 1

29 7 Y L M III 14 O b S W H D 14 フレイ ク 2．6 7 3．9 5 1．3 8 10 ．7 －9 55 3 1．0 05 3 39 45 ．163 95 ．8 95

298 50 Y L M III 3 O b S W H D 14 掻 ・削器 3．9 5 2．2 0 1．2 5 6．6 －9 55 44 ．8 28 3 39 27 ．0 30 94 ．9 77

3 00 Y L M III 3 O b S W H D 14 フレイ ク 1．8 7 1．4 5 0．3 7 0．9 －9 55 45 ．173 3 39 25 ．34 7 94 ．8 94

3 0 1 Y I。M IIl 3 O b A G K T 18 フレイ ク 1．4 4 1．9 4 0．6 7 1．1 －9 55 45 ．2 4 1 3 39 25 ．0 66 94 ．8 77

3 02 Y L M III 3 O b A G K T 18 フレイ ク 1．2 7 1．8 7 0．7 8 0．9 －9 55 45 ．6 07 3 39 24 ．93 6 94 ．7 60

3 03 Y L M H I 3 O b A G K T 18 チップ 1．7 7 0．7 3 0．2 5 0．3 －9 55 46 ．4 18 3 39 24 ．98 0 94 ．7 25

3 04 Y L M III 3 G A n フレイ ク 2．5 4 4．6 5 0．7 3 8．7 4 55 45 ．9 55 3 39 23 ．6日 94．7 74

3 05 Y L M III 3 O b A G K T 18 チップ 1．10 1．8 9 0．5 7 0．6 …9 55 46 ．2 59 3 39 23 ．36 1 94 ．7 13

3 06 4 8 Y L M III 3 O b S W H D l l 掻　 器 2．4 5 2．15 1．5 0 5．3 …9 55 46 ．3 87 33 92 3 ．3 14 94 ．7 22

3 07 Y L M III 3 O b 測定不可 チップ 0．1 －9 55 47 ．7 02 33 92 2 ．7 14 94 ．70 9

3 08 3 2 Y L M III 3 O b H N H J9 ナイ フ形石器 2．4 4 1．6 3 0．7 7 2．0 －9 55 47 ．8 80 33 92 2 ．1 14 9 4 ．6 29

3 09 Y L M H I 3 O b A G K T 14 フ レイク 0．9 6 1．6 1 0．3 7 0．6 －9 55 47 ．5 33 33 92 1．55 5 9 4 ．56 9

3 10 Y L M Hl 3 O b H N H J8 B フ レイク 1．7 4 3．0 8 0．34 1．4 －95 54 6 ．98 1 33 92 1．20 8 9 4 ．60 2

3 1 1 Y L M ⅡI 3 O b A G K T 17 フ レイク 1．2 6 2．1 1 0．84 1．9 －95 54 6 ．5 14 33 92 0．40 3 9 4 ．55 9

3 13 Y L M III 2 O b H N H J 8A フ レイク 3．4 5 1．93 1．28 7．1 …95 54 3 ．95 5 33 9 17．95 9 9 4 ．54 1

3 14 Y L M III 3 O b H N H J 7 フ レイク 2．68 1．52 0．44 1．5 －95 54 5 ．29 1 33 92 2．02 4 9 4 ．67 7

3 15 Y L M III 3 G A n フレイク 4．99 2．12 1．83 2 1．5 33 92 3．82 2 9 4 ．73 2

3 16 7 5 Y L M III 3 O b A G K T 18 フレイク 2．19 2．79 0．85 4．8 33 92 3．92 8 9 4 ．72 2

3 17 Y L M III 3 O b S W H D 18 フレイク 1．76 1．65 0．6 1 1．4 －95 54 7 ．7 12 33 92 6．83 0 9 4 ．9 19

3 18 3 7 Y L M HI 4 O b S W H D 9 ナイフ形石器 2．29 1．05 0．52 0．9 －95 55 2 ．60 6 33 9 19．884 9 4 ．44 6

3 19 Y L M ⅡI 4 O b 測定不可 フレイク 1．40 2．34 0．73 1．8 －95 55 3 ．93 9 33 92 2．246 9 4 ．55 9

32 0 Y L M III 4 O b SW H D 14 フレイク 1．60 1．60 0．35 1．1 －95 55 5．7 16 33 92 8．6 40 9 4．77 9

32 1 Y L M III 4 H o r フレイク 3．22 2．52 1．53 1 3．4 …95 55 4．94 8 33 92 9．8 25 9 4．98 2

32 2 26 Y L M III 4 H o r ナイフ形石器 3．40 1．52 0．47 2．7 3 3 93 1．8 60 9 5．1 12

32 3 Y L M III 3 H o r チ ップ 0．1 3 39 29 ．4 10 9 5．18 7

32 4 Y L M III 1 O b H N H J 8A チ ップ 1．00 1．17 0．22 0．3 －95 54 5．96 6 3 39 36 ．4 84 9 5．52 7

32 5 Y L M III 1 O b H N H J 8A チ ップ 0．1 －95 54 5．0 5 7 3 39 37 ．0日 9 5．598

32 6 Y L M H I 1 O b H N H J 8A チ ップ 1．02 1．18 0．38 0．3 －95 54 5．0 88 3 39 36 ．7 60 9 5．592

32 7 Y L M III 1 R h y チ ップ 1．06 1．00 0．29 0．4 －95 54 4．9 38 3 39 36 ．4 36 9 5．540

32 8 Y L M III 1 O b H N H J 8B チ ップ 0．1 －9 55 4 4．3 13 3 39 36 ．6 58 9 5．564

32 9 Y L M H l 1 O b H N H J8 A チ ップ 0．1 －9 55 4 6．3 72 3 39 38 ．3 43 9 5．5 18

330 Y L M ⅡI 1 O b H N H J 8B チ ップ 1．86 1．0 6 0．2 9 0．6 …9 55 4 7．9 50 3 39 38 ．9 74 9 5．5 0 1

33 1 Y L M H l 1 O b H N H J7 フレイ ク 2．9 1 2．6 9 1．3 1 7．6 －9 55 48 ．9 32 3 39 39 ．2 59 9 5．3 87

332 Y L M III 1 H o r フレイ ク 1．68 3．0 5 0．6 4 3．9 …9 55 4 0．3 80 3 39 38 ．8 80 9 5．5 46

3 33 Y L M III 13 O b H N H J 8B フレイ ク 2．6 6 1．7 0 0．7 5 3．1 －9 55 4 2．9 60 3 39 47 ．9 33 95 ．5 76

3 34 Y L M ⅡI 13 O b H N H J4 フレイ ク 1．9 7 2．3 6 0．4 6 5．0 －9 55 4 1．0 22 3 39 53 ．6 24 95 ．5 24

3 35 Y L M ⅢI 13 O b H N H J7 フレイ ク 1．5 0 2．9 1 0．6 7 2．9 95．5 26

3 36 17 Y L M H I 13 R h y 尖頭器 4．3 4 1．5 9 0．5 5 3．7 －9 55 40 ．0 40 3 39 56 ．3 20 95 ．2 73

3 37 Y L M ⅡI 17 O b H N H J7 フレイ ク 1．5 5 2．2 9 0．3 3 1．3 －9 55 34 ．9 06 3 39 56 ．4 75 95 ．5 90

3 38

7 2

2 2

70

Y L M III 17 O b 測定不可 チップ 2．0 0 1．10 0．3 8 0．8 －9 55 35 ．8 1 1 3 39 54 ．57 5 95 ．4 68

3 39 Y L M III 17 O b A G K T 17 チップ 1．18 0．8 3 0．6 2 0．8 …9 55 35 ．2 16 3 39 53 ．74 5 95 ．4 96

3 40 Y L M III 17 O b A G K T 17 フレイク 4．0 1 1．3 0 0．9 8 4．0 －9 55 34 ．5 8 1 3 39 54 ．88 4 95 ．6 53

3 4 1 Y L M HI 17 O b A G K T 17 フレイク 3．12 1．9 2 0．7 2 4．3 －9 55 33 ．8 87 33 95 3 ．20 4 95 ．6 59

3 42 Y L M H l 17 O b A G K T 17 フレイク 1．3 2 2．12 0．7 3 1．5 －9 55 3 1．5 62 33 95 5 ．17 9 95 ．6 37

3 43 Y L M ul 17 O b A G K T 14 石　 核 3．19 3．6 7 1．7 6 18．1 －9 55 30 ．0 21 33 95 3 ．53 1 95 ．5 94

34 4 Y L M ⅡI 17 O b A G K T 14 チップ

1．2 1 2．5 6 0．7 5

0．1 －9 55 29 ．5 92 33 95 2 ．86 6 95 ．6 26

34 5 Y L M III 17 O b A G K T 14 フ レイク 1．6 －95 5 28 ．3 59 33 95 2 ．63 2 95 ．7 14

34 6 Y L U III 17 O b T S T Y l チ ップ 2．08 0．8 7 0．40 0．6 －95 5 27 ．02 5 33 95 5 ．63 4 95 ．7 18

34 7 Y L U IIi 17 O b H N H J 7 チ ップ 1．9 3 1．5 3 0．28 0．6 …95 5 26 ．78 2 33 95 5 ．50 2 95 ．68 6

34 8 Y L M HI 17 O b A G K T 14 フレイク 3．88 2．0 0 0．14 6．1 －95 5 28 ．10 5 33 95 8 ．30 9 95 ．44 8

34 9 Y L M ＝ 17 O b H N H J 3 フレイク 1．7 1 2．1 5 0．73 1．9 －95 53 1 ．34 1 33 95 8 ．6 17 95 ．45 8

35 0 Y L U ⅡI 17 O b H N H J－7 ナイフ形石 器 2．58 1．27 0．53 1．3 －95 52 1 ．97 2 33 95 7 ．02 5 9 5 ．63 2

35 1 Y L M ⅡI 1 7 H o r フレイク 4．1 1 2．20 0．78 6．7 －95 52 4 ．87 9 33 95 1．84 3 9 5 ．74 9

35 2 Y L M H I 17 C h

A G K T 17

A G K T 14

チ ップ 1∴22 1．00 0．6 1 0．6 －95 52 6 ．94 6 33 94 9．86 6 9 5 ．9 11

35 3 Y L M III 17 O b チ ップ 1．67 0．86 0．48 0．7 33 94 8．20 7 9 5 ．96 2

35 5 Y L M III 16 H o r チ ップ 1．05 0．60 0．5 1 0．3 33 94 9．20 3 9 5 ．95 0

35 6 Y L M III 16 H o r フレイク 3．08 2．06 0．14 8．5 －95 52 3．83 2 33 94 8．9 8 8 9 5 ．97 1

［ 35 7

j　 358

Y L M

Y L U

III

廿1

16

17

H o r

O b

フレイク

フレイク

4．12

2．85

1．80

2．52

0．85

1．02　 1

6．7

5．9 －95 53 0．78 7

339 4 8．4 3 1

339 5 1．0 9 2

9 5．98 2　 ［

9 5．75 2　 i
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遺物

番号

図版　　 出土

番号　　 層位
文化層

ブロ ック

番号
石材

原産 産地／

個体別
個体名称 縦長 （cm ） 横長 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ） X 座標 Y座標 Z座標

35 9 Y L M III 14 O b H N IwIJ 7 チップ 1．0 1 0 ．5 4 0 ．3 8 0．2 －9 55 33 ．83 7 33 94 5．5 17 9 5 ．8 16
36 0 Y L M ⅡI 17 H o r フレイ ク 5．3 6 4 ．8 6 2 ．1 9 4 7．2 －9 55 29 ．48 7 33 94 6．9 17 9 5 ．84 2
36 1 73 Y L M III 17 O b A G K T 14 フレイ ク 1．4 0 1．5 0 0 ．4 6 0 ．7 …9 55 25 ．7 19 33 95 ∠1．6 13 9 5 ．72 3

36 2 73 Y L M ＝ 17 O b A G K T 14 フレイ ク 3．5 5 2 ．5 2 1．6 1 10．7 －9 55 26 ．45 2 33 95 4．42 3 9 5 ．63 4
36 3 Y L M III H o r ナイ フ形石器 0．5 3 0 ．7 1 0 ．38 0 ．5 1 9 553 5 ．00 3 33 93 5．346 9 5．77 5
3 64 Y L M ⅡI 14 O b A G K T 14 フ レイク 1．84 2 ．25 0 ．55 2 ．4 －95 53 5 ．14 3 3 3 94 0．3 52 9 5．71 1
3 65 Y L L ⅡI 4 G A n フ レイク 3．48 4 ．36 1 ．04 13 ．2 －95 55 7 ．74 6 。　 3 39 24 ．7 18 9 4．69 3

3 66 19 Y L M H I 13 O b H N H J 5 ナイフ形 石器 2．90 1 ．47 0 ．80 2 ．1 －95 53 9．54 7 3 39 48 ．8 13 9 5．5 2 1
3 67 Y L M III 13 H o r フレイク 4．28 3 ．37 0．73 1 1．7 －95 53 9．55 1 3 39 49 ．9 4 1 9 5．5 19
3 68 Y L M III 13 O b H N H J 5 フレイク 1．45 1 ．46 0．49 0 ．8 －95 53 8．91 0 3 39 50 ．7 37 9 5．7 44
3 69 4 2 Y L M H I 13 O b H N H J 8B ナイフ形 石器 2．0 1 1 ．47 0．93 1 ．7 －95 54 0．4 19 3 39 49 ．2 68 9 5．5 68

3 70 Y L M n I 13 O b H N H J7 フレイク 1．25 1．6 1 0．15 1 ．9 －95 54 0．7 22 3 39 49 ．7 68 95 ．5 40
3 71 Y L M III 13 O b S W H D 13 フレイク 3．05 2．12 1．06 4 ．7 －95 54 0．7 56 3 39 54 ．3 57 95 ．4 96
3 72 5 8 Y L L ⅢI 5 O b W D T Y l 挟入 削器 5．30 1．3 0 1．20 3．8 －955 34 ．4 76 3 39 26 ．74 5 95 ．2 19

3 73 Y L M HI 14 O b S W H D 9 フレイ ク 1．10 1．7 1 0 ．2 5 0．5 －955 32 ．2 89 3 394 1 ．02 8 95 ．8 23

37 4 4 3 Y L M Ⅲ 14 H o r ナイ フ形石器 4．29 1．4 1 0 ．7 9 5．2 －9 55 3 1．9 2 1 3 394 3 ．78 9 95 ．7 07
37 6 Y L M III 15 O b H N H J8 B フレイ ク 1．8 4 0．9 8 0 ．6 0 1．2 －9 55 25 ．9 90 33 94 1 ．10 4 95 ．83 3
37 7 Y L M III 6 O b A G K T 14 フレイ ク 2．0 5 2．4 5 0 ．9 5 3．9 －9 55 32 ．9 7 1 33 92 2 ．35 8 95 ．10 3
i 37 8 75 Y L M Hl 5 O b A G K T 18 フレイ ク 2．5 9 2 ．5 0 0 ．6 6 2．7 －9 55 35 ．7 41 33 92 2 ．03 8 95 ．1 11
！ 37 9 Y L M H I 5 O b A G K T 15 フレイ ク 2．3 3 2 ．17 0 ．7 8 3．5 …9 55 37 ．0 34 33 92 0．39 0 94 ．95 9
； 38 0 Y L M III 5 H o r フレイ ク 3．8 8 2 ．9 2 1．04 10．4 －9 55 36 ．38 8 33 92 5．38 0 9 5 ．14 7
！ 38 1 Y L M ⅡI 14 O b A G K T 17 チップ 0．1 －9 55 37 ．52 1 33 94 1．34 1 9 5．58 1
］ 382 Y L M ⅢI 14 O b T ST Y 2 フレイク 1．17 2 ．6 5 0 ．73 2 ．0 －9 55 37 ．69 8 33 94 6．0 7 7 9 5．56 2
i 3 83 Y L M III 17 H o r フ レイク 4．48 2 ．18 1 ．22 9 ．4 －9 55 28 ．14 4 33 95 1．8 5 3 9 5．58 7
i 3 84 74 Y L M H I 17 O b A G K T 17 フレイク 2．14 2 ．69 0 ．97 4 ．8 －9 552 7 ．67 3 339 52 ．3 29 9 5．64 2
i 3 85 Y L M III 17 O b A G K T 14 フレイク 2．2 1 2 ．90 0 ．77 3 ．5 －95 52 9．33 3 339 52 ．4 7 1 9 5．615
i 3 86 Y L M III 17 O b A G K T 1 4 チ ップ 1．52 0 ．72 0．35 0 ．4 －95 52 9．2 14 3 39 52 ．5 58 9 5．6 3 1

3 87 Y L M H I 17 O b A G K T 1 4 チ ップ 0．58 0 ．85 0．49 0 ．2 －95 52 8．99 9 3 39 52 ．8 10 9 5．5 20

3 88 7 2 Y L M 1日 17 O b A G K T 14 フレイク 3．55 4．07 1．80 20 ．2 －95 52 9．454 3 39 53 ．0 19 9 5．5 47
3 89 5 9 Y L M ＝ 17 O b A G K T 14 楔形石器 2．90 2．10 1．25 5 ．7 －95 52 8．926 3 39 53 ．3 94 95 ．5 03
3 90 Y L M HI 17 O b A G K T 14 チ ップ 1．63 1．06 0．4 7 0 ．5 －95 52 8．58 1 3 39 53 ．4 23 95 ．4 77

3 91 Y L M III 17 O b A G K T 14 フレイク 2．71 1．18 0．53 1．6 －95 528 ．6 48 3 39 53 ．6 39 95 ．6 10

39 2 Y L M III 17 O b H N H J5 フレイク 1．51 1．62 0 ．5 5 1．6 －95 529 ．2 55 3 39 55 ．5 02 95 ．4 10
39 3 6 3 Y L M ⅢI 17 O b A G K T 14 石　 核 3．6 0 3．6 0 2 ．8 0 24 ．9 －955 29 ．3 49 3 395 5 ．2 61 95 ．4 88
i 39 4 5 5 Y L M III 17 O b A G K T Z l 削　 器 3．5 0 1．6 2 1．6 5 7．4 33 95 4 ．49 9 95 ．38 7
j　 39 5 Y L M HI 17 O b A G K T 20 チップ 2．0 3 0 ．7 7 0 ．4 2 0．5 －9 55 30 ．6 79 33 95 3 ．85 2 95 ．52 4
i 39 6 Y L M III 1 7 O b A G K T 20 フレイ ク 3．4 7 2 ．2 4 0 ．8 8 4．5 －9 55 30 ．113 33 95 3 ．29 3 95 ．52 3
i 39 7 Y L M ⅡI 1 7 O b A G K T 17 フレイ ク 3．9 8 3 ．6 1 1．4 5 18．3 －9 55 29 ．2 07 33 95 3．52 3 95 ．46 3
i 398 Y L M III 1 7 O b T S T Y 3 石　 核 1．10 1．6 4 1．4 3 2 ．5 －9 55 28 ．1 57 33 95 5．55 6 9 5 ．5 10

3 99 Y L M III 17 O b H N H J 7 フレイ ク 2．6 5 2 ．7 9 0 ．64 3 ．9 －9 55 27 ．99 6 33 95 5．67 8 9 5．48 1

4 00 Y L M H I 17 O b H N H J 6 フ レイク 1．3 5 2 ．2 6 0 ．65 1．7 －9 55 27 ．13 5 33 95 5．66 6 9 5．42 8
4 0 1 57 Y L M III 17 O b A G K T 15 削　 器 3．5 1 1 ．6 5 0 ．95 5 ．9 －9 552 5 ．62 9 33 95 7．0 2 1 9 5．29 7
4 02 Y L M III 3 G A n フレイク 3．74 4 ．25 0 ．52 2 3．3 4 554 5 ．89 7 339 2 3．9 13 9 4．73 5
！ 4 03 53 Y L M III 3 G A n 掻　 器 3．60 2 ．90 1 ．40 1 1．2 －95 54 7．74 6 3 39 2 1．2 49 9 4．538
i 4 04 Y L M III 2 O b H N H J 5 チ ップ 1．50 1 ．28 0 ．59 0 ．7 …95 54 7．32 9 3 39 15 ．4 55 9 4．173
！ 4 05 Y L M H l 2 O b H N H J4 石　 核 2．07 2 ．92 2 ．17 13 ．3 －95 54 8．68 2 3 39 14 ．188 9 3．9 22
i 4 06 3 1 Y L M ⅡI 2 O b W D K B l ナイフ形石器 2．94 1．19 0．3 1 1 ．0 －95 54 7．594 3 39 13 ．4 22 93 ．9 16
】 40 7 Y L U III 2 O b A G K T 1 5 フレイク 1．18 1．65 0．79 1 ．3 －95 54 9．4 02 3 39 13 ．4 97 94 ．0 55
i 朝 9 Y L M III 17 O b H N H J6 チ ップ 1．35 0．89 0．39 0 ．4 －95 52 7．9 8 1 3 39 55 ．4 78 95 ．3 69
［ 4 10 Y L M I王I 16 O b A G K T 14 フレイク 2．32 2．18 0．8 5 3 ．5 －95 52 2．2 50 3 39 5 1．137 95 ．7 69
i 4 11 Y L M HI 16 R h y フレイク 2．12 2．10 0．6 6 2 ．5 －95 52 2．2 73 3 39 50 ．9 62 95 ．7 76

4 12 Y L M III 16 H o r チ ップ 1．80 1．4 2 0．4 9 0 ．9 －95 523 ．4 46 3 39 50 ．5 20 95 ．8 23

4 13 Y L M ⅡI 16 R Ja フレイ ク 1．6 5 1．6 7 0 ．5 5 1．6 …9 55 23 ．2 5 1 33 94 9 ．55 6 95 ．8 37

4 14 Y L M ⅡI 16 G A n フレイ ク 3．6 3 2 ．15 0 ．9 6 6．9 －9 55 25 ．3 57 33 94 7 ．84 6 95 ．89 1
4 15 Y L M III 16 H o r 石　 核 5．2 6 3 ．9 2 2 ．2 0 3 8 ．6 －9 55 25 ．8 45 33 94 5 ．57 3 95 ．72 5

4 1 6 Y L M III 16 C h フレイ ク 4．2 5 2 ．9 5 1．5 6 2 1．4 －9 55 24 ．103 33 94 6 ．13 1 95 ．83 5

4 1 7 44 Y L M H I 16 G A n ナイ フ形石器 5．9 3 2 ．2 4 1．0 4 10．6 33 94 6．92 8 9 5 ．77 2

4 18 Y L M III 16 G A n フ レイク 4．9 7 1．7 9 1．0 9 10．6 －9 55 24 ．1 62 33 94 7．67 5 9 5 ．90 1
4 19 Y L M III 16 H o r 剥　 片 3．0 9 2 ．4 7 1．0 0 10．9 －9 55 24 ．65 1 33 94 8．0 16 9 5 ．63 7

4 20 Y L M III 17 O b H N H J 5 R フレイク 2．7 2 3 ．80 1．0 5 9 ．3 …9 55 23 ．64 1 33 95 4．98 3 9 5 ．4 14

4 2 1 Y L M ⅡI 17 O b A G K T 17 チップ 0．1 －9 55 27 ．8 14 33 95 1．45 9 9 5 ．54 0

4 22 Y L M ⅡI 17 H o r 剥　 片 4．30 8 ．7 1 2 ．70 12 6 ．8 －9 552 7 ．77 2 33 95 1．624 9 5 ．53 1
4 23 Y L M H I 17 O b 測定不可 チ ップ 0．1 －9 552 8 ．70 3 33 95 1．4 73 9 5．48 8

4 24 Y L M H I 17 O b A G K T 14 チ ップ 1．37 0 ．75 0 ．25 0 ．2 －9 552 8 ．93 3 33 95 1．7 37 9 5．46 2

4 25 Y L M III 17 O b A G K T 14 チ ップ 1．44 1 ．84 0 ．44 0 ．9 －9 552 9 ．18 6 3 39 5 1．6 96 9 5．4 8 7

4 26 Y L M III 17 O b A G K T 14 チ ップ 1．08 1 ．39 0．30 0 ．4 －95 52 9．17 7 3 39 5 1．3 84 9 5．4 56
4 27 Y L M III 17 O b A G K T 14 チ ップ 1．12 1 ．43 0．57 0 ．7 －95 52 9．09 1 3 39 5 1．12 1 9 5．5 36

42 8 Y L M III 17 O b A G K T 17 フレイク 2．1 1 1．22 0．32 1．0 －95 52 9．4 3 2 9 5．5 98

42 9 Y L M HI 17 O b A G K T 14 フレイ ク 2．33 1．65 0．55 1 ．9 －95 52 9．54 3 3 39 50 ．4 55 9 5．5 18

43 0 74 Y L M HI 17 O b A G K T 17 フレイ ク 2．19 1．4 2 1．07 2 ．5 －95 53 0．124 3 39 50 ．6 52 9 5．5 74
43 1 Y L M III 17 O b A G K T 17 フレイ ク 1．77 1．4 9 0．6 5 0 ．8 －95 53 1．149 3 39 50 ．0 91 95 ．5 69

43 2 Y L M ⅡI 17 H o r フレイ ク 1．8 0 2．9 9 0 ．5 1 3．1 －95 53 1．0 8 1 3 39 50 ．4 38 95 ．4 95
［ 4 3 3

i 4 34

74

3 3

6 2

Y L M

Y L M

III

III

17

17

O b

O b

A G K T 14

A G K T 17

チップ

チップ 2．12 0 ．8 8 0 ．3 8

0．1

0．5

－95 53 1．0 67

－95 532 ．7 04

3 394 8 ．8 17

3 394 9 ．47 4

95 ．6 39

95 ．5 77
4 3 5 Y L M III 1 7 O b A G K T 17 フ レイ ク 2．13 1．6 7 0 ．5 8 1．7 －955 33 ．4 93 3 39 50 ．68 2 95 ．5 7 1

4 36 Y L M III 17 O b A G K T 17 チップ 1．6 5 0 ．8 3 0 ．2 8 0．3 …9 55 3 1．9 29 3 39 51 ．16 7 95 ．5 39

4 38 Y L M ⅡI 17 O b A G K T 14 フ レイ ク 1．7 4 3 ．15 1．6 8 9．0 －9 55 30 ．0 2 1 33 95 1 ．48 8 95 ．4 95

4 39 Y L M H I 17 O b A G K T 2 2 フ レイク 2．3 6 1．4 6 0 ．5 3 1．7 －9 55 29 ．8 75 33 95 1．42 1 95 ．4 62
4 4 1 Y L M III 17 O b A G K T 17 ナイフ形石器 2．0 9 1．5 8 0 ．7 1 1．4 －9 55 29 ．5 87 33 95 2．82 6 95 ．48 0

4 42 Y L M Ⅲ 17 O b A G K T 14 フレイク 2．5 5 1．0 1 0 ．7 6 1．5 －9 55 28 ．9 03 33 95 2．44 6 95 ．49 8

4 43

44 4

Y L M

Y L M

ⅡI

H I

17

17

H o r

O b A G K T 14

フレイク

チ 、、プ

3．2 7 4 ．5 1 1 ．30 16．8 －9 55 28 ．94 8 33 95 2．98 4 9 5 ．47 2

44 5 Y L M H l 17 O b A G K T 14
γ
石　 核 3．50 3 ．90 2 ．60

0 ．1

3 1．5

－9 55 28 ．9 10

－9 55 28 ．96 0

33 95 3．21 8

33 95 3．59 3

9 5 ．42 3

9 5 ．38 8
44 6 7 0

46

Y L M III 17 O b A G K T 14

A G K T 1 5

フレイク 3．15 1 ．35 1 ．27 4 ．0 －9 55 27 ．25 5 33 95 1．4 5 0 9 5 ．57 1

44 7 Y L M HI 5 G A n フレイク 1．78 1 ．88 0 ．3 1 1．3 －9 553 9 ．03 3 33 9 19．6 3 0 9 4．66 8

44 8 Y L M 1日 5 O b チ ップ 1．25 1 ．15 0．43 0 ．4 －9 553 8 ．30 6 33 919 ．4 2 7 9 4．62 5
44 9 Y L M 間 5 O b A G K T 15 チ ップ 1．28 1．20 0．44 0 ．5 －95 53 7．55 0 339 20 ．4 78 9 4．72 2

45 0 Y L M ⅡI 5 O b A G K T 15 フレイク 2．28 1．36 0．47 1．0 －95 53 7．1 日 339 2 1．0 66 9 4．70 7

4 5 1 Y L M II王 5 O b S W H D 15 フレイク 1．30 1．8 1 0．32 0 ．7 －95 53 6．3 19 3 39 20 ．2 30 9 4．65 3

4 5 2 Y L M III 5 O b A G K T 15 フレイ ク 1．4 7 1．65 0．37 0 ．6 －95 53 7．02 8 3 39 15 ．9 3 1 94 ．519

4 5 3 Y L M III 17 O b A G K T 14

A G K T 16

ナイ フ形石器 4．14 2．68 1．26 9 ．3 …95 53 1．17 5 3 39 49 ．8 53 9 5．502

4 54 54

33

Y L M III 17 G A n 削　 器 3．4 5 2．70 1．0 0 9 ．1 －95 53 2．219 3 39 5 1．7 15 9 5．4 36

4 55 Y L M H I 1 7 O b フレイ ク 2．6 6 2．0 7 1．2 0 4 ．2 －95 53 2．9 13 3 39 5 1．147 9 5．4 64

4 56 Y L M ⅡI

1 7

H o r

O b A G K T 17

フレイ ク 7．0 2 2 ．3 5 1．16 15 ．3 －95 534 ．5 87 3 39 3 1．1 96 95 ．2 85

4 57 S C I ⅡI チップ 1．4 0 0 ．9 0 0 ．4 5 0．4 －95 53 1．5 90 3 39 52 ．9 30 95 ．4 06

4 58 S C I ⅡI 17 O b A G K T 17 ナイ フ形石器 2．14 2 ．4 4 0 ．6 8 3．7 －95 529 ．0 75 3 39 52 ．8 94 95 ．4 00

4 95 4 0 F B b III 8 O b H N H J8 B ナイフ形石器 2．5 4 1．2 5 0 ．6 5 1．4 …9 55 17 ．2 16 3 39 17 ．0 19 95 ．5 05
60 5 5 2 F B b III 12 O b SW H D 15 掻　 器 2．3 5 1．6 5 1．3 5 3．8 3 393 9 ．34 9 96 ．3 12

j　 64 5

［ 64 6

Y L L

Y L L

III

m

l

12　 】

H o r

O b S W H D 7

フレイク

チ ップ

4．6 7 3 ．0 9 1．2 8 13．5

0 ．1

－9 55 10 ．3 96

19 55 04 ．0 83

3 395 1 ．70 2

33 94 0 ．25 6

95 ．6 40

96 ．0 37

ー77…



遣物

番号

図版

番号

出土

層位
文化層

ブロック

番号
石材

原産産地／

個体 別
個体名称 縦長 （CⅡ1） 横長 （cIn） 厚 さ（cm ） 重量 （g ） X 座標 Y 座標 Z座標

64 7 Y L L m 12 O b SW H D 7 チ ップ 0．1 －9 55 04 ．5 6 1 3 39 39 ．77 1 96 ．03 9

64 8 Y L L m 12 O b S W H D 15 チ ップ 0．8 6 1．2 5 0 ．2 0 0．2 3 394 0 ．57 0 96 ．0 19

64 9 65 Y L L III 12 H o r 石　 核 4．14 4 ．2 0 2 ．7 4 4 4 ．9 －9 55 04 ．9 67 3 394 0 ．92 1 9 6 ．02 2

65 0 Y L L ⅢI 12 H o r フレイ ク 2．5 0 3 ．6 6 0 ．78 8．0 －9 55 05 ．2 22 3 394 0 ．95 7 9 6 ．04 0

65 1 Y L L Ⅲ 12 O b S W H D 7 チップ 1．2 3 1．2 4 0 ．3 2 0 ．3 －9 55 05 ．5 85 3 394 0 ．59 2 9 6 ．07 8

6 5 2 Y L L m 12 O b S W H D 14 チップ 0．9 7 2 ．0 5 0 ．32 0 ．4 －9 55 05 ．3 32 33 94 0．43 5 9 6 ．05 8

6 5 3 Y L L H I 12 H o r フレイ ク 2．3 4 3 ．0 5 0 ．74 5 ．4 －9 55 05 ．4 75 33 94 0．05 5 9 6 ．05 4

6 54 Y L L ⅡI 12 O b S W H D 13 フレイ ク 1．8 8 2 ．8 6 1 ．06 4 ．2 …9 55 06 ．1 04 33 94 0．1 15 9 6．08 4

6 5 5 71 Y L L m 12 H o r フレイ ク 2．2 4 3 ．0 1 0 ．7 1 5 ．1 －9 55 06 ．1 12 33 94 0．54 2 9 6．05 3

6 56 Y L L ⅡI 12 H o r フレイ ク 1．9 2 2 ．78 0 ．55 3 ．3 －9 55 08 ．0 54 33 93 8．31 5 9 6．07 9

6 57 Y L L H I 12 H o r フ レイ ク 5．17 5 ．5 1 1 ．22 3 8．0 －9 550 7 ．94 4 33 93 8．188 9 6．040

6 58 Y L L Hl 12 H o r フ レイク 2．4 0 2 ．92 1 ．18 6 ．1 －9 550 6 ．46 6 33 93 7．0 56 9 6．110

6 59 Y L L HI 12 O b S W H D 14 チップ 0．8 3 1 ．13 0．33 0 ．2 33 94 3．9 2 1 9 5．942

6 60 Y L L Ⅲ 12 O b S W H D 14 フ レイク 2．1 5 1 ．17 0．39 0 ．8 －95 50 3 ．6 19 33 94 1．4 03 9 5．974

6 6 1 Y L L HI 11 H o r フ レイク 3．4 6 3 ．00 1．02 1 2．8 33 946 ．3 54 9 5．64 1

6 62 7 1 Y L L HI 11 H o r フ レイク 3．7 1 4 ．95 1．82 3 0．5 －95 50 2 ．34 5 33 946 ．9 76 9 5．59 1

6 63 Y L L Ⅲ 11 H o r フ レイク 4．66 4 ．5 1 1．92 44 ．4 －95 50 3 ．50 9 33 947 ．0 82 9 5．695

6 64 Y L L ⅡI 11 H o r フレイク 3．94 3 ．35 1．79 23 ．3 －95 50 3 ．28 5 33 947 ．8 8 1 9 5．6 12

6 65 6 7 Y L L HI 11 H o r 石　 核 3．06 5 ．27 2．84 6 5．8 －95 50 5 ．0 16 339 47 ．5 72 9 5．7 3 1

6 66 Y L L III 11 H o r フレイク 1．6 …95 50 1 ．30 2 3 39 48 ．6 7 1 9 5．4 64

6 67 Y L L ⅢI 11 O b S W H D 7 フレイク 3．43 1 ．18 0．4 7 0 ．8 －95 50 5．13 5 3 39 50 ．2 38 9 5．5 55

6 68 6 8 Y L L Ⅲ ‖ H o r 石　 核 5．07 4 ．06 4．27 45 ．9 －95 50 4．80 4 3 39 5 1．0 49 95 ．4 60

6 70 S C IH b 2 I O b A G K T 5 フレイク 1．69 2．54 0．5 7 2 ．1 －95 52 9．09 1 3 39 53 ．7 49 93 ．8 0 1

6 71 5 S C IⅢb 2 I O b A G K T l ナイフ形石器 2．25 1．85 0 ．8 0 2 ．6 －95 52 9．22 0 3 39 53 ．7 13 93 ．8 36

6 72 S C IIIb 2 I O b 測定不可 フレイク 1．05 1．4 0 0 ．2 8 0 ．3 －95 52 9．3 7 1 3 39 53 ．4 07 93 ．8 27

6 73 S C IⅡb 2 I O b A G K T 8 フレイク 1．88 1．0 9 0 ．2 7 0 ．3 －95 52 9．2 38 3 39 53 ．2 32 93 ．8 28

67 4 S C ⅡIb 2 I O b A G K T 7 チ ップ 0．1 …95 52 9．2 7 1 3 39 53 ．13 8 93 ．8 23

67 5 S C IIIb 2 I O b A G K T 7 チ ップ －9 5 52 9．5 32 3 39 53 ．19 7 93 ．8 23

67 6 6 S C IIIb 2 I O b A G K T 3 ナイフ形石器 2．58 1．9 6 0 ．5 8 2 ．6 －9 55 2 9．3 28 3 39 52 ．50 8 93 ．8 57

67 7 S C IⅡb 2 I O b A G K T 7 フレイ ク 2．1 －9 55 30 ．6 74 3 394 9 ．4 12 93 ．9 73

67 8 7 S C m b 2 I O b 測定不可 ナ イフ形石器 3．50 1．9 5 0 ．9 7 5．9 －9 55 30 ．3 6 1 3 39 48 ．24 4 94 ．00 6

67 9 S C IⅢb 2 I O b 測定不可 チ ップ －9 55 3 1．0 7 1 3 394 7 ．97 2 93 ．98 8

68 0 12 S C IIIb 2 I O b SW H D 6 フレイ ク 1．57 1．6 1 0 ．3 1 0．8 －9 55 3 1．4 14 3 394 8 ．42 4 94 ．03 7

68 1 12 S C IIIb 2 I O b SW H D 6 フレイ ク 4．4 0 3 ．15 1．9 5 19 ．3 …9 55 3 1．9 48 3 394 7 ．76 1 93 ．98 2

68 2 4 S C IH b 2 I O b A G K T 4 ナイ フ形石器 1．9 0 1．5 5 0 ．8 0 1．7 －9 55 32 ．4 25 3 394 5 ．76 6 94 ．00 3

68 3 S C IIIb 2 I O b S W H D 2 U フレイ ク 3．6 1 1．4 5 0 ．6 5 2．5 －9 55 36 ．115 3 395 2 ．88 3 93 ．73 6

68 4 8 SC IIIb 2 I O b S W H D 4 削　 器 1．7 7 1．13 0 ．5 2 0 ．8 －9 55 36 ．3 42 3 395 3 ．0 17 93 ．70 6

68 5 SC IIlb 2 I O b S W H D 3 チップ 0．9 0 1．5 9 0 ．35 0 ．3 －9 55 36 ．6 45 33 95 2 ．44 1 9 3 ．72 5

68 6 SC IⅡb 2 I O b S W H D 3 フレイ ク 2．8 5 1．9 4 0 ．7 1 2 ．8 －9 55 37 ．0 33 33 95 2 ．26 9 9 3 ．67 1

68 7 3 S C IIIb 2 I O b A G K T 4 ナイ フ形石器 1．4 6 1．2 9 0 ．50 0 ．8 －9 55 37 ．1 60 33 95 3 ．43 5 9 3 ．73 6

688 11 S C IIIb 2 I O b A G K T 5 フレイ ク 3．4 9 1．8 4 1 ．2 1 6 ．1 －9 55 37 ．1 65 33 95 3．68 0 9 3．68 3

689 S C IIIb 2 I O b S W H D 2 フレイ ク 1．8 0 0 ．6 9 0 ．34 0 ．3 －9 55 37 ．2 54 33 95 3．65 4 9 3．68 9

6 90 11 S C IIIb 2 I O b A G K T 5 フレイク 2．4 1 1．1 3 0 ．85 1．2 －9 55 37 ．34 7 33 95 3．89 4 9 3．65 6

6 9 1 11 S C IⅢb 2 I O b A G K T 5 U フレイ ク 3．9 4 2 ．6 5 0 ．98 8 ．7 …9 55 37 ．49 6 33 95 3．66 1 9 3．730

6 92 8 S C IⅢb 2 I O b S W H D 4 削　 器 4．10 3 ．30 1 ．35 1 7．1 －9 55 37 ．58 1 33 95 3．63 1 9 3．7 10

6 93 9 S C IⅡb 2 I O b S W H D l 楔形石器 3．28 1．96 0 ．72 4 ．4 …95 5 38 ．27 6 33 95 3．8 5 0 9 3．668

6 94 S C IⅡb 2 I O b A G K T 6 フ レイク 2．28 1 ．74 0．55 1．6 －95 5 38 ．16 8 33 95 2．15 1 9 3．663

6 95 1 S C IIIb 2 I O b S W H D 5 ナイフ形石器 5．3 2 1 ．87 0．66 5 ．8 …95 5 38 ．99 2 33 95 2．7 30 9 3．702

6 96 Y L L III 11 H o r フレイク 2．55 4 ．94 1．04 8 ．6 －95 50 3 ．3 18 33 95 1．5 7 1 9 5．352

6 97 Y L L III 11 O b 測定 不可 チ ップ 1．47 0 ．7 1 0．35 0 ．4 －95 49 8 ．68 2 33 95 0．8 34 9 5．179

6 98 Y L L III 11 O b S W H D 7 フレイク 2．68 2 ．19 1．12 2 ．8 33 95 0．3 23 9 5．13 1

6 99 3 4 Y L M III 11 O b SW H D 14 台形 石器 2．23 1 ．88 0．85 2 ．4 －95 49 8 ．57 1 339 4 7．5 65 9 5．2 9 1

7 00 5 1 Y L L III 11 O b H N H J 5 掻　 器 2．20 1 ．95 1．10 3 ．8 …95 50 1．16 7 339 48 ．8 76 9 5．4 24

7 0 1 2 S C IⅡb 2 I O b A G K T 2 ナイフ形石 器 2．25 1．6 1 0．8 9 3 ．1 －95 52 9．62 5 339 53 ．2 49 93 ．7 98

7 02 Y L L III 1 1 H o r フレイク 3．35 2．86 1．6 1 14 ．1 －95 50 4．87 1 339 50 ．7 40 95 ．5 55

7 03 Y L L ⅡI 9 O b H N H J 4 フレイク 1．90 2．26 1．0 4 4 ．2 －95 5 17．97 1 339 25 ．5 47 95 ．7 75

70 4 B B O III 9 O b A G K T 16 フレイク 2．15 1．9 1 0 ．7 6 2 ．8 －95 5 17．40 0 3 39 24 ．4 84 95 ．6 42

70 5 B B O III 9 O b H N H J 4 チ ップ 1．57 1．52 0 ．4 5 1 ．0 －95 5 15．524 3 39 25 ．8 07 95 ．7 16

70 6 B B O III 9 O b A G K T 17 フレイク 1．70 1．71 0 ．6 6 1 ．7 －95 5 15．00 2 3 39 26 ．9 1 1 95 ．7 45

70 7 3 9 B B O ⅡI 9 O b A G K T 16 ナイフ形石器 2．79 1．14 0 ．8 8 2 ．0 －95 5 14．060 3 39 25 ．8 58 95 ．7 23

70 8 B B O ⅡI 9 H o r フレイク 3．80 3．45 1．0 6 15 ．3 －95 5 12．4 58 3 39 25 ．8 73 95 ．7 57

70 9 Y L L H I 9 G A n フレイク 2．51 2．91 1．5 6 8 ．6 －95 5 12．4 47 3 39 25 ．2 1 1 95 ．8 37

7 10 B B O IH 9 O b H N H J 9 フレイク 1．09 2．15 0 ．7 4 1 ．5 －9 5 51 2．9 50 3 39 25 ．2 15 95 ．7 02

7 11 Y L L ⅡI 9 O b A G K T l l フレイク 2．11 1．37 0 ．5 0 1 ．0 －9 5 51 1．4 17 3 39 25 ．0 82 95 ．8 88

7 12 B B O III 9 O b A G K T 1 6 U フレイク 2．15 2．8 7 1．0 1 5 ．6 －9 5 510 ．7 3 1 3 39 24 ．6 24 95 ．7 97

7 13 Y L L ⅡI H o r フレイク 4．21 2．9 2 1．7 6 16 ．2 －9 5 50 1．4 3 1 3 39 3 1．8 65 96 ．1 37

7 14 Y L L III H o r フレイク 4．15 1．7 0 1．0 1 4．6 －9 55 00 ．9 02 3 39 32 ．5 26 96 ．08 1

7 15 B B O ⅡI 12 O b A G K T 1 2 U フレイ ク 2．7 4 4 ．6 9 1．14 8．7 …9 55 02 ．2 77 3 39 38 ．03 0 95 ．9 55

7 16 B B O ⅡI 12 O b SW H D 7 フレイ ク 1．3 5 2 ．14 0 ．6 4 1．7 －9 55 05 ．0 63 3 394 0 ．20 8 95 ．98 8

7 17 36 B B O ⅢI 12 O b S W H D 14 台形石器 2．6 3 1．6 4 0 ．8 6 3．5 －9 55 06 ．2 68 33 94 1 ．88 2 95 ．90 6

7 18 B B O ⅡI 9 O b H N H J4 フレイ ク 2．2 0 2 ．6 5 2 ．0 1 7．7 －9 55 16 ．3 87 3 39 21 ．88 7 95 ．55 3

719 Y L L ⅡI 9 H o r フレイ ク 7．8 4 1．9 5 1．3 9 17 ．6 －9 55 1 1．195 33 9 22 ．67 7 95 ．8 13

720 Y L L III 8 O b A G K T 18 フレイ ク 1．9 3 2 ．5 9 1．1 3 3 ．7 －9 55 09 ．4 40 33 9 17 ．43 6 9 5 ．88 6

72 1 B B O ⅢI 9 O b A G K T 15 フレイク 2．4 7 2 ．0 7 1 ．3 2 5．8 －9 55 15 ．2 77 33 92 9 ．44 4 9 5 ．75 5

7 22 B B O ⅢI 9 O b A G K T 15 チップ 0．9 3 1．5 9 0 ．4 9 0 ．5 －9 55 16 ．199 33 93 0 ．2 15 9 5 ．86 1

7 24 Y L L Ⅲ 9 O b 測定不可 チップ 1．2 8 2 ．0 0 0 ．90 1．4 －9 55 18 ．6 90 33 92 9 ．9 13 9 5 ．95 1

7 25 5 6 Y L L ⅡI 9 O b H N K J l 削　 器 4．8 5 4 ．3 5 1 ．0 5 1 8．2 －9 55 18 ．8 02 33 92 8．5 日 9 5 ．79 6

7 26 Y L L ⅡI 9 O b H N H J lO フ レイク 2．5 3 2 ．9 5 0 ．13 7 ．0 －9 55 20 ．58 4 33 92 7．99 4 9 5．65 9

7 27 Y L L HI 18 H o r フ レイク 2．0 9 1．2 2 0 ．67 1．5 33 94 1．79 2 9 6．02 7

7 28 B B O ⅡI 18 O b S W H D 13 U フレイ ク 2．7 0 2 ．1 7 1 ．2 1 6 ．4 －9 55 18 ．28 7 33 94 2．49 3 9 5．89 5

7 29

3 0

64

B B O m 18 H o r

W D T Y 3

フレイク 2．8 5 2 ．3 1 0 ．74 2 ．3 －9 55 19 ．19 9 33 94 2．60 0 9 5．93 8

7 30 Y L L HI 16 R Ja チ ップ 1．2 8 0 ．86 0 ．4 1 0 ．3 －9 55 21 ．44 1 33 94 9．24 0 9 5．89 9

7 31 Y L L HI 16 R Ja フレイク 2．9 5 1 ．65 0 ．58 2 ．6 －9 55 23 ．28 0 33 94 5．94 2 9 5．87 2

7 32 Y L M III 16 O b ナイフ形石 器 2．68 1 ．43 0 ．42 1．4 －9 55 21 ．0 15 33 94 8．383 9 6．02 6

7 33 B B O 1m 9 O b A G K T 13 チ ップ 0．94 1 ．89 0 ．28 0 ．3 －9 55 10 ．88 0 33 92 5．4日 9 5．76 7

7 34 B B O ⅡI 9 O b H N H J 4

A G K T 17

フレイク 2．3 5 3 ．26 1 ．1 1 7 ．8 －9 55 14 ．52 5 33 92 0．584 9 5．4 9 3

7 35 Y L M ⅡI 8 G A n フレイク 2．13 1 ．95 1．02 3 ，5 －95 5 19 ，66 1 33 92 0．348 9 5．54 3

73 6 Y L M Ⅲ 8 O b フレイク 1．30 2 ．6 1 1．75 5 ．2 －95 5 17 ．6 10 33 9 13．8 59 9 5．13 3

73 7 Y L L Ⅲ 1 5 O b S W H D 7 チ ップ 0．85 1．40 0．26 0 ．2 －95 52 4．25 1 33 93 7．595 9 5．7 6 1

73 8 Y L L ⅢI 1 5 O b SW H D 14 チ ップ 1．07 1．56 0．27 0 ．3 …95 52 5 ．26 9 33 93 6．188 9 5．7 20

73 9 Y L L III 1 1 O b S W H D 8

H N H J 4

チ ップ 1．0 1 1．45 0．32 0 ．4 －95 50 2．6 15 33 95 2．6 7 1 9 5．2 0 5

74 0 Y L L ⅡI 1 5 H o r フレイク

1．42 2．18 0．6 1

4 ．6 －95 52 4．06 9 33 93 5．113 9 5．6 26

74 2 Y L L m 9 O b フレイク 1．3 －95 52 1．78 9 33 924 ．6 88 9 5．5 95

74 3 Y L L III 8 O b H N H J 2 石　 核 3．20 2．35 2．0 5 10 ．0 －95 5 16．76 6 3 39 17 ．4 55 95 ．3 14

74 4 Y L L Ⅲ 8 H o r フレイク 4．39 2．80 1．2 5 13 ．6 －95 5 13．62 9 3 39 17 ．2 46 95 ．4 75

74 5 Y L L ⅡI 8 H o r

A G K T 15

H N H J 8B

H N H J 8B

K Z O B l

ナイフ形石器 3．35 1．78 0．6 5 3 ．4 －95 5 14．00 3 3 39 15 ．2 83 95 ．3 2 1

74 6

74 7

74 8

】 74 9

Y L L

Y L L

Y L L

Y L M

ⅡI

H I

m

H I

9

8

8

8

O b

O b

O b

O b

チ ップ

フレイク

チ ップ

フレイク

0．98

1．76

1．31

1．70

1．24

2．17

0．8 1

2．4 5

0 ．4 5

0 ．5 8

0 ．3 2

0 ．8 7

0 ．4

2 ．4

0 ．3

3 ．1

－95 5 15．53 9

－95 52 2．4 5 0

－95 52 2．56 2

－95 51 2．749

3 39 25 ．5 9 1

3 39 15 ．0 30

3 39 15 ．0 66

3 39 10 ．7 79

95 ．6 20

95 ．0 49

95 ．0 23

95 ．2 47
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遣物

番号

図版

番号

出土

層 位
文化層

ブロ ック

番号

石材　 篭 欝 ／
個体名称 縦長（cm ） 横長（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ） X 座標 Y 座標 Z座標

75 0 Y L M iII 8 O b　　　 H N H 、14 フレイク 1．7 0 2 ．2 0 0 ．4 5 1．6 …95 5 19．73 2 9 5．07 7

75 1 Y L M III 9 O b A G K T 15 フレイク 2．0 1 2 ．5 5 1 ．24 5 ．6 －95 52 4．37 2 9 5．46 0

7 5 3 B B O III 8 O b A G K T 17 フレイク 1．8 0 2 ．20 0 ．9 1 2 ．5 －95 50 9．26 0 3 39 16 ．2 22 9 5．4 6 3

7 54 B B O iII 9 G A ァl フレイク 2．99 3 ．68 1 ．46 14 ．0 －95 5 12．13 2 3 39 22 ．8 26 9 5．554

7 57 35 Y L M 1日 10 O b SW H D 7 台形石器 2．06 1 ．9 1 0 ．84 3 ．2 －95 50 3．74 2 3 39 57 ．8 20 9 5．0 38

7 58 Y L M H I 10 O b SW H D 8 チ ップ 0．1 －95 50 3．7 93 3 39 57 ．3 19 9 5．0 33

7 59 Y H M III ま　 10 O b チ ップ 0．65 1 ．30 0 ．27 0 ．2 ！ －95 50 3．9 6 1 3 39 57 ．4 17 I　 94 ．9 83

7 60 Y L M III 10 O b SW H D 7 チ ップ 1．14 1．8 1 0．40 0 ．4 …95 504 ．0 70 3 39 57 ．0 6 1 95 ．0 68

7 6 1 Y L M III 10 H o r チ ップ 2．08 1．50 0．59 1 ．4 －9 5 504 ．8 34 3 39 56 ．9 88 95 ．0 68

7 62 Y L M III 10 H o r フレイク 3．82 2．79 0．8 6 9 ．0 …9 55 04 ．9 55 33 9 57 ．0 50 95 ．199

7 63 Y L M III 10 O b S W H D 9 チ ップ 1．日 1．58 0．58 0 ．9 －9 55 05 ．0 56 33 9 55 ．9 79 95 ．146

7 64 6 6 Y L M III 10 H o r 石　 核 6．87 6．93 6．7 5 3 0 1．7 －9 55 06 ．0 02 33 9 55 ．83 8 95 ．2 50

76 5 3 8 Y L M III 10 O b S W H D 8 ナイ フ形石器 1．79 1．29 0．5 7 0．8 －9 55 05 ．6 94 33 95 6 ．3 10 95 ．1 47

76 6 Y L M III 10 O b S W H D 7 チップ 0．1 －9 55 05 ．49 7 33 95 6 ．9 10 95 ．1 72

76 7 2 9 Y L M HI 10 O b S W H D lO ナイ フ形石器 3．0 1 1．0 9 0 ．4 2 1．3 －9 55 08 ．07 4 33 95 6．63 0 95 ．2 76

76 8 28 Y L M III 10 O b S W H D 9 ナイ フ形石器 3．9 3 1．8 2 0 ．8 4 3．4 －9 55 04 ．32 7 33 95 5．56 9 95 ．19 9

76 9 Y L L III il H o r フ レイク 5．9 7 4 ．3 5 2 ．2 2 4 6．3 …9 55 04 ．87 3 33 95 0．68 1 9 5 ．50 5

77 0 10 S C IIIb 2 I A ll （P y ） 磨　 石

1 8．5 0 16．70 9 ．0 0 15 50

…9 55 29 ．30 1 33 94 8．80 9 9 4 ．00 8

77 1 10 S C IIIb 2 I A n （P y ） 磨　 石 －9 553 0 ．7 10 33 94 6．74 3 9 4 ．00 8

77 2 10 S C III b 2 I A n （P y ） 磨　 石 －95 53 1 ．76 5 33 94 8．0 9 7 9 3 ．98 7

77 3 69 Y L L III 1 1 H o r 石　 核 8．8 5 7 ．10 3 ．8 0 28 6．2 …95 50 4 ．00 3 3 3 950 ．12 5 9 5 ．57 8

7 74 Y L L H I 7 H o r フレイク 8．6 …95 52 5．26 3 3 39 1 5．110 9 4．77 5

7 75 Y L L III 7 H o r フレイク 4．2 －95 52 8．58 9 3 39 14 ．8 08 9 4．75 9

7 76 Y L L III 7 O b A G K T 15 フレイク 2．76 2 ．5 1 1 ．38 7 ．7 －95 52 9．20 0 3 39 15 ．0 99 9 4．56 9

7 77 Y L L IIl 7 H o r フレイク 0．5 －95 53 1．4 8 2 3 39 16 ．3 72 9 4．7 2 9

7 78 Y L L III 7 H o r チ ップ 1．86 1 ．52 0 ．46 1．1 －95 53 0．179 3 39 13 ．2 62 9 4．5 6 1

7 79 Y L L 1II 7 ‖川す フレイク 4．15 2 ．56 1 ．04 10 ．8 －95 53 0．3 08 3 39 12 ．6 14 94 ．5 15

7 80 Y L L III 7 O b S W H D 17 フレイ ク 1．96 1 ．76 0．48 1 ．1 －95 53 1．2 57 3 39 12 ．3 34 94 ．4 6 1

7 8 1 Y L L III 7 H o r チ ップ 1．7 1 0 ．9 1 0．55 0 ．7 －9 5 53 0．9 9 1 3 39 11 ．74 1 94 ．4 67

7 82 Y L L ⅡI 7 H o r フレイ ク 4．97 4．16 1．24 27 ．2 －9 55 30 ．8 62 3 39 11 ．5 64 94 ．4 65

78 3 Y L L ⅡI 7 H o r フレイ ク 4．00 1．32 1．01 4．6 －9 55 32 ．2 33 3 39 12 ．18 3 94 ．5 20

78 4 Y L L III 7 H o r フレイ ク 3．4 0 1．77 0．76 4，3 …9 55 26 ．4 29 3 39 11 ．97 3 94 ．6 02

78 5 Y L L III 7 G A n フレイ ク 5．75 2．78 0．70 11 ．6 33 9 12 ．7 17 94 ．7 36

78 6 Y L L III 7 H o r フレイ ク 2．6 0 4．0 4 0 ．6 2 6．2 －9 55 30 ．0 93 33 9 12 ．77 8 94 ．4 92

78 7 6 1 Y L L III 9 G A n 石　 核 4．2 9 4．6 8 2 ．4 5 5 5 ．2 －9 55 20 ．8 54 33 92 7 ．40 2 95 ．5 17

78 8 Y L L III 6 H o r 石　 核 4．16 6 ．2 1 2 ．2 5 5 2 ．2 －9 55 33 ．2 96 33 92 0 ．34 9 94 ．84 8

78 9 Y L L III 6 H o r フレイク 1．1 －9 55 32 ．6 98 33 92 1 ．20 7 94 ．90 9

79 0 Y L L III 6 H o r フ レイク 2．3 3 1．2 5 0 ．6 0 1．9 －9 55 3 1．57 2 33 92 0．87 0 94 ．96 2

79 1 Y L L III 6 H o r フレイク 2．5 9 1．4 7 0 ．8 2 2．3 －9 55 30 ．72 7 33 92 0．64 3 94 ．92 3

79 2 Y L L III 6 O b A G K T 15 チ ップ 0．1 －95 5 31 ．96 9 33 92 3．14 0 94 ．99 2

793 Y L L IH 6 O b SW H D 14 チ ップ 1．94 1．0 8 0 ．5 0 0 ．6 …95 53 0 ．88 6 33 92 3．76 0 9 5 ．09 5

7 94 Y L L III 6 O b A G K T 17 フレイク 1．7 1 2 ．9 6 1．48 6 ．1 －95 53 0 ．76 1 33 92 4．15 0 9 5 ．16 1

7 95 Y L L III 7 H o r フレイク 2．2 5 2 ．0 3 0 ．80 3 ．4 －95 52 9．46 2 339 1 1．2 8 2 9 4．35 1

7 97 Y L L III 7 O b W D T Y 2 R フレイク 4．74 4 ．5 5 1 ．35 3 2．4 －95 52 7．70 5 3 39 0 7．0 4 1 9 4．24 0

7 99 60 Y L L III 7 H o r 石　 核 4．54 4 ．6 5 3 ．94 10 0．3 －95 53 2．09 8 3 39 09 ．9 4 1 9 4．26 2

8 00 Y L L III 6 O b S W H D 14 チ ップ 1．54 1 ．03 0 ．27 0 ．4 －95 53 0．02 9 3 39 23 ．9 40 9 5，10 7

8 0 1 4 9 Y L L IIl 6 G A n 掻　 器 2．00 2 ．20 1 ．50 5 ．6 …95 53 1．26 3 3 39 22 ．5 3 1 9 4．97 3

8 02 Y L L III 6 H o r 晋　　 フレイク 1．5 －95 53 0．589 3 39 2 1．5 0 1 9 4．926

80 3 Y L L H l 6 H o r 努　　 チ ップ 1．1 1 0 ．65 0．42 0 ．2 －95 53 0．939 3 39 2 1．2 54 9 4．8 89

80 4 Y L L III 6 H o Il フレイク 5．33 2．87 1．3 1 19 ．4 －9 5 53 0．9 13 3 39 20 ．7 23 94 ．8 32

80 5 Y L L III 10 O b S W II I〕14 フレイ ク 1．73 1．35 0．35 0 ．8 ～9 5 50 5．7 88 3 39 58 ．0 日 9 5．0 02

80 6 Y L L III 10 O b S W H D 7 チップ 1．04 0．84 0．24 0 ．3 －9 5 50 5．6 69 3 39 57 ．3 37 9 5．110

80 7 Y L L III 11 O b H N H J5 フレイ ク 3．3 5 2．24 0．74 4 ．4 －9 54 99 ．4 36 3 39 54 ．4 63 94 ．8 88

80 8 Y L L III 6 O b A G K T 14 チップ 1．13 1．06 0 ．3 4 0 ．3 …9 55 30 ．7 95 3 39 2 1．5 66 94 ．8 87

80 9 Y L L III 6 H o r チップ 1．3 7 1．日 0．5 7 0．8 －9 55 30 ．7 79 33 9 21 ．3 68 94 ．8 9 1

8 10 Y L L III 6 H o r フレイク 0．1 ～9 55 30 ．2 30 33 9 21 ．87 5 94 ．9 13

81 1 Y L L III 6 H o r フレイク 1．9 －9 55 30 ．8 63 33 9 21 ．47 6 94 ．8 60

81 2 14 B B III TI O b A G K T 9 フ レイク 5．5 5 3 ．9 6 1．3 8 19 ．3 －9 55 1 1．0 03 33 93 5 ．9 11 94 ．8 75

8 1 3 15 B B IIi II O b H N H J l フ レイク 2．6 8 3 ．3 1 1．3 3 8．4 33 94 5 ．46 9 94 ．6 26

8 14 13 B B III II O b A G K T lO R フ レイク 1．7 9 1．3 0 0 ．4 6 1．2 －9 55 1 1．0 76 33 95 6 ．7 18 94 ．23 0

8 1 5 16 B B ⅡI II A n （P y ） 石　 皿 7．3 0 1 2．8 0 1 2．3 0 26 8 ．1 －9 55 12 ．64 7 33 94 5．17 7 94 ．76 7

附表　尊称遺跡旧石器時代の礫…覧表

文化層
遺物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量 （晦） X座標 Y 座標 Z座 標

I 17 15 S C Ⅲ b 2 × 0．14 …9 55 29．24 7 33 94 8．66 7 94．0 39

I 17 16 S C IIIb 2 × 0．03 －9 55 30．00 5 33 94 8．65 4 94．0 43

I 17 17 S C H Ib 2 × 0．04 …9 553 0．10 8 33 94 8．35 5 94．0 18

I 17 18 S C IIIb 2 ○ 2．75 －9 553 0．98 8 33 94 6．8 14 9 3．9 90

I 17 21 S C H Ib 2 × 0．0 3 …95 53 2．88 0 9 3．9 15

I 17 22 S C IIIb 2 ○ 0．0 2 33 95 0．48 7 9 3．8 14

I 172 3 S C ⅡIb 2 ○ 0．9 1 －95 53 5．74 7 33 95 2．22 3 9 3．77 3

I 172 4 S C IIIb 2 ○ 1．7 7 －95 53 8．624 33 95 2．36 1 9 3．72 8

II 2 06 8 B B III ○ 0．11 －95 5 16．258 3 3 94 1．6 15 9 4．87 6

Ⅲ 13 8 Y L L ○ 0．10 －95 53 3．080 3 39 60．4 28 9 5．26 3

III 139 Y L L C） 1．0 7 3 39 60．4 73 9 5．23 4

l川 140 Y L L C） 0．54 3 39 60．6 2 1 9 5．24 8

III 14 1 Y L L ○ 0．7 5 －95 533．3 59 3 39 60．5 93 9 5．26 7

1日 197 Y L U ○ 0．14 －955 49．7 65 3 39 26．7 05 94．4 7 6

IH 198 Y L U ○ 0．23 3 39 25．9 93 94．3 79

汀I 1 99 Y L U ○ 0．12 －9 55 52．0 33 3 39 27．3 05 94．3 99

ⅡI 2 00 Y L U C －9 55 52．3 65 3 39 27．1 70 94．4 13

Ⅲ 2 01 Y L IJ × 0．29 －9 55 33．6 09 3 39 61．08 5 95．2 1 1

Ⅲ 20 4 Y L L C） 0．03 －9 55 13．0 91 3 39 23．00 4 95．6 05

IIJ 20 5 Y L L ○ 0．06 33 92 3．82 4 95．7 0 1

III 20 6 Y I．L ○ 0．03 …9 55 06．47 0 33 92 1．19 8 96．5 90

m 20 9 Y L L I ○ 0．29 －9 55 12．6 13 33 94 8．32 9 95．8 79

IⅢ 2 10 Y L L I ○ 0．0 2 －9 55 12．95 7 33 94 8．33 7 95．9 16

Ⅲ 2 11 Y L L I ○ 0．0 3 －95 5 12．1 10 33 94 9．77 4 95．8 13

IH 2 12 Y L L 0 C I 0．11 33 93 9．44 9 9 5．7 29

Ⅲ 21 3 Y L L 0 ○ 0．10 9 5．73 2

m 214 Y L L 0 C） 0．6 G 33 93 9．74 2 9 5．74 2

III 2 15 Y L L 0 C ） 0．0 3 ［ 33 939．8 5 5 9 5．73 5

文化層
遺物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量 （鹿） X 座標 Y 座標 Z 座標

IⅡ 2 16 Y L L 0 ○ 0．86 －9 54 96．2 47 33 94 0．12 3 95．7 10

IH 2 17 Y L L 0 ○ 0．31 …9 54 96．2 12 33 94 0．33 0 95．7 00

ⅡI 218 Y L L 0 ○ 0．02 」汚4 96．1 20 33 94 0．39 8 95．6 95

IH 219 Y L L 0 ○ 0．09 －9 54 96．30 5 33 94 0．4 15 95．69 0

IIl 2 20 Y L L 0 ○ 0．0 5 …9 54 96．25 7 33 94 0．59 2 95．68 7

‖ 2 2 1 Y L L 0 ○ 0．0 2 －9 54 96．33 9 33 94 0．66 2 95．69 1

III 2 22 Y L L 0 ○ 0．0 2 －95 49 6．4 19 33 94 0．79 0 95．70 7

Ⅲ 2 23 Y L L 0 ○ 0．0 7 －95 49 6．15 4 33 94 0．75 2 9 5．69 1

IⅢ 2 25 Y L L 0 ○ 4．10 …95 49 6．84 1 33 94 1．61 0 9 5．68 3

†［ 2 25 Y L L A ○ 4．10 －95 54 7．26 1 33 93 6．39 0 9 5．4 16

III 2 26 Y L L A ○ 3．2 4 …95 54 7．16 6 33 93 5．9 04 9 5．40 7

＝ 2 27 Y L L A （⊃ 1．19 4 5 54 7．77 0 3 39 3 5．7 5 6 9 5．43 3

III 2 28 Y L L A ○ 2．5 5 －95 54 7．68 6 3 39 3 5．4 5 5 9 5．4 13

IⅢ 2 28 Y L L I ○ 2．5 5 4 5 5 12．34 1 3 39 50．6 13 9 5．84 5

Ⅲ 22 9 Y L L A C I 1．0 6 －95 54 7．359 3 39 36．5 48 9 5．43 8

Ⅲ 23 0 Y L L A × 0．27 95 54 3．8 7 5 3 39 3 7．9 08 9 5．61 0

m 23 1 Y L L A ○ 0．18 －9 5 543．9 10 3 39 37．6 70 9 5．6 1 2

III 23 2 Y L L × 0．0 1 －9 5 545．4 90 3 39 30．2 46 9 5．2 6 8

IⅢ 23 3 Y L L ○ 0．02 3 39 26．6 6 1 94．7 94

lu 23 4 Y L L D C） 0．07 －9 55 57．2 24 3 39 27．6 64 94．7 33

Ⅲ 23 5 Y L L C ○ 0．05 －9 55 43．7 23 3 39 24．1 08 94．9 17

1m 23 6 Y L L × 0．06 －9 55 49．4 47 3 39 4 1．8 43 95．5 49

IⅢ 23 7 Y L L P C） 0．36 －9 55 40．8 76 3 39 48．1 58 95．5 9 1

IH 238 Y L L P ○ 0．75 －9 55 40．7 14 33 9 47．7 02 95．6 26

lH 2 4 1 Y L L ○ 0．83 33 9 24．48 3 94．5 7 1

III 2 42 Y L L C〕 0．57 33 9 18．6 27 94．178

IH 2 43 Y L L ○ 0．16 …9 55 55．54 5 33 9 21．55 5 94．2 75

lH 2 44 Y L L C ｝ 0．0 2 －9 55 55．98 4 33 92 1．60 3 94．3 62

ー79－



文化層 遺物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量 （鹿） X 座標 Y座標 Z座標

u l 2 45 Y L L ○ 0 ．10 …9 55 52 ．7 21 9 4 ．90 2

Ⅲ 2 46 Y L L D C ） 0 ．14 －9 55 55 ．84 9 33 92 8．02 7 9 4 ．74 7

lH 2 47 Y L L D C ） 0．03 －9 55 55 ．9 59 9 4．74 4

ⅢI 2 48 Y L L D ○ 0．03 －9 55 56 ．22 2 33 92 9．3 1 1 9 4．87 4

IⅢ 2 49 Y L L D ○ 0．07 －9 55 56 ．18 9 33 92 9．2 8 1 9 4．86 4

Ⅲ 2 50 Y L L D C ） 0．06 －9 55 55 ．68 1 33 92 9．6 4 3 9 4．89 1

ⅡI 2 5 1 Y L L D ○ 0．03 －9 55 55 ．86 7 33 929 ．7 68 9 4．88 6

HI 2 52 Y L L D C ） 0．05 －9 555 5 ．95 0 33 930 ．0 73 94 ．9 0 7

IIl 2 53 Y L L D ○ 0 ．0 4 …95 55 6 ．03 7 339 30 ．0 74 94 ．8 77

Ⅱ1 2 54 Y L L D ○ 0 ．0 2 …95 55 6 ．09 0 339 30 ．0 56 94 ．9 22

III 2 55 Y L L D ○ 0 ．0 6 －95 55 6 ．12 0 3 39 30 ．169 94 ．8 8 1

Ⅲ 25 6 Y L L D ○ 0 ．0 4 －95 55 5．97 5 3 39 30 ．4 13 94 ．9 1 1

Ⅲ 25 7 Y L L D （⊃ 0．0 4 －95 55 5．93 2 3 39 30 ．5 16 94 ，9 15

ⅡI 25 8 Y L L D ○ 0 ．0 6 －95 55 5．7 9 2 3 39 30 ．4 42 94 ．9 40

m 25 9 Y L L D ○ 0 ．0 1 －95 55 5．7 96 3 39 30 ．3 83 94 ．9 07

III 26 0 Y L L D ○ 0 ．0 3 …95 55 5．7 89 3 39 30 ．2 80 94 ．9 08

lけ 26 1 Y L L D ○ 0 ．13 3 39 30 ．6 67 94 ．8 82

Ⅲ 26 2 Y L L D ○ 0 ．74 …95 55 6．2 2 1 3 39 30 ．9 61 94 ．9 07

Ⅲ 26 3 Y L L D ○ 0 ．2 1 －9 55 5 6．0 9 1 3 39 30 ．93 6 94 ．9 35

Ⅲ 264 Y L L D ○ 0 ．03 －9 55 56 ．0 85 33 93 0 ．98 4 94 ．9 34

III 26 5 Y L L D ○ 0 ．02 －9 55 56 ．0 33 33 93 1 ．10 6 9 4 ．9 18

lu 266 Y L L D ○ 0 ．07 －9 55 55 ．8 84 33 93 1 ．08 7 9 4 ．96 4

III 267 Y L L D ○ 0 ．13 －9 55 55 ．7 38 33 93 0．95 1 9 4 ．96 3

i III 268 Y L L D ○ 3 ．06 …9 55 55 ．9 83 33 93 0．79 6 9 4 ．88 7

i Ⅲ 269 Y L L D ○ 0 ．22 －9 55 55 ．8 64 33 93 0．90 7 9 4 ．96 6

障 II 2 70 Y L L D ○ 0 ．07 －9 55 55 ．40 3 33 92 9．57 3 9 4 ．92 3

！ Ⅲ 2 7 1 Y L L D ○ 0．05 －9 55 55 ．28 5 33 92 9．5 90 9 4．92 7

Ⅲ 2 72 Y L L D C） 0．09 －9 55 55 ．00 3 33 92 9．4 7 6 9 4．94 4

ⅢI 2 73 Y L L D ○ 0．15 …9 55 54 ．96 3 33 92 9．4 7 7 9 4．93 1

III 2 74 Y L L D ○ 0．08 －9 55 54 ．95 7 33 92 9．5 66 9 4．94 4

III 2 75 Y L L D （⊃ 0．14 －95 5 54 ．89 7 339 2 9．6 25 94 ．9 4 1

III 2 76 Y L L D ○ 0．11 －95 55 5 ．06 7 339 29 ．5 98 94 ．9 5 1

m 3 68 Y L L P ○ 0．0 5 －95 53 9．48 9 3 39 49 ．0 97 9 5．5 6 3

Ⅲ 3 69 Y L L P ○ 0 ．0 8 －95 53 9．22 8 3 39 49 ．175 95 ．5 28

IⅡ 37 0 Y L L U ○ 0 ．0 5 －95 52 7．98 6 33 95 6．5 2 95 ．3 7 2

＝ 37 1 Y L L U ○ 0 ．17 －95 52 7．55 3 3 39 55 ．9 4 1 95 ．3 44

Hl 37 2 Y L L ○ 0 ．11 …95 53 0．87 5 3 39 27 ．2 76 95 ．3 15

III 37 3 Y L L E C〕 0 ．0 4 95 ．2 50

III 37 4 Y L L E ○ 0 ．3 2 －95 53 6．3 99 3 39 28 ．4 22 95 ．140

III 37 5 Y L L C C ） 0 ．0 9 －9 5 54 3．3 12 3 39 27 ．06 8 94 ．9 93

ⅡI 37 6 Y L L C ○ 0 ．1 8 －9 5 544 ．103 3 39 26 ．14 8 94 ．8 68

IH 37 7 Y L L C ○ 0 ．1 6 －9 5 544 ．2 17 3 39 26 ．1 10 94 ．8 76

HI 37 8 Y L L C ○ 0 ．1 6 －9 5 544 ．152 33 9 25 ．89 7 94 ．8 63

H I 379 Y L L C （⊃ 0．07 －9 55 45 ．108 33 9 26 ．14 0 94 ．8 60

＝ 380 Y L L C ○ 0 ．26 －9 55 45 ．174 33 9 26 ．07 1 94 ．8 64

H I 38 1 Y L L C ○ 0 ．17 －9 55 45 ．2 4 1 33 92 6 ．07 5 94 ．84 9

III 382 Y L L C ○ 0 ．24 －9 55 45 ．0 37 33 92 5．89 9 9 4 ．88 8

ⅡI 3 83 Y L l． C ○ 0．1 1 …9 55 45 ．162 33 92 5．73 9 9 4 ．88 5

ⅡI 3 84 Y L L C ○ 0．06 －9 55 45 ．2 15 33 92 5．75 1 9 4 ．87 9

ⅡI 3 85 Y L L C ○ 0．07 －9 55 45 ．2 19 33 92 5．8日 9 4．86 5

＝ 3 86 Y L L C ○ 0．05 －9 554 5 ．78 2 33 92 6．088 9 4．98 7

IIi 3 87 Y L L C ○ 0．13 －9 554 5 ．76 3 33 92 5．9 14 9 4．88 4

III 3 88 Y L L C ○ 0．07 －9 554 5 ．62 2 33 92 5．6 50 9 4．83 7

1m 3 89 Y L L C ○ 0．0 8 －9 554 5 ．43 8 33 924 ．4 35 9 4．78 2

ⅡI 3 90 Y L L C ○ 0．0 2 －9 554 5 ．07 2 33 924 ．6 3 1 9 4．79 6

Ⅲ 3 91 Y L L C ○ －95 54 5 ．16 8 33 924 ．3 40 9 4．70 6

Ⅲ 39 2 Y L L C ○ 0 ．12 －95 54 5．42 9 3 39 24 ．0 19 9 4．74 3

III 39 3 Y L L C ○ 0 ．0 5 －95 54 5．57 0 3 39 24 ．0 17 94 ．718

ⅡI 39 4 Y L L C ○ 0 ．2 0 －95 54 5．61 8 3 39 23 ．7 65 94 ．7 20

Ⅲ 39 5 Y L L C ○ 0 ．0 4 －95 54 4．51 6 3 39 24 ．4 63 94 ．7 99

m 39 6 Y L L C ○ 0 ．2 6 －95 54 4．53 1 3 39 24 ．3 10 94 ．7 58

1m 39 7 Y L L C ○ 0 ．0 6 －95 54 4．4 45 3 39 24 ．3 39 94 ．7 76

Ⅲ 39 8 Y L L C ○ 0 ．0 5 －9 5 544 ．3 87 3 39 24 ．34 1 94 ．7 85

Ⅲ 39 9 Y L L C ○ 0 ．11 －9 5 544 ．4 65 3 39 24 ．1 59 94 ．7 6 1

1日 40 0 Y L L C ○ 0 ．04 －9 5 544 ．5 04 3 39 23 ．97 6 94 ．7 49

m 40 1 Y L L Q ． ○ 0．4 7 －9 5 529 ．4 4 1 3 394 2 ．14 3 95 ．7 58

ⅡI 40 2 Y L L Q ○ 0 ．57 －9 55 29 ．4 35 3 394 1 ．88 4 95 ．7 90

Ⅲ 4 0 3 Y L L Q ○ 0 ．43 －9 55 29 ．4 48 3 394 1 ．66 6 95 ．7 33

Ⅲ 4 04 Y L L Q ○ 0 ．07 －9 55 29 ．5 56 3 394 1 ．67 9 95 ．7 62

Ⅲ 4 05 Y L L Q ○ 0 ．10 －9 55 29 ．5 50 3 394 1 ．50 8 95 ．7 63

IⅢ 4 06 Y L L Q ○ 1．25 －9 55 29 ．6 58 33 94 1 ．38 7 95 ．73 2

Ⅲ 4 07 Y L L Q ○ 0．03 －9 55 29 ．4 20 33 94 1．37 8 95 ．80 7

Ⅲ 4 08 Y L L Q × 0．10 －9 55 29 ．54 6 33 94 1．23 8 95 ．76 7

m 4 09 Y L L Q × 0．05 －9 55 29 ．26 1 33 94 1．32 5 95 ．76 5

ⅡI 4 10 Y L L Q C ） 1．06 －9 55 29 ．46 2 33 94 1．37 1 9 5 ．75 5

ⅢI 4 1 1 Y L L Q × 0．03 －9 55 29 ．42 9 33 94 1．31 0 9 5．77 0

H I 4 12 Y L L Q × 0．12 －9 55 29 ．46 9 33 94 1．31 4 9 5．79 6

Ⅲ 4 13 Y L L Q ○ 0．10 －9 552 9 ．57 0 33 94 1．3 34 9 5．75 9

ⅡI 4 14 Y L L Q × 0．2 0 …95 52 9 ．57 0 33 94 1．158 9 5．82 2

Ⅲ 4 15 Y I。L Q ○ 0 ．3 3 －95 52 9 ．69 3 33 94 1．0 16 9 5．77 1

IⅢ 4 16 Y L L Q × 0 ．0 4 …95 52 9 ．17 4 339 4 1．135 9 5．80 9

Hl 4 17 Y L L Q × 0 ．0 2 －95 52 8 ．99 4 339 4 1．3 40 9 5．79 7

IⅢ 4 18 Y L L Q × 0 ．11 －95 52 8 ．94 9 339 4 1．3 1 1 9 5．78 3

m 4 19 Y L L Q ○ 0 ．7 2 …95 52 9．57 2 339 4 1．153 9 5．77 9

IⅡ 42 0 Y L L Q × 0 ．0 7 －95 52 8．96 2 3 39 4 1．188 9 5．7 77

ⅡI 42 1 Y L L Q × 0 ．15 －95 52 9．11 0 3 39 4 1．2 45 95 ．7 89

m 42 2 Y L L Q × 0 ．0 8 －95 52 9．4 79 3 39 4 1．0 56 95 ．7 88

Ⅲ 423 Y L L Q C ） 0 ．0 3 －95 52 9．7 03 3 39 40 ．68 2 95 ．9 24

H I 424 Y L L Q ○ 0 ．2 2 －9 5 52 9．3 75 3 39 4 1．0 10 95 ．7 8 1

Ⅲ 4 25 Y L L Q ○ 0 ．84 －9 55 2 9．3 84 3 39 4 1．06 8 95 ．7 72

文化層
遣物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量 （短） X 座標 Y 座標 Z座標

III 4 26 Y L L Q C 〕 0 ．0 1 …95 52 9 ．9 14 33 94 1．8 6 2 9 5．8 7 9

III 4 27 Y L L Q C ） 0 ．0 2 33 94 1．4 84 9 5．8 03

IH 4 28 Y L L Q C ） 0 ．10 －95 53 0．22 9 9 5．7 5 5

IⅢ 4 29 Y L L Q C ） 0 ．0 6 －95 53 0．09 1 3 39 4 1．118 9 5．7 58

lH 4 30 Y L L Q C i 0 ．6 8 －95 53 0．57 2 3 39 4 1．192 9 5．7 54

IⅢ 4 31 Y L L Q ⊂） 1．7 7 －95 53 0．48 9 3 39 40 ．9 56 9 5．7 36

lH 4 32 Y L L Q C ） 0 ．0 2 …95 53 0．38 7 3 39 4 1．9 48 9 5．7 27

III 4 33 Y L L Q C ） 0 ．0 1 －95 53 0．598 3 39 42 ．0 8 1 9 5．7 40

IH 43 4 Y L L Q C ） 0 ．07 …9 5 530 ．6 5 1 3 39 4 1．9 62 95 ．7 52

Ⅲ 43 5 Y L L Q ○ 0 ．06 －9 55 30 ．5 95 3 39 4 1．6 92 95 ．7 55

Ⅲ 43 6 Y L L Q C ） 0 ．18 …9 55 30 ．5 56 3 39 4 1．6 05 95 ．7 56

III 43 7 Y L L Q ○ 0 ．26 －9 55 30 ．7 95 3 39 4 1．80 6 95 ．7 34

Ⅲ 43 8 Y L L Q ○ 0 ．1 1 …9 55 30 ．7 02 3 394 1 ．6 10 95 ．7 58

IⅢ 43 9 Y L L Q × 0 ．06 －9 55 30 ．7 59 3 394 1 ．54 2 95 ．74 9

IH 44 0 Y L L Q ○ 0 ．10 －9 55 30 ．8 24 3 394 1 ．39 3 95 ．73 9

lH 44 1 Y L L Q C〕 0．48 －9 55 3 1．0 27 3 394 1 ．45 5 95 ．74 3

III 44 2 Y I。L Q ○ 0．02 …9 55 3 1．2 39 33 94 1 ．65 4 95 ．74 2

m 4 4 3 Y L L Q ○ 0．07 －9 55 30 ．64 5 33 94 1 ．57 3 95 ．73 8

1m 4 4 4 Y L L Q （⊃ 0．19 －9 55 30 ．6 15 33 94 1．62 2 9 5 ．74 1

IⅢ 4 4 5 Y L L Q ○ 0．4 0 －9 553 1 ．0 17 33 94 2．68 2 9 5 ．73 8

III 4 4 6 Y L L Q ○ 0．16 －9 553 1 ．33 6 33 94 2．30 0 9 5 ．69 5

IH 4 4 7 Y L L Q ○ 0．4 2 －9 553 1 ．3 12 33 94 2．40 5 9 5．72 6

III 4 48 Y L L Q ○ 0．0 2 －95 53 1 ．62 8 33 94 3．17 3 9 5．69 8

1m 4 49 Y L L Q （⊃ 0．0 2 9 5．77 8

III 4 50 Y L L Q ○ 0 ．2 0 －95 53 3 ．00 4 33 94 1．9 87 9 5．74 1

IⅢ 4 5 1 Y L L Q （⊃ 0．2 5 －95 53 2 ．9 18 33 94 1．8 58 9 5．717

lH 4 52 Y L L Q ○ 0 ．0 2 …95 53 2 ．70 5 339 4 1．8 6 1 9 5．774

IⅡ 4 53 Y L L Q ○ 0 ．5 2 －95 53 2．57 4 339 4 1．0 76 9 5．747

1m 4 54 Y L L Q ○ 0 ．13 －95 53 2．10 2 3 39 40 ．9 53 9 5．7 47

III 4 55 Y L L Q ○ 0 ．0 2 3 39 40 ．8 57 9 5．7 82

1日 4 56 Y L L Q （⊃ 0．9 0 －95 53 2．10 5 3 39 40 ．6 08 9 5．7 35

Ⅲ 4 57 Y L L Q ○ 0 ．4 2 3 39 40 ．6 22 95 ．7 55

III 54 8 Y L L B ○ 0 ．0 2 －955 4 7．2 98 3 39 16 ．5 62 94 ．2 35

IH 54 9 Y L L B ○ 0 ．28 －955 4 7．8 98 3 39 16 ．7 36 94 ．138

Ⅲ 55 0 Y L L B ○ 0 ．05 －9 55 48 ．4 29 3 39 16 ．6 25 94 ．132

H l 55 1 Y L L B C ） 0 ．0 1 －9 55 48 ．2 74 3 39 16 ．16 9 94 ．0 76

IH 55 2 Y L L B ○ 0 ．07 …9 55 48 ．7 65 3 39 15 ．49 4 94 ．0 12

‖ 55 3 Y L L B （〕 0．0 1 －9 55 47 ．8 18 3 39 15 ．2 12 94 ．129

III 55 4 Y L L B （⊃ …9 55 47 ．3 93 3 39 14 ．30 5 94 ．20 7

IH 55 5 Y L L C ｝ 0．09 …9 55 42 ．107 33 9 17 ．34 3 94 ．35 7

IH 55 6 Y L L B ○ 0．0 1 －9 55 47 ．2 08 33 9 15 ．70 0 94 ．20 2

IH 55 7 Y L L B ○ 0．07 －9 55 47 ．6 23 33 9 16 ．37 9 94 ．09 7

IⅢ 55 8 Y L L B （⊃ 0．02 －9 55 47 ．5 91 33 9 19 ．5 14 94 ．40 5

III 55 9 Y L L ○ 0．18 －9 55 43 ．54 6 33 9 14 ．4 17 9 4 ．06 2

III 560 Y L L （⊃ 0．0 8 －9 554 2 ．0 53 33 9 12．40 9 9 4 ．00 2

III 56 1 Y L L B （⊃ 0．0 5 －9 554 9 ．44 2 33 9 14．75 6 9 3 ．93 0

m 5 62 Y L L B ○ 0．0 1 －95 54 7 ．42 7 33 9 16．50 8 9 4．13 6

III 5 63 Y L L E ○ 0 ．11 －95 53 8 ．49 2 33 92 8．23 7 9 5．20 9

IH 5 64 Y L L E ○ 0 ．0 5 －95 53 7 ．10 8 33 92 8．19 7 9 5．22 4

IH 5 65 Y L L E ○ 0 ．0 5 －95 53 7 ．33 8 33 92 7．3 94 9 5．18 8

III 5 66 Y L L E ○ 0 ．0 8 －95 53 7 ．49 8 33 92 7．5 94 9 5．22 2

IH 5 67 Y L L E ○ 0 ．0 4 －95 53 7 ．50 6 33 92 7．7 9 5 9 5．18 4

lH 5 68 Y L L E ○ 0 ．0 9 －95 53 7．56 9 339 2 7．5 54 9 5．22 9

III 5 69 Y L L E ○ 0 ．10 －95 53 7．69 4 3 39 2 6．8 77 9 5．20 2

m 5 70 Y L L E ○ 0 ．0 3 －95 53 7．72 6 3 39 26 ．3 47 9 5．184

IH 5 71 Y L L D ○ 0 ．0 2 －95 55 5．87 1 3 39 30 ．9 8 1 94 ．9 18

III 5 72 Y L L D ○ 0 ．0 9 －95 55 5．84 6 3 39 27 ．9 98 94 ．7 24

IH 5 73 Y L L Q ○ 0 ．04 －95 53 3．004 3 39 4 1．9 5 1 95 ．7 20

IH 57 4 Y L L Q ○ 0 ．3 1 －955 3 2．078 3 39 40 ．9 22 95 ．7 2 1

III 57 5 Y L L Q ○ 0 ．04 …9 55 3 2．144 3 39 40 ．8 48 95 ．7 30

IH 57 6 Y L L R ○ 0 ．76 －9 55 27 ．6 66 3 39 36 ．3 7 1 95 ．6 00

IⅡ 57 7 Y L L R ○ 0 ．0 1 －9 55 27 ．4 87 3 39 36 ．4 65 95 ．7 05

l［ 57 8 Y L L R ○ 0 ．18 －9 55 27 ．4 9 1 3 39 36 ．6 54 95 ．6 12

Ⅲ 57 9 Y L L R ○ 0 ．18 －9 55 27 ．4 02 3 39 36 ．5 33 95 ．6 17

IⅡ 58 0 Y L L R ○ 0 ．5 1 －9 55 27 ．7 5 1 3 39 36 ．90 5 95 ．54 5

IH 58 1 Y L L R ○ 0 ．32 －9 55 27 ．2 07 3 39 37 ．83 7 95 ．7 64

Ⅲ 58 2 Y L L R ○ 0 ．12 －9 55 26 ．8 18 33 9 38 ．25 0 95 ．78 6

IⅡ 58 3 Y L L U C） 0．06 －9 55 26 ．7 05 33 9 56 ．46 1 95 ．40 2

IH 58 4 Y L L U ○ 0．08 －9 55 26 ．9 15 33 9 55 ．95 9 95 ．4 12

lu 58 5 Y L L U C） 0．21 －9 55 26 ．7 99 33 9 55 ．74 6 9 5 ．35 2

IⅢ 58 6 Y L L U ○ 0．34 33 95 5 ．53 3 9 5 ．39 9

IH 58 7 Y L L U ○ 0．0 3 －9 55 27 ．0 90 33 95 4 ．85 7 9 5 ．44 5

IⅢ 588 Y L L U ○ 0．2 6 －9 55 27 ．4 58 33 95 5 ．15 9 9 5 ．46 0

Ⅲ 5 89 Y L L U （⊃ 0．5 7 －9 55 27 ．2 73 33 95 4．3 18 9 5 ．50 5

IⅢ 5 90 Y L L U C 〕 0．2 9 －95 5 27 ．37 2 33 95 3．55 1 9 5 ．5 18

IH 5 9 1 Y L L U ○ 0．10 －95 52 8 ．14 2 33 95 4．33 9 9 5 ．40 8

IⅡ 5 92 Y L L V ○ 0 ．15 －95 52 7 ．44 4 33 95 2．56 1 9 5 ．55 3

IⅡ 5 93 Y L L V ○ 0 ．3 7 －95 52 7 ．43 0 33 95 2．38 0 9 5 ．53 2

m 5 94 Y L L V ○ 0 ．2 9 －95 52 7 ．50 8 33 95 2．39 7 9 5．54 0

†H 5 95 Y L L U ○ 0 ．4 1 －95 52 7．64 4 33 95 4．92 5 9 5．42 3

IⅢ 5 96 Y L L U ○ 0 ．3 0 －95 52 7．69 0 33 95 5．0 58 9 5．4 1 7

IⅢ 5 97 Y L L U ○ 0 ．3 8 －95 52 7．77 5 33 95 5．130 9 5．4 2 7

†［ 5 98 Y L L U ○ 0 ．1 1 －95 52 7．87 1 3 3 95 5．0 67 9 5．4 6 7

Ⅲ 59 9 Y L L U ○ 0 ．0 7 －95 52 7．96 8 3 3 954 ．8 98 9 5．51 6

IⅢ 60 0 Y L L U ○ 0 ．0 5 －95 52 7．86 7 3 39 55 ．2 33 9 5．4 14

m 60 1 Y L L U ○ 0 ．1 7 －95 52 7．954 3 39 55 ．4 25 9 5．4 24

IⅡ 60 2 Y L L U ○ 0 ．20 …9 5 52 7．8 49 3 39 55 ．4 50 9 5．4 23

lH 60 3 Y L L U ○ 0 ．28 －9 5 52 7．9 0 1 3 39 55 ．5 0 1 9 5．3 84

lH 60 4 Y L L U C ） 0 ．12 3 39 57 ．7 12 9 5．3 07

Ⅲ 60 5 Y L L U ○ 0 ．05 －9 55 27 ．5 07 3 39 55 ．5 82 9 5．3 94

－80－



文化層
遺物

番 号

出土

層位

ブロック

番号
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文化層
遺物

番号

出土　　 ブロック

層位　　 番号
赤化 重量 （短） X 座標 Y 座標 Z座標

lH 60 6 Y L L U C ） 0 ．8 6 …95 52 6．67 1 33 95 7．52 9 95 ．3 33 III 6 96 Y L L V C ） 0 ．2 1 －95 52 8 ．73 6 339 5 2．10 1 9 5．516

III 60 7 Y L L U ○ 0 ．2 0 －95 52 6．32 9 33 95 7．13 0 95 ．3 59 Ⅲ 6 97 Y L L V ○ 0 ．16 …95 52 8．4 10 339 5 2．7 59 9 5．4 23

III 60 8 Y L L U C 0 ．10 …95 52 6．27 6 95 ．3 65 III 6 98 Y L L V C ） 0 ．2 8 …95 52 8．50 4 3 39 52 ．8 12 9 5．4 53

Ⅲ 60 9 Y L L tJ C ） 0 ．0 2 －95 52 5．6 28 33 95 6．4 5 8 9 5 ．36 4 1日 6 99 Y L L Ⅴ （⊃ 0．2 9 －95 52 9．13 8 3 39 5 1．4 50 95 ．5 32

Ⅲ 6 10 Y L L U ○ 0 ．2 9 －9 5 52 5．2 60 3 39 5 5．6 9 7 9 5 ．39 7 IH 7 00 Y L L V ○ 0 ．13 －95 52 9．36 1 3 39 5 1．5 70 95 ．5 32

I］ 6 11 Y L L U C ） 0 ．0 5 －9 5 526 ．0 3 1 3 39 55 ．5 70 9 5．4 11 III 7 01 Y L L V C ） 0 ．08 」汚5 2 9．3 46 3 39 5 1．4 87 95 ．54 6

m 61 2 Y L L U C ） 0 ．15 …9 55 26 ．2 78 3 39 55 ．3 12 9 5．42 5 III 70 2 Y L L V ○ 0 ．09 －9 55 29 ．4 3 1 3 39 5 1．4 59 95 ．53 7

1 I 6 1 3 Y L L U C 〕 0 ．67 －9 55 26 ．4 08 3 39 54 ．9 56 9 5．43 9 III 70 3 Y L L Ⅴ ○ 0．03 －9 55 29 ．5 78 3 39 5 1．34 5 95 ．50 9

III 6 14 Y L L U ⊂） 0．09 4 55 24 ．3 19 3 39 57 ．8 32 9 5．25 7 IH 70 4 Y L L Ⅴ ○ 0．04 －9 55 29 ．5 86 33 9 51 ．46 6 95 ．55 7

1日 6 15 Y L L U ○ 0．08 3 39 55 ．4 8 1 9 5．3 84 III 70 5 Y L L V ○ 0 ．03 …9 55 29 ．5 77 33 95 1 ．5 19 9 5 ．5 16

IIl 6 16 Y L L U ⊂） 0．19 …9 55 27 ．73 5 33 9 55 ．4 72 95 ．4 09 H I 70 6 Y L L V C ） 0 ．03 －9 55 29 ．5 94 33 95 1 ．56 4 9 5 ．5 11

Ⅲ 6 17 Y L L U ○ 0．57 －9 55 27 ．66 5 33 95 5 ．40 4 95 ．3 88 m 70 7 Y L L Ⅴ C ） 0．08 －9 55 29 ．69 0 33 95 1．42 0 9 5．47 3

Ⅲ 6 18 Y L L U ○ 0．56 －9 552 9 ．06 6 33 95 4 ．99 8 95 ．3 8 1 IH 708 Y L L V C ） 0．04 －9 55 29 ．57 2 33 95 1．64 7 9 5．50 5

III 6 19 Y L L U （⊃ 0．2 5 －95 52 8 ．89 4 33 95 5．25 0 95 ．3 44 III 709 Y L L V × 0．0 5 …95 52 9 ．60 7 33 95 1．666 9 5．50 2

III 6 20 Y L L U ○ 0 ．日 づ 5 52 8 ．7 11 95 ．3 25 H I 7 10 Y L L V C ｝ 0．14 －95 52 9 ．70 9 33 95 1．6 92 9 5．5 04

III 62 1 Y L L U ○ 0 ．2 2 －95 52 9．13 4 33 95 5．60 4 95 ．34 2 III 7 1 1 Y L L V C ） 0．0 7 －95 52 9．76 0 3 3 95 1．7 35 9 5．4 95
i III 62 2 Y L L U C ） 0 ．日 ～95 52 9．0 3 2 33 95 5．60 3 95 ．33 0 IH 7 12 Y L L V ○ 0 ．2 8 4 5 52 9．77 4 3 39 5 1．6 62 9 5．4 8 1

III 62 3 Y L L U ○ 0 ．2 2 －95 52 9．0 2 3 339 5 5．7 1 9 95 ．33 8 III 7 13 Y L L V ○ 0 ．2 4 －95 52 9．92 6 3 39 5 1．5 17 95 ．4 82

ⅡI 62 4 Y L L U ○ 0 ．1 0 －95 52 8．9 5 7 339 55 ．6 6 3 9 5．3 17 III 7 14 Y L L Ⅴ ○ 0．2 7 －95 52 9．8 83 3 39 5 1．3 92 95 ．4 70

m 62 5 Y L L U ○ 0 ．05 －9 55 28 ．8 58 3 39 55 ．5 44 9 5．33 8 m 7 15 Y L L V ○ 0 ．0 3 －95 53 1．2 85 3 39 5 1．2 18 95 ．4 82
1 m 62 6 Y L L U C ） 0 ．17 －9 55 28 ．8 9 1 3 39 55 ．6 08 9 5．34 7 IH 7 16 Y L L V （⊃ 0．0 3 3 39 51 ．3 17 95 ．4 61
［ ⅡI 627 Y L L U C ） 0 ．09 …9 55 28 ．8 07 3 39 55 ．6 17 9 5．328 III 7 17 Y L IJ V ○ 0 ．4 5 …9 55 30 ．6 03 3 39 51 ．23 3 95 ．4 60
i III 6 28 Y L L U C ） 1 ．12 …9 55 28 ．5 49 3 39 55 ．1 76 9 5．3 38 IIl 7 18 Y L L V C ） 0 ．0 1 －9 55 29 ．9 33 3 39 50 ．96 2 95 ．60 9
i III 6 29 Y L L S ○ 0．58 …9 55 24 ．3 07 3 394 8 ．26 4 95 ．8 44 III 7 19 Y L I。 Ⅴ （〕 0．12 －9 55 30 ．113 33 95 0 ．92 1 95 ．50 8
j III 6 30 Y L L S ○ 0．14 …9 55 24 ．64 9 33 94 7 ．92 5 95 ．7 23 III 72 0 Y I。L V C ） 0 ．09 －9 55 30 ．2 76 33 95 0．82 8 9 5 ．48 3

Ⅲ 6 3 1 Y L L S C ） 0．17 －9 55 24 ．69 2 33 94 8 ．07 7 95 ．6 96 lu 72 1 Y L L V ○ 0．85 ～9 55 29 ．99 6 33 95 0．57 2 9 5 ．46 6

IH 6 32 Y L L S ○ 0 ．2 1 －95 5 24 ．67 8 33 94 7 ．76 6 95 ．7 13 IⅡ 72 2 Y L L V C〕 0．62 －9 55 29 ．69 5 33 95 0．70 3 9 5．49 5
i III 6 33 Y L L S ○ 0 ．12 －95 52 4 ．64 2 33 94 7 ．65 7 95 ．7 30 IH 7 2 3 Y L L Ⅴ ○ 0．71 …9 552 9 ．84 5 33 95 0．47 1 9 5．48 0

ⅡI 63 4 Y L I。 S ○ 0 ．3 5 －95 52 5 ．25 5 33 94 7 ．59 4 95 ．88 4 1m 7 24 Y L L V ○ 0．04 －9 553 0 ．77 2 33 950 ．557 9 5．53 1

III 63 5 Y L L S 〔〕 0．2 7 95 ．78 2 III 7 25 Y L L V ○ 0．0 3 …95 53 0 ．78 7 3 3 95 1．0 94 9 5．4 84

III 63 6 Y L L S C ） 0 ．14 －95 52 4．93 5 33 94 7．0 6 7 lu 7 2G Y L L V ○ 0 ．18 3 39 5 1．2 46 9 5．4 84

III 63 7 Y L L S ○ 0 ．4 0 －95 52 4．740 339 4 6．9 日 9 5 ．75 4 III 7 27 Y L L V ○ 0 ．0 3 ”け95 53 0．8 16 3 39 5 1．3 1 1 9 5，4 68
i III 63 8 Y L L S ○ 0 ．0 5 －9 5 524 ．6 08 3 39 4 7．0 13 9 5．75 4 IH 7 28 Y L L V ○ 0 ．0 8 －95 53 0．80 7 3 39 5 1．2 40 95 ．4 72
障 H 63 9 Y L L S ○ 0 ．1 5 －9 5 524 ．6 63 3 39 47 ．119 9 5．76 5 III 7 29 Y L L V ○ 0 ．2 7 －95 53 0．8 98 3 39 5 1．3 20 95 ．4 62
i H I 640 Y L L S ○ 0 ．04 －9 55 24 ．6 92 3 39 47 ．154 9 5．76 3 IⅢ 7 30 Y L L Ⅴ ○ 0．3 0 －95 53 1．0 28 3 39 5 1．136 95 ．4 60
i III 6 4 1 Y L L S ○ 0 ．05 －9 55 24 ．7 34 3 39 47 ．2 47 9 5．77 2 IH 73 1 Y L L V C ） 0 ．0 5 －955 3 1．147 3 39 51 ．20 5 95 ．4 96
障 II 6 42 Y L L S ○ 0．0 1 …9 55 24 ．5 8 1 9 5．7 8 5 m 73 2 Y L L V ○ 0 ．03 …9 55 3 1．134 3 39 51 ．15 8 95 ．4 78
i III 6 43 Y L L S ○ 0．22 －9 55 24 ．64 0 3 39 47 ．24 3 9 5．7 6 5 III 73 3 Y L L Ⅴ ○ 0．36 3 395 1 ．08 3 95 ．44 3
i IIl 6 44 Y L L S ○ 0．08 …9 55 24 ．5 59 33 94 7 ．34 2 95 ．7 85 III 73 4 Y L L V ○ 0 ．25 …9 55 3 1．3 27 33 95 1 ．24 7 95 ．47 1
障 II 6 45 Y L L S ○ 0．0 1 －9 55 24 ．59 9 33 94 7 ．39 1 95 ．7 73 III 73 5 Y L L V ○ 0．22 戎 55 3 1．4 24 33 95 1 ．18 1 9 5 ．47 3
i ⅡI 64 6 Y L L S ○ 0．0 2 －95 5 24 ．98 6 33 94 6 ．56 4 95 ．8 85 1日 73 6 Y L L V ○ 0．26 …9 55 3 1．5 25 33 95 1．25 9 9 5 ．48 6
l m 64 7 Y L L S ○ 0．0 1 －95 52 3 ．97 4 33 94 7 ．10 9 95 ．7 45 IH 73 7 Y L L Ⅴ ○ 0．19 －9 55 3 1．64 5 33 95 1．35 1 9 5．48 1
i III 64 8 Y L L S ○ 0 ．0 4 －95 52 4 ．05 0 33 94 6．97 4 95 ．7 90 H I 738 Y L L V ○ 0．06 …9 553 1 ．79 0 33 95 1．30 4 9 5．47 0
l 川 64 9 Y L L S ○ 0 ．0 6 －95 52 4．09 5 33 94 6．9 15 95 ．7 75 III 7 39 Y L L V C） 0．4 4 －9 553 1 ．15 9 33 95 0．8 84 9 5．49 1
障 II 65 0 Y L L S ○ 0 ．0 5 －95 52 4．44 9 33 94 6．77 3 9 5 ．8 14 III 7 40 Y L L V ○ 0．13 ～95 53 1 ．20 9 33 95 0．9 9 5 9 5．4 84
j III 65 1 Y L L S C ） 0 ．0 8 …95 52 4．318 33 94 6．63 9 9 5 ．78 2 III 7 4 1 Y L L V ○ 0 ．0 1 3 39 5 0．9 60 9 5．507
i III 65 2 Y L L S ○ 0 ．11 3 39 46 ．547 9 5 ．79 2 IH 7 42 Y L L V （⊃ 0．11 －95 53 1．28 4 9 5．4 80
I Ⅲ 65 3 Y L L S （⊃ 0．06 －9 5 524 ．4 04 3 39 46 ．5 00 9 5．80 9 ⅡI 7 43 Y L L V ○ 0 ．0 2 －95 53 1．30 3 3 39 50 ．7 4 1 95 ．4 92
i III 6 54 Y L L S ○ 4 ．30 －9 5 525 ．2 97 3 39 45 ．5 7 1 9 5．8 5 2 III 7 44 Y L L V （⊃ 0．0 7 －95 53 1．38 3 3 39 50 ．7 92 95 ．4 76
i III 6 55 Y L L S ○ 1 ．19 …9 55 25 ．4 89 3 39 45 ．4 7 1 9 5．8 5 7 III 74 5 Y L L V ○ 0 ．2 4 －95 53 1．339 3 39 50 ．8 96 95 ．4 82
j IIl 6 56 Y L L S ○ 0 ．02 －9 55 24 ．103 3 39 48 ．145 9 5．7 7 2 III 74 6 Y L L Ⅴ （⊃ 0．3 2 95 ．4 84
i III 6 57 Y L L S ○ 0．0 1 4 55 24 ．5 84 3 39 47 ．106 9 5．7 89 III 74 7 Y L L V ○ 0 ．19 －9 55 3 1．5 87 3 39 50 ．8 25 95 ．5 01

III 6 58 Y L L T 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

0．02 －9 55 2 1．9 68 3 39 55 ．36 3 9 5．4 99 III 74 8 Y L L V C ） 0 ．22 …9 55 3 1．7 64 3 39 50 ．79 3 95 ．50 4

III 6 59 Y L L S 0．0 1 …9 55 26 ．08 7 3 395 1 ．39 2 9 5．8 12 III 74 9 Y L L V ○ 0 ．3 1 －9 55 3 1．4 00 33 9 50 ．26 0 95 ．53 7

m 6 60 Y L L S 0．0 6 －9 55 24 ．57 7 33 94 7 ．36 3 95 ．7 56 III 75 0 Y L L Ⅴ C ） 0 ．3 1 －9 55 32 ．0 93 33 95 0 ．60 5 95 ．49 5 ［

川 6 61 Y L L E 0 ．0 5 －9 553 8 ．36 8 33 92 5 ．46 2 95 ．0 80 IⅡ 75 1 Y L L Ⅴ ○ 0．44 －9 55 32 ．0 84 33 95 0 ．36 8 9 5 ．50 2 i

1m 66 2 Y L L P 0 ．14 －95 53 8 ．24 5 33 95 1．99 6 95 ．4 50 III 75 2 Y L L Ⅴ ○ 0．06 －9 55 32 ．3 15 33 94 9．92 7 9 5 ．53 2 ［

間 66 3 Y L L P 0 ．0 9 －95 53 8 ．28 6 33 95 1．90 0 95 ．4 68 IH 753 Y L L V ○ 0．03 －9 55 32 ．78 8 33 94 9．78 0 弧 58 4　 j

III 66 4 Y L L P 0 ．19 －95 53 8 ．37 0 33 95 1．95 3 95 ．44 6 ln 7 54 Y L L Ⅴ ○ 0．05 －9 55 32 ．55 5 33 94 9．69 2 9 5 ．57 0 ［

III 66 5 Y L L P 0 ．15 95 ．46 9 III 7 55 Y L L V ○

○

（⊃

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

C ）

（⊃

O i

O i

0．0 4 －9 553 2 ．2 13 33 94 9．4 7 6 9 5．56 9 】

III 66 6 Y L L P 0 ．04 339 5 1．8 88 9 5 ．47 7 III 7 56 Y L L Ⅴ 0．0 2 9 5．56 2

III 66 7 Y L L P 0 ．1 2 －95 53 8．4 2 2 339 5 1．9 10 9 5．45 5 lH 7 57 Y L L V 0．0 3 －95 53 1．65 6 33 94 9．3 98 9 5．57 7

III 6 68 Y L L P 0 ．05 －9 5 53 9．9 64 3 39 50 ．2 19 9 5．48 2 川 7 58 Y L L Ⅴ 0 ．10 －95 53 2．39 5 3 3 949 ．2 65 9 5．5 58

ⅡI 6 69 Y L L P 0 ．23 －9 55 39 ．8 6 1 3 39 52 ．3 22 9 5．44 3 Ⅲ 7 59 Y L L V 0 ．0 3 －95 53 2．36 7 3 39 49 ．0 98 9 5．5 50

1日 6 70 Y L L S 0 ．19 …9 55 26 ．6 52 3 39 48 ．3 78 9 5．71 5 IH 76 0 Y L L Ⅴ 0 ．0 2 －95 53 2．95 7 3 39 49 ．3 34 9 5．5 87

III 6 7 1 Y L L S 0．06 －9 55 27 ．2 1 1 9 5．8 59 IⅡ 76 1 Y L L V 0 ．3 0 …95 53 3．580 3 39 50 ．2 07 95 ．5 32

III 6 72 Y L L U 0．3 1 …9 55 27 ．8 35 3 39 55 ．4 00 9 5．3 40 lH 76 2 Y l．L Ⅴ 0 ．1 6 －95 52 7．8 85 95 ．5 32

III 6 73 Y L L R 0．08 －9 55 27 ．0 85 3 39 38 ．39 3 9 5．6 24 III 76 3 Y L L V 0 ．0 1 」汚 528 ．8 54 3 39 50 ．192 95 ．5 33

ⅡI 6 74 Y L L

Q

V

0．13 －9 55 58 ．7 15 3 392 3 ．40 2 94 ．4 1 1 lH 76 4 Y L L Ⅴ 0 ．18 －9 5 528 ．2 83 3 39 50 ．8 89 95 ．4 92

IⅢ 6 75 Y L L 0 ．11 －9 55 28 ．1 25 33 94 4 ．0 15 95 ．7 53 Ⅲ 76 5 Y L L V 0 ．1 5 －9 55 28 ．4 95 3 39 52 ．7 72 95 ．4 16

1日 67 6 Y L L 0 ．4 3 －95 5 37 ．24 4 33 93 3 ．10 9 95 ．3 92 ⅡI 76 6 Y L L Ⅴ 0 ．03 －9 55 29 ．6 84 33 9 51 ．30 3 95 ．4 49

Ⅲ 67 7 Y L L 0 ．0 6 －95 54 0 ．56 8 33 94 4 ．73 2 95 ．5 79 Ⅲ 76 7 Y L L F 0 ．09 …9 55 37 ．6 55 33 9 18 ．94 2 94 ．5 34 i

III 67 8 Y L L 0 ．3 3 …95 53 4 ．15 9 33 94 5．54 6 95 ．72 0 lH 7 6 8 Y L L F 0 ．16 －9 55 37 ．4 43 33 9 19 ．19 4 94 ．54 2

III 67 9 Y L L 0 ．2 5 33 94 9．95 8 95 ．56 9 ⅡI 7 69 Y L L 0．03 戎 55 36 ．136 33 92 3．6 18 94 ．86 5

ⅡI 68 0 Y L L V 0 ．0 2 －95 52 8．26 2 33 95 0．37 6 95 ．60 4 III 7 70 Y L L

G

0．04 －9 55 35 ．9 26 33 92 5．02 6 9 5 ．16 6

m 68 1 Y L L Ⅴ 0 ．2 5 －95 52 8．16 9 339 5 0．6 24 9 5 ．52 9 Ⅲ 7 7 1 Y L L 0．04 …9 55 33 ．43 3 33 92 3．52 7 9 5 ．0 11

lm 6 82 Y L L V 0 ．1 0 －95 52 8．59 2 3 39 50 ．6 15 9 5 ．56 3 IⅡ 7 72 Y L L G 0．03 －9 553 3 ．04 3 33 92 2．97 7 9 4．94 6

IH 6 83 Y L L Ⅴ 0 ．10 －9 55 28 ．9 54 3 39 50 ．5 90 9 5．54 8 IⅢ 7 73 Y L L F 0．13 33 9 17．93 2 9 4．45 2

1日 6 84 Y L L V 0 ．19 －9 55 28 ．2 63 3 39 50 ．6 16 9 5．53 7 lH 7 74 Y L L F 0 ．0 4 －95 53 9 ．50 0 33 91 7．8 0 1 9 4．46 9

H I 6 85 Y L L Ⅴ 0 ．02 －9 55 28 ．3 52 3 39 50 ．5 77 9 5．56 3 lm 7 75 Y L L F 0 ．10 －95 53 9 ．43 5 3 3 91 7．7 29 9 4．46 2

IH 6 86 Y L L V 0 ．25 －9 55 28 ．2 30 3 39 50 ．7 46 9 5．5 1 2 IH 7 76 Y L L F 0 ．0 9 4 5 53 8．9 18 9 4．4 89

ⅡI 68 7 Y L L V 0．0∠1 －9 55 28 ．3 29 3 39 50 ．7 18 9 5．5 5 7 III 7 77 Y L L F 0 ．10 －95 53 9．03 0 3 39 18 ．193 9 4．526

lH 68 8 Y L L V 0．2 1 －9 55 28 ．3 84 3 39 50 ．7 10 9 5．5 0 1 1日 77 8 Y L L F 0 ．19 －95 53 8．78 4 3 39 18 ．7 48 94 ．5 1 1

HI 68 9 Y L L V 0．1 1 －9 55 28 ．4 4 1 3 39 50 ．7 09 95 ．5 28 1m 77 9 Y L L 0 ．15 …95 53 9．59 3 3 39 22 ．3 12 94 ．6 6 1

IⅡ 69 0 Y L L V 0．0 6 －9 55 28 ．34 4 33 95 0 ．75 6 95 ．5 25 l［ 78 0 Y L L

F

0 ．12 －95 539 ．2 69 3 39 16 ．2 52 94 ．2 88

‖ 69 1 Y L L Ⅴ 0 ．2 5 －95 5 28 ．40 4 33 95 0 ．79 2 95 ．5 09 IH 78 1 Y L L 0 ．6 2 －95 538 ．6 74 3 39 17 ．6 66 94 ．4 43

Ⅲ 69 2 Y L L V 0 ．0 1 －95 52 8 ．30 7 33 95 1．12 9 95 ．50 0 IH 78 2 Y L L F 0 ．04 －9 55 38 ．6 28 3 39 17 ．7 54 94 ．4 63

lH 69 3 Y L L V 0 ．3 8 －95 52 8 ．3 10 33 95 1．25 6 95 ．50 5 1m 7 8 3 Y L L F 0 ．13 94 ．4 58

Ⅲ 694 Y L L V 0 ．13 …95 52 8．46 2 95 ．53 1 H l

IH l

7 84 Y L L F 0 ．25 －9 55 38 ．5 06 94 ．4 67
ⅡI l 6 9 5 Y l。L l V 0 ．0 4 －95 52 8．26 4 33 95 1．39 7 9 5 ．50 2 7 85 Y L L F 0．48 …9 55 38 ．5 42 33 9 17 ．85 1 94 ．48 0 ！

ー81－



文化層
遺物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量 （短） X 座標 Y 座標 Z座標

1日 7 86 Y L L 「 ○ 0．2 6 －95 5 38 ．42 7 33 9 17．66 9 9 4 ．46 9

lH 7 87 Y L L F （⊃ 0．0 3 －95 5 38 ．38 1 33 9 17．58 2 9 4 ．48 7

IH 7 88 Y L L F ○ 0 ．0 6 －95 53 8 ．28 2 9 4 ．45 3

Ⅲ 7 89 Y L L F ○ 0 ．0 4 －95 53 8 ．17 3 339 17．738 9 4 ．49 3

Ⅲ 7 90 Y L L F ○ 0 ．10 －95 53 8 ．33 5 339 17．59 1 9 4．46 9

m 7 9 1 Y L L F ○ 0 ．2 2 －95 53 8．23 0 339 1 7．609 9 4．46 9

Ⅲ 7 92 Y L L F ○ 0 ．19 －95 53 8．26 9 339 1 7．7 43 9 4．48 1

1日 7 93 Y L L F ○ 0 ．10 －95 53 8．23 4 339 1 7．8 04 9 4．50 8

IH 7 94 Y L L F ○ 0 ．2 2 339 17 ．8 78 9 4．51 8

Ⅲ 7 95 Y L L F ○ 0 ．2 3 －95 53 8．32 9 3 39 17 ．9 57 9 4．4 8 4

Ⅲ 7 96 Y L L F ／州＼しノ 0．4 5 －95 53 8．16 4 3 39 17 ．9 27 9 4．4 6 3

Ⅲ 7 97 Y L L F ○ 0 ．12 －95 53 8．13 3 3 39 17 ．8 38 9 4．4 9 7

ⅢI 7 98 Y L L F ○ 0 ．2 8 －95 53 8．074 3 39 17 ．7 38 9 4．4 8 5

m 7 99 Y L L F ○ 0 ．4 4 －95 53 8．43 2 3 39 17 ．8 76 9 4．4 60

ⅡI 8 00 Y L L F ○ 0 ．2 3 …95 53 8．544 3 39 18 ．0 95 9 4．4 90

III 8 01 Y L L F ○ 0 ．2 9 －95 53 8．52 7 3 39 18 ．3 60 94 ．4 89

ⅡI 8 02 Y L L F （⊃ 0．11 －95 53 8．34 1 3 39 18 ．3 46 9 4．5 1 2

Ⅲ 8 03 Y L L F （⊃ 0．2 6 －95 53 8．320 3 39 18 ．2 86 94 ．4 9 5

IH 80 4 Y L L F ○ 0 ．4 7 －95 53 8．256 3 39 18 ．2 35 94 ．4 86

Ⅲ 80 5 Y L L F （⊃ 0．0 2 －9 5 53 8．152 3 39 18 ．2 02 94 ．4 98

Ⅲ 80 6 Y L L F ○ 0 ．0 2 －9 5 53 8．130 3 39 18 ．2 98 94 ．5 19

［I 80 7 Y L L F ○ 0 ．2 1 －9 5 538 ．108 3 39 18 ．3 60 94 ．5 0 1

IⅢ 80 8 Y L L F ○ 0 ．14 －9 5 538 ．138 3 39 18 ．4 10 94 ．5 15

IⅢ 80 9 Y L L F ○ 0 ．0 9 －9 5 538 ．169 3 39 18 ．4 95 94 ．5 25

‖ 8 10 Y L L F ○ 0 ．4 1 －9 5 538 ．0 65 3 39 18 ．2 15 94 ．4 93

ⅡI 8 11 Y L L F ○ 0 ．08 －9 5 537 ．8 33 3 39 18 ．3 56 94 ．5 07

ⅡI 8 12 Y L L F ○ 0 ．0 1 －9 5 537 ．4 76 3 39 18 ．2 77 94 ．5 74

IⅢ 8 13 Y L L F ○ －9 5 537 ．4 68 3 39 18 ．14 6 94 ．5 83

ⅡI 8 14 Y L L F ○ 0 ．1 1 －9 55 37 ．3 24 3 39 18 ．0 55 94 ．5 06

IⅡ 8 16 Y L L F ○ 0 ．18 …9 55 37 ．7 99 3 39 19 ．1 17 94 ．5 69

IH 8 17 Y L L F ○ 0 ．26 －9 55 37 ．6 92 33 9 19 ．04 4 94 ．5 62

1日 8 18 Y L L F ○ 0 ．10 －9 55 37 ．6 50 33 9 19 ．02 1 94 ．5 2 1

III 8 19 Y L L F ○ 0 ．35 －9 55 37 ．5 20 33 9 18 ．99 5 94 ．5 45

Ⅲ 82 0 Y L L F ○ 0．19 －9 55 37 ．5 09 33 9 18 ．92 7 94 ．5 46

m 82 1 Y L L F ○ 0．40 －9 55 37 ．4 47 33 9 18 ．85 6 94 ．5 17

IH 82 2 Y L L F ○ 0．06 －9 55 37 ．6 58 33 9 19 ．10 9 94 ．5 45

IⅢ 82 3 Y L L F C） 0．02 －9 55 37 ．5 8 1 33 9 19 ．1 16 94 ．5 68

III 82 4 Y L L F （〕 0．23 －9 55 37 ．6 70 33 9 19 ．2 12 94 ．5 53

ⅡI 82 5 Y L L F ○ 0．05 －9 55 37 ．5 62 33 9 19．19 2 94 ．56 1

III 82 6 Y L L F ○ 0．15 －9 55 37 ．4 63 33 9 19．18 8 94 ．58 5

m 82 7 Y L L F ○ 0．4 1 33 9 19 ．12 3 94 ．5 64

1日 82 8 Y L L F ○ 0．29 －9 55 37 ．6 57 33 9 19．29 7 94 ．57 7

H I 8 2 9 Y L L F ○ 0．03 …9 55 37 ．56 1 33 9 19．32 7 94 ．57 3

＝ 8 3 0 Y L L F C） 0．06 －9 55 37 ．49 6 33 9 19．27 8 94 ．57 2

ⅢI 8 3 1 Y L L F ○ 0．03 4 55 37 ．37 2 33 9 19．24 6 9 4 ．57 2

III 8 3 2 Y L L F ○ 0．34 －9 55 37 ．32 3 33 9 19．30 6 9 4 ．57 9

IⅢ 8 33 Y L L F ○ 0．01 33 9 19．10 1 9 4 ．55 2

IⅢ 8 34 Y L L F ○ 0．0 9 －9 553 7 ．16 5 33 9 19．23 2 9 4 ．57 8

Ⅲ 8 35 Y L L F ○ 0．0 8 －9 553 7 ．15 4 33 9 19．329 9 4 ．6 10

Ⅲ 8 36 Y L L F ○ 0．0 6 －9 553 7 ．14 8 33 9 19．408 9 4 ．62 1

Ⅲ 8 37 Y L L F ○ 0 ．0 1 …9 553 7 ．2 15 33 9 19．569 9 4 ．69 1

lH 8 38 Y L L F C ） 0 ．0 7 －9 553 7 ．07 7 33 9 19．644 9 4 ．62 3

III 8 39 Y L L F ○ 0 ．0 4 …95 53 6 ．94 1 33 9 19．528 9 4．60 8

H I 8 40 Y L L F ○ 0 ．0 7 －95 53 6 ．92 1 33 9 19．580 9 4 ．6 15

m 8 4 1 Y L L F （⊃ 0．0 8 －95 53 6 ．87 9 33 9 19．4 24 9 4．59 9

Ⅲ 8 42 Y L L F ○ 0 ．10 －95 53 6．90 0 33 91 9．667 9 4．64 8

IⅡ 8 43 Y IJL F ○ 0 ．0 5 －95 53 6．86 1 33 91 9．7 07 9 4．66 8

Ⅲ 8 44 Y L L F ○ 0 ．0 4 －95 53 6．82 0 33 919 ．7 92 9 4．66 3

IH 8 45 Y L L F ○ 0 ．0 4 …95 53 6．88 2 33 919 ．7 96 9 4．66 5

Ⅲ 84 6 Y L L F ○ 0 ．0 3 －95 53 6．95 4 339 19 ．8 1 1 9 4．67 6

m 84 7 Y L L F ○ 0 ．13 3 39 19 ．6 89 9 4．65 9

Ⅲ 84 8 Y L L F ○ 0 ．0 1 －95 53 6．69 5 3 39 19 ．6 67 9 4．69 7

m 84 9 Y L L F ○ 0 ．0 6 …95 53 6．62 9 3 39 19 ．8 74 9 4．680

IⅢ 85 0 Y L L F ○ 0 ．0 4 －95 53 6．57 0 3 39 19 ．9 78 9 4．68 5

1日 85 1 Y L L F ○ 0 ．17 －95 53 6．63 8 3 39 19 ．9 9 1 9 4．66 1

Hl 85 2 Y L L F ○ 0 ．0 3 －95 53 6．3 3 9 3 39 19 ．9 75 9 4．708

Ⅲ 85 3 Y L L F （⊃ 0．12 －95 53 6．27 5 3 39 20 ．0 85 94 ．72 7

Ⅲ 85 4 Y L L F （⊃ 0．0 2 －95 53 6．18 3 3 39 20 ．106 94 ．749

Ⅲ 85 5 Y L L F ○ 0 ．1 1 －95 53 6．4 4 6 3 39 20 ．152 94 ．710

m 85 6 Y L L F ○ 0 ．4 3 －95 53 5．5 6 8 3 39 20 ．3 16 94 ．6 76

Ⅲ 85 7 Y L L F C ） 0 ．0 5 3 39 20 ．2 77 94 ．7 03

Ⅲ 85 8 Y L L F ○ 0 ．0 2 －95 53 7．5 36 3 39 20 ．6 48 94 ．7 98

Ⅲ 85 9 Y L L F C ） 0 ．34 －95 53 7．3 24 3 39 20 ，7 56 94 ．7 3 1

HI 86 0 Y L L F ○ 0 ．06 －95 537 ．2 47 3 39 20 ．7 36 94 ．7 35

Ⅲ 86 1 Y L L F ○ 0 ．0 1 －9 5 536 ．9 36 3 39 20 ．5 93 94 ．7 14

ⅢI 86 2 Y L L F ○ 0 ．08 …9 5 537 ．3 25 3 39 2 1．0 88 94 ．6 95

Ⅲ 86 3 Y L L F ○ 0 ．37 －9 55 37 ．4 27 3 39 2 1．1 98 94 ．6 9 1

Ⅲ 86 4 Y L L F ○ 0 ．17 3 39 21 ．24 7 94 ．7 37

Ⅲ 86 5 Y L L F ○ 0 ．14 －9 55 36 ．7 12 3 39 21 ．2 53 94 ．7 93

Ⅲ 8 6 6 Y L L F ○ 0 ．08 －9 55 36 ．6 59 3 39 21 ．29 7 94 ．7 86

m 8 6 7 Y L L F ○ 0 ．05 －9 55 36 ．2 52 3 39 21 ．26 9 94 ．8 04

m 8 6 8 Y L L F ○ 0．16 －9 55 36 ．3 45 3 39 21 ．62 5 94 ．7 8 1

ⅡI 8 69 Y L L F ○ 0．38 －9 55 36 ．2 1 1 3 39 21 ．64 7 94 ．7 77

Ⅲ 8 70 Y L L F ○ 0．49 －9 55 36 ．3 02 3 39 21 ．73 3 94 ．7 87

Ⅲ 8 7 1 Y L L F ○ 0．12 －9 55 35 ．7 03 3 392 1 ．97 0 94 ．9 06

m 8 72 Y L L F ○ 0．04 －9 55 36 ．2 73 3 392 2 ．5 日 94 ．8 07

Ⅲ 8 73 Y L L F ○ 0．28 －9 55 36 ．0 50 3 392 2 ．67 0 94 ．7 39

Ⅲ 8 74 Y L L F ○ 0．09 33 92 1 ．68 7 94 ．8 90

Ⅲ 8 75 Y L L F ○ 0．1 1 －9 55 34 ．5 35 33 92 1 ．89 5 94 ．9 21

m 8 76 Y L L F ○ 0．03 …9 55 34 ．1 23 33 92 2 ．14 0 94 ．90 3

文化層
遺物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量（鹿） X 座標 Y 座標 Z 座標

IH 8 77 Y L L G C ） 0 ．09 339 23 ．7 40 95 ．0 66

Iu 8 78 Y L L （⊃ 0．1 2 －95 53 2．6 15 339 25 ．8 20 95 ．175

IⅡ 8 79 Y L L ○ 0 ．03 －95 53 2．04 8 339 25 ．8 08 95 ．189

III 8 80 Y L L G ○ 0 ．24 －95 53 2．53 6 3 39 22 ．5 09 94 ．9 44

ⅡI 8 81 Y L L C ○ 0 ．04 …95 54 0．98 4 3 39 2 1．3 23 94 ．7 01

1日 8 82 Y L L S （⊃ 0．0 1 －95 52 4．37 4 3 39 49 ．3 0 1 95 ．7 29

m 88 3 Y L L S ○ 0 ．02 …95 52 4．02 7 3 39 48 ．9 86 95 ．6 89

lH 88 4 Y L L S （〕 0．16 4 5 52 3．64 7 3 39 48 ．4 16 95 ．6 27

1日 88 5 Y L L S （⊃ 0．02 3 39 48 ．3 96 95 ．63 7

III 88 6 Y L L S ○ 0 ．10 －95 52 3．72 2 3 39 48 ．5 05 95 ．60 7

IH 88 7 Y L L S C ） 0 ．10 …95 52 5．519 3 39 49 ．7 78 95 ．66 1

Ⅲ 88 8 Y L L S （⊃ 0．08 －95 52 5．5 64 3 39 49 ．4 65 95 ．70 9

m 88 9 Y L L S ○ 0 ．03 －9 5 52 5．9 86 3 39 49 ．1 80 95 ．70 7

m 89 0 Y L L S ⊂） 0．12 －9 5 52 3．4 94 3 39 50 ．8 67 95 ．63 0

1m 89 1 Y L L S ○ 0 ．03 －9 5 524 ．3 27 3 39 46 ．5 00 95 ．69 5

ln 89 2 Y L L ○ 0 ．17 …9 55 3 1．8 99 3 39 54 ．8 79 95 ．40 9

ⅡI 89 3 Y L L ○ 0 ．2 1 －9 55 33 ．2 19 3 39 55 ．1 16 95 ．24 5

1m 89 4 Y L M V ○ 0 ．0 1 －9 55 3 1．137 3 39 51 ．09 6 95 ．58 6

m 89 5 Y L L B ○ 0 ．04 …9 55 46 ．2 40 3 39 16 ．50 5 94 ．23 2

IⅡ 89 6 Y L L B ○ 0 ．50 －9 55 47 ．5 46 3 39 17 ．73 1 94 ．36 5

1m 89 7 Y L L B ○ 0．06 －9 55 47 ．2 53 3 39 17 ．82 6 9 4 ．36 3

Ⅲ 146 9 Y L U K ○ 0．4 1 －9 55 03 ．6 70 3 394 8 ．24 1 9 5 ．86 4

IⅡ 147 0 Y L U × 0．07 －9 55 13 ．142 3 393 3 ．9 13 9 6 ．28 2

III 148 5 Y L L I ○ 0．06 －9 55 09 ．2 99 3 39 51 ．34 4 9 5 ．64 2

IH 148 6 Y L L I （〕 0．26 －9 55 09 ．2 9 1 33 95 2 ．38 4 9 5 ．62 4

ln 148 7 Y L L I ○ 0．17 －9 55 09 ．6 95 33 95 2 ．39 3 9 5 ．6 14

ⅢI 148 8 Y L L I ○ 0．0 8 －9 55 09 ．5 40 33 95 2 ．5 14 9 5 ．6 13

m 148 9 Y L L I ○ 0．57 －9 55 09 ．157 33 95 2 ．6 15 9 5 ．6 11

lH 149 0 Y L L I ○ 0．3 7 －9 55 09 ．102 33 95 2 ．75 1 9 5 ．59 6

III 149 1 Y L L I C） 0．6 1 －9 55 09 ．2 22 33 95 2 ．88 8 9 5 ．58 2

lH 149 2 Y L L I （⊃ 0．15 －9 55 08 ．8 48 33 95 2 ．69 1 9 5 ．60 2

III 149 3 Y L L I （⊃ 0．10 －9 55 08 ．7 82 33 95 2 ．99 9 9 5 ．59 6

III 149 4 Y L L I （⊃ 0．2 5 －9 55 09 ．6 05 33 95 3 ．19 1 9 5 ．59 2

lu 149 5 Y L L I ○ 0．3 2 －9 55 09 ．7 20 33 95 3．169 9 5．58 7

ⅡI 149 6 Y L L I ○ 0．15 －9 55 10 ．0 35 33 95 2．886 9 5．624

1日 149 7 Y L L 1 ○ 0．0 5 －9 55 10 ．7 17 33 95 2．388 9 5．65 5

IH 1 49 8 Y L L I ○ 0．0 2 －9 55 10 ．6 67 33 95 2．18 2 9 5．68 6

III 1 49 9 Y L L I ○ 0．13 －9 55 10 ．69 7 33 95 2．040 9 5．68 0

III 1 50 0 Y L L I （⊃ 0．2 9 －9 55 10 ．56 5 33 95 1．9 49 9 5．690

ln 1 50 1 Y L L I ○ 0 ．16 －9 55 10 ．69 8 33 95 1．9 63 9 5．68 7

m 1 50 2 Y L L I ○ 0 ．0 6 －9 55 10 ．49 2 33 95 1．7 9 1 9 5．6 5 7

m 1 50 3 Y L L I ○ 0 ．0 3 －9 55 10 ．68 4 33 95 1．8 26 9 5．706

IⅡ 1 504 Y L L I ○ 0 ．0 7 －9 55 10 ．53 5 33 95 1．7 13 9 5．6 77

III 1 50 5 Y L L ‡ ○ 0．19 －9 55 10 ．67 7 33 95 1．7 44 9 5．6 9 2

IH 1 506 Y L L I ○ 0 ．0 9 …95 5 10 ．86 4 33 95 1．8 64 9 5．6 92

1m 1 50 7 Y L L I （⊃ 0．0 5 －95 5 10 ．58 1 33 95 1．5 59 9 5．7 05

IⅡ 15 08 Y L L I ○ 0 ．0 4 …95 5 10 ．66 2 33 95 1．4 05 9 5．7 10

III 15 09 Y L L I ○ 0 ．3 0 －95 5 10 ．7 19 33 95 1．6 34 9 5．7 0 1

IⅡ 15 10 Y L L I ○ 0 ．2 5 －95 5 10 ．57 8 33 95 1．4 15 9 5．6 9 1

IH 15 1 1 Y L L I （⊃ 0．0 4 －95 5 10 ．87 4 339 5 1．5 20 9 5．7 00

III 15 12 Y L L I C ） 0 ．3 0 …95 5 10 ．96 5 339 5 1．6 55 9 5．6 90

III 15 13 Y L L I ○ 0 ．1 9 －95 5 11 ．77 6 339 4 9．0 00 9 5．8 33

lH 15 14 Y L L I ○ 0 ．5 4 339 49 ．8 10 9 5．7 42

III 15 15 Y L L ○ 0 ．0 9 －95 50 8 ．95 1 339 48 ．5 10 9 5．7 83

IⅡ 15 16 Y L L I ○ 0 ．3 0 －95 5 13．1 13 339 5 1．6 74 9 5．7 3 1

1日 15 17 Y L L I ○ 0 ．4 5 －95 5 11．44 0 339 53 ．5 56 9 5．5 86

Ⅲ 15 18 Y L L I ○ 0 ．2 6 －95 5 12．04 2 339 53 ．9 77 9 5．5 94

III 15 19 Y L L I ○ 0 ．2 6 －95 5 10．78 1 339 56 ．2 23 9 5．4 12

IⅢ 15 20 Y L L I ○ 0 ．4 2 －95 50 9．24 3 3 39 55 ．170 9 5．4 26

lH 15 2 1 Y L L N C ） 0 ．1 6 －95 50 8．38 4 3 39 34 ．133 96 ．0 83

IⅡ 15 22 Y L L N ○ 0 ．2 5 …95 50 7．52 4 3 39 34 ．2 0 1 96 ．0 80

Ⅲ 15 23 Y L L N ○ 0 ．1 5 －95 50 9．43 1 3 39 35 ．3 68 96 ．0 63

lu 15 24 Y L L N ○ 0 ．2 7 －95 50 9．50 9 3 39 36 ．1 57 96 ．0 65

IH 15 25 Y L L N × 0 ．2 1 －95 50 8．900 3 39 36 ．2 91 96 ．0 74

lH 15 26 Y L L N ○ 0 ．58 －95 50 8．87 6 3 39 36 ．4 56 96 ．10 1

lH 15 27 Y L L N （⊃ 0．35 －95 50 8．320 3 39 35 ．8 40 96 ．0 90

IⅡ 15 28 Y L L N ○ 0 ．03 …95 50 8．4 02 3 39 36 ．2 16 96 ．1 10

IⅡ 15 29 Y L L N ○ 0 ．06 －95 50 8．213 3 39 36 ．0 95 96 ．0 80

1日 15 30 Y L L N ○ 0 ．03 －95 50 8．018 3 39 35 ．8 39 96 ．1 18

m 15 31 Y L L N ○ 0 ．33 －9 5 50 7．96 1 3 39 36 ．1 13 96 ．0 80

ⅡI 15 32 Y L L N ○ 0 ．56 －9 5 50 7．4 97 3 39 36 ．0 10 96 ．0 76

IⅡ 15 33 Y L L N ○ 0 ．77 －9 5 50 6．742 3 39 36 ．3 24 96 ．0 80

lH 15 34 Y L L N ○ 0 ．08 －9 5 50 7．240 3 39 36 ．4 14 96 ．0 83

Ⅲ 15 35 Y L L N C ） 0 ．19 －9 5 50 7．3 22 3 39 36 ．46 8 96 ．0 91

III 153 6 Y L L N ○ 0 ．04 －9 5 507 ．8 18 3 39 37 ．1 16 96 ．0 69

Ⅲ 153 7 Y L L N ○ 0 ．18 …9 5 507 ．9 99 3 39 36 ．93 3 96 ．0 82

m 153 8 Y L L N ○ 0 ．0 1 －9 5 507 ．7 83 3 39 37 ．8 19 96 ．1 52

m 153 9 Y L L N ○ 0 ．27 －9 5 508 ．2 16 3 39 36 ．93 3 96 ．0 95

m 154 0 Y L L N ○ 0．95 －9 55 08 ．2 60 3 39 37 ．13 3 96 ．0 73

IⅢ 154 1 Y L L N ○ 0．04 －9 55 08 ．133 3 39 37 ．36 4 96 ．1 27

m 154 2 Y L L N ○ 0．88 －9 55 08 ．6 6 1 3 39 37 ．20 1 96 ．0 72

lu 154 3 Y L L N ○ 0．63 －9 55 08 ．6 18 3 39 37 ．77 4 96 ．0 20

IH 154 4 Y L L N ○ 0．18 －9 55 07 ．8 02 3 39 37 ．72 3 96 ．0 54

m 154 5 Y L L N ○ 0．04 －9 55 07 ．8 06 33 9 38 ．39 7 96 ．00 7

Ⅲ 154 6 Y L L N ○ 0．14 －9 55 07 ．3 87 33 9 37 ．7 17 9 6 ．06 9

Ⅲ 154 7 Y L L N ○ 0．28 －9 55 07 ．2 80 33 9 37 ．63 4 9 6 ．08 8

ⅡI 154 8 Y L L N ○ 0．06 －9 55 07 ．3 1 1 33 93 7 ．87 6 9 6 ．06 7

m 154 9 Y L L N ○ 0．28 …9 55 07 ．2 50 33 93 7 ．82 0 9 6 ．05 9

IⅢ 155 0 Y L L N C I 0．07 －9 55 07 ．2 6 1 33 93 7 ．93 4 9 6 ．07 4

1m 1 55 1 Y L L N ○ 0．29 －9 55 07 ．2 09 33 93 7 ．95 4 9 6 ．03 8

－82－
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層位

ブロック

番号
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lH 155 2 Y L L N ○ 0．07 －9 55 07 ．19 9 33 93 7．86 2 96 ．0 76 III 164 3 Y L L K ○ 0 ．3 1 －95 50 2．35 6 3 3 94 9．554 9 5．4 84

III 1553 Y L L N ○ 0．16 33 93 7．89 0 96 ．05 5

！

lu 164 4 Y L L K ○ 0 ．0 7 －95 50 2．52 8 3 39 49 ．5 64 9 5．4 9 5

H I 15 54 Y L L N （⊃ 0．04 －9 550 7 ．17 9 33 93 7．813 9 6 ．07 7 IⅢ 164 5 Y L L K ○ 0 ．7 5 －95 50 1．800 3 39 48 ．153 9 5．5 08

m 15 55 Y L L N ○ 0．06 －9 550 7 ．12 4 33 93 7．8 24 9 6．07 8 lm 1 64 6 Y L L K ○ 1．0 1 －95 50 2．750 3 39 48 ．9 52 9 5．5 62

ⅡI 15 56 Y L L N ○ 0．0 4 －95 50 7 ．08 5 33 937 ．7 64 9 6．07 0 IⅢ 16 47 Y L L K ○ 0 ．3 5 －95 503 ．0 98 3 39 49 ．5 18 95 ．5 15
瞳 15 57 Y L L N ○ 0 ．3 3 －95 50 7．08 4 339 37 ．6 1 1 9 6．09 5 lH 16 48 Y L L K ○ 0 ．1 7 －9 5 503 ．2 17 3 39 49 ．4 45 95 ．5 35

15 58 Y L L N ○ 0 ．3 6 －95 50 6．94 4 3 39 37 ．5 36 9 6．0 8 2 IⅡ 16 49 Y L L K ○ 0 ．1 1 －9 55 03 ．6 23 33 9 50 ．9 68 95 ．5 00
i m 15 59 Y L L N ○ 0 ．2 5 …95 50 6．9 2 7 3 39 37 ．7 17 9 6．0 78 IH 16 50 Y L L K ○ 0 ．24 －9 55 03 ．7 99 33 9 50 ．87 8 95 ．5 19

III 156 0 Y L L N ○ 0 ．18 －95 50 6．7 70 3 39 37 ．7 25 9 6．0 72 III 16 5 1 Y L L K （〕 0．28 －9 55 03 ．7 63 33 95 0 ．7 12 95 ．4 72
i III 156 1 Y L L N ○ 0 ．18 －95 50 6．8 50 3 39 37 ．49 5 96 ．0 82 m 16 52 Y L L K ○ 0．74 －9 55 03 ．94 7 33 95 1．03 1 95 ．42 3

IⅢ 156 2 Y L L N ○ 0 ．2 7 －9 55 06 ．6 25 3 39 37 ．47 1 96 ．0 94 IH 16 53 Y L L K ○ 0．98 33 95 0．96 8 95 ．52 6

1日 156 3 Y L L N ○ 0 ．32 －9 55 07 ．0 27 3 39 37 ．30 1 96 ．0 80 Ⅲ 165 4 Y L L K ○ 0．60 －9 550 4 ．0 17 33 95 0．82 2 9 5 ．5 15

IⅡ 156 4 Y L L N C ） 0 ．39 －9 55 06 ．8 15 3 393 7 ．20 3 96 ．1 03 IⅢ 165 5 Y L L K ○ 1．13 －9 550 4 ．14 3 33 95 0．83 8 9 5 ．48 5

lH 156 5 Y L L N ○ 0 ．69 －9 55 07 ．2 10 33 93 7 ．43 1 96 ．0 75 1什 165 6 Y L L K ○ 0．19 －9 550 4 ．3 14 33 95 0．57 2 9 5．52 2

IH 156 6 Y L L N ○ 0．32 －9 55 07 ．3 22 33 93 7 ．5 18 96 ．10 3 1日 165 7 Y L L K ○ 1．0 3 －95 50 4．13 7 3 3 950 ．4 6 2 9 5．55 5

III 156 7 Y L L N ○ 0．08 －9 55 07 ．4 91 33 93 7．5 14 96 ．06 2 III 165 8 Y L L K ○ 0 ．0 3 －95 50 4．82 3 3 39 50 ．6 66 9 5．6 11

III 15 68 Y L L N ○ 0．26 －9 55 07 ．48 3 33 93 7．44 7 9 6 ．06 5 1m 1 65 9 Y L L K ○ 0 ．5 9 －95 50 4 ．84 3 39 50 ．3 95 9 5．626

Ⅲ 15 69 Y L L N ○ 0．69 －9 55 07 ．4 17 33 93 7．3 9 1 9 6 ．06 9 IⅡ 1 660 Y L L K ○ 0 ．0 9 －95 504 ．8 0 3 3 39 50 ．2 83 9 5．6 36

ⅢI 15 70 Y L L N ○ 0．0 4 －95 50 7 ．32 1 33 93 7．3 58 9 6 ．09 7 Ⅲ 1 66 1 Y L L K ○ 0 ．0 8 －95 504 ．4 04 3 39 50 ．198 95 ．5 95

m 15 7 1 Y L L N ○ 0 ．0 4 －95 50 6．48 6 339 3 7．9 78 9 6．08 6 IⅢ 16 62 Y L L K ○ 0 ．1 5 －95 504 ．4 3 1 3 39 50 ．0 9 1 95 ．6 1 1

Ⅲ 15 72 Y L L N C ） 0 ．11 …95 50 6．70 1 3 39 38 ．2 3 1 9 6．0 7 4 IⅡ 16 63 Y L L K ○ 0 ．03 －955 04 ．0 22 3 39 50 ．00 0 95 ．5 19

Ⅲ 15 73 Y L L N ○ 0 ．0 3 －95 50 6．94 7 3 39 38 ．136 9 6．0 6 1 IH 16 64 Y L L K ○ 0 ．02 －9 55 04 ．2 87 3 394 9 ．82 4 95 ．5 3 1

III 15 74 Y L L N ○ 0 ．2 5 －95 50 7．554 96 ．0 50 ⅡI 16 65 Y L L K ○ 0 ．04 －9 55 04 ．3 54 33 94 9 ．56 1 95 ．6 16

III 157 5 Y L L L ○ 5 ．7 1 －95 50 7．4 33 3 39 39 ．3 02 95 ．9 93 lH 16 66 Y L L K ○ 0 ．0 1 －9 55 04 ．7 93 33 94 9 ．97 5 95 ．63 2

＝ 157 6 Y L L L ○ 0 ．5 5 －9 55 0 7．0 63 3 39 39 ．9 25 96 ．0 7 1 IH 16 67 Y L L K ○ 0．1 1 －9 55 04 ．8 56 33 94 9 ．99 8 95 ．6 16

Ⅲ 157 7 Y L L L ○ 0 ．0 5 －9 55 06 ．5 2 1 3 39 39 ．5 70 96 ．0 44 IⅡ 166 8 Y L L K ○ 0．04 …9 55 04 ．93 9 33 95 0 ．07 1 9 5 ．6 12

Ⅲ 157 8 Y L L L ○ 0 ．0 2 －9 55 06 ．0 57 3 39 39 ．26 2 96 ．0 80 IH 166 9 Y L L K ○ 0．05 －9 550 5 ．2 14 33 95 0．15 3 9 5 ．62 7
1 m 157 9 Y L L L ○ 0 ．06 －9 55 05 ．9 94 33 9 39 ．43 1 96 ．0 5 1 m 167 0 Y L L K ○ 0．06 －9 550 5 ．37 3 33 95 0．32 9 9 5 ．59 6
！ ⅡI 158 1 Y L L L ○ 0 ．05 －9 55 05 ．4 63 33 93 9 ．68 5 96 ．05 3 III 167 1 Y L L K ○ 0．11 －9 550 5 ．7 19 33 95 0．50 0 9 5．59 7
i IH 158 2 Y L L L ○ 0 ．04 －9 55 05 ．3 51 33 93 9．74 0 96 ．04 3 III 167 2 Y L L K ○ 0 ．2 4 －95 50 5．70 4 33 95 0．6 7 6 9 5．6 10

III 1 583 Y L L L ○ 0．02 －9 55 05 ．1 69 9 6 ．06 1 lH 167 3 Y L L K ○ 0 ．13 9 5．61 7

III 1 584 Y L L L ○ 0．0 3 －9 55 05 ．48 2 33 93 9．96 9 9 6 ．06 4 IH 167 4 Y L L K ○ 0 ．2 8 －95 50 5．53 1 3 39 49 ．4 6 1 9 5．639

lH 15 85 Y L L L ○ 0．10 －95 50 5 ．48 5 33 93 9．90 7 9 6 ．05 4 lu 1 67 5 Y L L K ○ 0 ．0 4 －95 50 5．508 3 39 49 ．3 80 9 5．6 53

HI 15 86 Y L L L ○ 0 ．0 3 －95 50 5 ．26 0 3 3 93 9．9 06 9 6 ．05 5 Ⅲ 16 7 6 Y L L K ○ 0 ．19 －95 50 5．6 19 3 39 49 ．3 04 95 ．6 82
i Ⅲ 15 87 Y L L L ○ 0 ．0 2 －95 50 4．74 8 3 3 939 ．7 18 9 6．09 6 III 16 77 Y L L K ○ 0 ．0 3 －95 504 ．7 83 3 39 49 ．3 0 1 95 ．5 64

HI 15 88 Y L L L C ） 0 ．10 －95 50 4．76 6 3 39 40 ．3 80 9 6．01 8 lu 16 78 Y L L K ○ 0 ．02 －9 55 04 ．7 63 3 39 49 ．0 98 95 ．6 35

III 15 89 Y L L L ○ 0 ．2 8 －95 50 4．14 3 3 39 40 ．2 27 9 6．0 03 III 16 79 Y L L K ○ 0 ．12 －9 55 04 ．5 87 3 39 49 ．1 35 95 ．6 15

Ⅲ 159 0 Y L L L ○ 0 ．3 3 －95 50 4．0 63 3 39 40 ．130 9 5．9 89 III 16 80 Y L L K ○ 0 ．07 …9 55 04 ．2 9 1 33 94 9 ．0 71 95 ．64 1

lH 159 1 Y L L L ○ 0 ．1 2 －95 50 3．7 25 3 39 40 ．112 9 5．9 97 IH 16 8 1 Y L L K ○ 0 ．17 －9 55 04 ．7 84 33 94 8 ．79 2 95 ．6 56

III 159 2 Y L L L ○ 1．3 6 －95 503 ．4 3 1 3 39 40 ．94 7 95 ．9 48 lH 16 82 Y L L K ○ 0 ．13 －9 55 04 ．2 25 33 94 8 ．67 3 95 ．62 9

III 159 3 Y L L L ○ 0 ．14 －95 504 ．6 0 1 3 39 40 ．88 1 95 ．9 77 IⅡ 16 83 Y L L K ○ 0 ．09 －9 55 03 ．8 15 33 94 8 ．78 0 95 ．62 0
l m 159 4 Y L L L ○ 0 ．08 －9 55 05 ．0 28 3 394 0 ．13 0 96 ．0 36 Tn 168 4 Y L L K ○ 0．02 －9 55 03 ．18 1 33 94 8．13 6 9 5 ．62 3
l m 159 5 Y L L L C ） 0 ．05 －9 55 04 ．9 69 3 394 0 ．16 0 96 ．0 3 1 IH 168 5 Y L L K ○ 0．0 1 －9 55 02 ．22 8 33 94 7．38 6 9 5 ．59 7
I m 159 6 Y L L L ○ 0 ．25 －9 55 05 ．2 04 3 394 0 ．30 5 96 ．0 22 lH 168 6 Y L L K ○ 0．2 2 －9 55 02 ．27 0 33 94 7．47 4 9 5 ．55 8

i IH 1597 Y L L L ○ 0．39 －9 55 05 ．2 16 33 94 0．07 4 96 ．03 1 III 168 7 Y L L K ○ 0．3 5 u－95 50 2 ．14 0 339 4 7．35 0 9 5 ．55 6
l Hl 1 598 Y L L L ○ 0．26 …9 55 05 ．30 4 33 94 0．06 3 96 ．04 9 1日 168 8 Y L L K × 0 ．14 －95 50 0．90 7 339 4 5．95 1 9 5．58 3
l m 15 99 Y L L L ○ 0．45 －9 55 05 ．44 4 33 94 0．20 1 9 6 ．0 16 IH 168 9 Y L L K ○ 0 ．0 3 －95 50 3．0 17 3 39 4 5．8 35 9 5．69 8
j　 Ⅲ 16 00 Y L L L ○ 0．08 －9 550 5 ．53 7 33 94 0．248 9 6 ．0 13 IⅡ 16 9 0 Y L L K ○ 0 ．0 2 －95 50 3．03 7 3 39 45 ．7 55 9 5．69 8
i IH 16 0 1 Y L L L C ） 0 ．0 2 －95 50 5 ．53 6 33 94 0．144 9 6 ．04 3 lH 16 9 1 Y L L K ○ 1．9 6 －95 50 3．394 3 39 47 ．0 86 9 5．6 5 1
1 m 16 02 Y L L L ○ 0 ．2 8 －95 50 6 ．56 4 3 3 94 1．8 52 9 5．97 5 IⅡ 16 92 Y L L K ○ 0 ．0 6 －95 50 3．6 02 3 39 47 ．0 日 9 5．6 9 1

i IH 16 03 Y L L L ○ 0 ．7 1 3 39 40 ．7 82 9 6．02 7 III 16 93 Y L L K ○ 0 ．1 8 1 95 503 ．7 03 3 39 47 ．0 3 1 9 5．7 0 1

lH 160 4 Y L L L 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0．16 －95 50 6．34 5 3 39 40 ．6 69 9 6．032 III 16 94 Y L L K ○ 0 ．0 3 －9 5 503 ．8 96 3 39 47 ．162 95 ．7 3 1

IⅡ 160 5 Y L L L 0 ．11 －95 50 6．74 8 3 39 40 ．2 94 9 6．098 1m 16 95 Y L L K ○ 0 ．0 1 19 5 503 ．8 84 3 39 46 ．9 14 95 ．7 46

H I 160 6 Y L L L 0 ．0 5 －95 50 6．4 5 8 3 39 40 ．137 9 6．0 70 III 16 96 Y L L K ○ 0 ．82 －9 55 03 ．8 47 3 39 46 ．74 2 95 ．7 15

Ⅲ 160 7 Y L L L 0 ．0 2 －95 50 6．168 3 39 40 ．0 62 96 ．0 37 IⅢ 16 97 Y L L K ○ 0 ．02 －9 55 04 ．5 6 1 33 94 6 ．76 8 95 ．7 84

IH 160 8 Y L L M 0 ．22 －955 0 9．3 3 1 3 39 38 ．43 7 96 ．15 1 I［ 16 98 Y L L K ○ 0 ．03 －9 55 04 ．7 32 33 94 7 ．0 12 95 ．7 52

Ⅲ 160 9 Y L L M 0 ．3 1 －955 09 ．4 09 3 39 38 ．46 1 96 ．139 ln 16 99 Y L L K ○ 0．02 －9 55 04 ．8 55 33 94 6 ．84 6 95 ．7 59

1m 161 0 Y L L M 0 ．05 －955 09 ．5 05 33 93 8 ．44 7 96 ．】．53 l¶ 170 0 Y L L K 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0．05 …9 55 05 ．04 5 33 94 6 ．52 8 95 ．7 66

川 1 61 1 Y L L M 0．03 －9 55 09 ．6 30 33 93 8 ．16 8 96 ．175 III 170 1 Y L L K 0．06 －9 55 05 ．15 5 33 94 6．29 2 95 ．76 4

ⅡI 16 1 2 Y L L M 0．20 －9 55 09 ．7 70 33 93 8 ．03 1 96 ．17 4 IH 170 2 Y L L K 0．62 －9 55 04 ．45 6 33 94 7．87 7 9 5 ．68 0

Ⅲ 16 13 Y L L M 0．16 －9 55 09 ．9 75 33 93 8．24 7 96 ．18 6 1山 170 3 Y L L K 0．0 3 －9 550 4 ．86 8 33 94 7．64 0 9 5 ．7 13

ⅡI 16 14 Y L L M 0．05 －9 55 10 ．16 1 33 93 8．20 4 9 6 ．20 5 m 170 4 Y L L K 0 ．0 3 －95 50 5．16 6 33 94 7．70 7 9 5 ．7 17

ⅡI 16 15 Y L L M 0 ．0 6 －9 55 10 ．72 8 33 93 7．73 4 9 6 ．2 12 1日 1 70 5 Y L L K 0 ．4 2 －95 50 6．18 6 3 3 94 8．8 62 9 5．70 6

ⅡI 16 16 Y L L M 0 ．4 1 －95 5 10 ．89 9 33 93 7．6 1 9 9 6．19 3 IⅢ 1 706 Y L L K 0 ．13 －95 50 6．33 8 3 39 48 ．9 98 9 5．70 5

ⅡI 16 17 Y L L M 0 ．14 －95 5 11 ．12 1 3 3 93 7．4 50 9 6．19 1 IⅡ 1 707 Y L L K 0 ．0 5 －95 50 5．16 0 3 39 52 ．7 50 9 5．36 1

IH 16 18 Y L L M 0 ．6 1 3 3 938 ．5 30 9 6．18 5 III 17 09 Y L L L 0 ．2 8 …95 50 3．62 3 3 39 4 1．6 17 9 5．96 5

IⅢ 16 19 Y L L M 0 ．6 8 …95 5 10．24 3 3 39 39 ．0 28 9 6．166 IⅡ 17 10 Y L L L 0 ．6 2 －95 504 ．3 34 3 39 4 1．4 56 9 5．967

H l 162 0 Y L L M 0 ．0 9 －95 5 10．16 7 3 39 39 ．0 84 9 6．177 lH 17 1 1 Y L L L 0 ．1 7 －95 504 ．7 6 5 3 39 4 1．8 9 1 9 5．9 83

H I 162 1 Y L L M 4 ．0 7 －95 5 10．09 8 3 39 38 ．8 95 9 6．189 Ⅲ 17 12 Y L L M 0 ．0 5 －95 510 ．114 3 39 39 ．0 4 1 96 ．165

m 162 2 Y L L M 0 ．30 －95 50 9．8 9 2 3 39 38 ．9 40 96 ．172 H I 17 13 Y L L L 0 ．10 －9 5 505 ．3 58 3 39 40 ．2 38 96 ．0 35

Ⅲ 162 3 Y L L M 0 ．28 －955 0 9．8 08 3 39 39 ．0 30 96 ．153 IH 17 25 Y L L L

L

0 ．04 －9 55 03 ．8 72 3 394 2 ．4 94 95 ．9 2 1

ⅡI 1624 Y L L M

L

1 ．88 －955 09 ．9 06 3 39 39 ．1 70 96 ．138 m 17 26 Y L L 0 ．0 1 －9 55 18 ．172 3 39 26 ．33 7 95 ．8 10

Ⅲ 1 62 5 Y L L 0 ．14 －955 10 ．139 33 9 42 ．7 16 96 ．0 05 IH 17 27 Y L L 0 ．25 －9 55 12 ．166 3 392 6 ．47 2 95 ．8 20

1日 1 626 Y L L 0 ．03 －9 55 07 ．0 80 33 94 3 ．25 9 95 ．9 64 m 172 8 Y L L 0．22 －9 55 1 1．6 04 33 92 6 ．30 6 95 ．8 33

Ⅲ 16 27 Y L L 0．0 1 －9 55 07 ．3 55 33 94 3 ．27 8 95 ．9 70 IH 172 9 Y I。L 0．02 －9 55 10 ．9 65 33 92 6 ．63 3 95 ．8 55

m 16 28 Y L L 0．02 －9 55 04 ．2 36 33 94 2 ．35 5 95 ．9 74 IⅡ 173 0 Y L L 0．06 －9 55 11 ．84 6 33 92 5 ．54 2 95 ．78 7

Ⅲ 16 29 Y L L L 0．0 3 －9 55 04 ．23 5 33 94 2．08 8 9 5 ．96 4 ‖1 173 1 Y L L 0．71 －9 55 11 ．62 6 33 92 5 ．50 6 9 5 ．79 2

IⅢ 16 30 Y L L I 0．2 0 －9 55 09 ．4 12 33 95 2．48 6 9 5 ．60 0 IⅡ 173 2 Y L L 0 ．2 6 －9 55 12 ．15 0 33 92 5．12 8 9 5 ．75 1

m 16 31 Y L L K 0 ．0 5 －9 549 9 ．87 3 33 95 1．94 3 9 5 ．08 3 m 173 3 Y L L 0 ．17 －95 5 11 ．03 8 33 92 8．68 2 9 5 ．89 3

Ⅲ 16 32 Y L L K 0 ．2 4 …9 550 1 ．40 5 33 95 2．72 5 9 5 ．13 7 IⅡ 1 73 4 Y L L 0 ．14 －95 50 7 ．65 4 33 92 9．60 5 9 6．1 16

Ⅲ 16 33 Y L L K 0 ．2 1 －95 50 2 ．0 10 33 95 3．3 08 9 5 ．13 4 IH 1 73 5 Y L L 0 ．0 7 －95 50 6．88 6 33 93 0．4 5 8 9 6．13 1

IH 163 4 Y L L K 0 ．16 －95 50 2．06 8 3 3 95 2．9 95 9 5．17 9 III 17 36 Y L L 0 ．2 0 －95 50 4．58 5 339 3 0．4 3 7 9 6．12 0

m 163 5 Y L L K 0 ．3 6 －95 50 2．32 0 3 3 952 ．6 87 9 5．238 IⅢ 17 37 Y L L 0 ．0 1 －95 50 4．33 8 339 3 0．5 89 9 6．16 2

Ⅲ 163 6 Y L L K 0 ．0 6 －95 50 2．290 3 39 52 ．5 72 9 5．2 40 m 17 38 Y L L 0 ．4 6 －95 50 0．72 7 3 39 3 2．185 9 6．05 1

ⅡI 163 7 Y L L K 0 ．1 0 －95 50 3．742 3 39 52 ．2 03 9 5．3 44 IⅢ 17 39 Y L L 0 ．14 －95 50 3．4 9 2 3 39 34 ．0 68 9 6．110

m 1638 Y L L K 0 ．04 －95 50 3．2 87 3 39 5 1．7 59 9 5．3 72 IⅡ 17 40 Y L L 0 ．12 －95 50 1．9 72 3 39 38 ．0 9 1 96 ．0 30

Ⅲ 1639 Y L L K 0 ．84 －95 50 2．9 35 3 39 5 1．6 67 95 ．3 97 IⅢ 174 1 Y L L 0 ．07 －9 5 50 2．9 46 3 39 4 1．4 7 1 95 ．8 09

ⅡI 16 40 Y L L K 0 ．02 3 39 51 ．39 7 95 ．3 80 Ⅲ 174 2 Y L L L 0 ．06 －9 55 03 ．9 42 3 39 42 ．0 49 95 ．9 30

Ⅲ 16 4 1 Y L L K 0．24 －9 55 02 ．2 23 3 39 50 ．60 2 95 ．3 62 m 174 3 Y L L 0 ．03 －9 54 98 ．4 38 3 394 2 ．9 58 95 ．6 34
IH l 16 42 Y L L K 4．10 －9 55 02 ．9 07 33 9 50 ．57 8 95 ．4 34 IⅢ 174 4 Y L L 0 ．06 －9 54 97 ．5 85 3 39 50 ．5 66 94 ．9 63

ー83－



文化層
遺物

番号

出土

層位

ブロ ック

番号
赤化 重量 （短 ） X 座標 Y 座標 Z 座標

1日 17 4 5 Y L L K C ） 0 ．0 2 －95 50 1 ．66 0 339 53 ．9 23 9 5．0 80

lu 17 46 Y L L K ○ 0 ．4 2 …95 50 2 ．95 5 339 5 1．6 25 9 5．3 07

m 17 47 Y L L K （⊃ 0．0 3 －95 50 3 ．08 6 339 5 1．7 1 1 9 5．3 54

Ⅲ 17 48 Y L L K ○ 0 ．0 4 －95 50 3 ．28 1 339 5 1．7 99 9 5．3 63

Ⅲ 17 49 Y L L K C ） 0 ．7 1 －95 50 3 ．84 7 339 50 ．9 14 9 5．4 53

Ⅲ 17 50 Y L L K ○ 0 ．11 …95 50 2．19 8 339 50 ．6 2 1 95 ．3 67

1日 17 5 1 Y L L K ○ 0 ．18 －95 50 2．38 7 3 39 49 ．5 97 95 ．3 58

Ⅲ 17 52 Y L L K C 〕 0 ．17 …95 50 4．56 4 3 39 49 ．0 09 95 ．5 45

lu 17 53 Y L L K ○ 0 ．0 2 －95 50 5．16 2 3 39 50 ．8 87 95 ．4 32

IⅡ 17 55 Y L L L ○ 0 ．0 9 －95 50 5．13 0 3 39 40 ．3 07 96 ．0 33

Ⅲ 17 56 Y L L L C ） 0 ．0 5 3 39 40 ．1 06 96 ．0 33

Ⅲ 17 57 Y L L L ○ 0 ．0 8 －95 50 5．28 5 3 39 40 ．3 38 96 ．0 38

Ⅲ 17 58 Y L L L ○ 0 ．0 6 －95 50 5．528 3 39 40 ．5 46 96 ．0 20

m 17 59 Y L L L ○ 0 ．40 －95 50 6．686 3 39 40 ．2 24 96 ．0 36

m 17 60 Y L L L C〕 0 ．0 5 －95 50 7．94 1 3 39 39 ．3 13 96 ．0 03

1日 17 6 1 Y L L N ○ 0 ．02 …95 50 8．50 1 3 39 38 ．8 79 96 ．0 27

ln 17 62 Y L L N ○ 0 ．04 －95 50 6．8 62 3 39 38 ．0 52 95 ．9 97

m 17 63 Y L L N ○ 0 ．04 …95 50 7．3 6 1 3 39 37 ．99 6 96 ．0 50

Ⅲ 17 64 Y L L N ○ 0 。02 －95 50 7．4 44 3 39 37 ．90 6 96 ．0 08

ⅡI 17 65 Y L L N ○ 0 ．08 －95 50 7．7 38 3 39 37 ．84 8 96 ．0 57

IH 17 66 Y L L N ○ 0 ．06 －955 0 7．8 19 3 39 37 ．77 9 96 ．04 7

lH 176 7 Y L L ○ 0 ．1 1 －9 55 10 ．0 2 1 3 39 36 ．58 5 96 ．0 77

IH 176 8 Y L L ○ 0 ．53 －9 55 1 1．0 94 3 39 35 ．09 8 96 ．03 9

Ⅲ 176 9 Y L L ○ 0 ．37 －9 55 1 1．2 20 33 9 33 ．26 8 96 ．0 57

Ⅲ 177 0 Y L L ○ 0 ．09 －9 55 22 ．0 2 1 33 9 29 ．77 1 95 ．63 0

m 177 1 Y L L ○ 0 ．05 －9 55 23 ．4 8 1 33 9 31 ．92 0 9 5 ．75 5

m 177 2 Y L L ○ 0 ．04 －9 55 24 ．6 24 33 93 1 ．26 8 9 5 ．65 7

lH 177 3 Y L L ○ 0 ．49 －9 55 27 ．152 33 93 0 ．16 3 9 5 ．76 0

Ⅲ 177 4 Y L L ○ 0 ．25 －9 55 26 ．6 06 33 93 2 ．35 7 9 5 ．64 4

＝ 177 5 Y L L ○ 0 ．06 －9 55 27 ．9 06 33 93 2 ．52 8 9 5 ．63 6

1日 177 6 Y L L R （⊃ 0．10 －9 55 24 ．6 38 33 93 4．75 6 9 5 ．93 5

IH 177 8 Y L L C〕 0 ．06 －9 55 12 ．7 30 33 94 5．42 2 9 5 ．85 6

m 177 9 Y L L ○ 0 ．03 －9 55 17 ．9 45 33 93 9．0 18 9 6 ．00 7

m 178 0 Y L L ○ 0 ．04 －9 55 18 ．3 57 33 93 8．57 0 9 6 ．0 13

IH 178 1 Y L L ○ 0．16 －9 55 18 ．8 99 33 93 5．24 8 9 5 ．97 5

‖ 178 2 Y L L ○ 0．01 －9 55 18 ．6 11 33 93 4．78 2 9 5 ．97 6

IH 178 3 Y L L ○ 0．39 …9 55 18 ．54 0 33 94 8．08 3 9 5 ．80 1

m 178 4 Y L L S C） 0．13 －9 55 22 ．34 0 33 94 8．9 16 9 5 ．70 6

m 1 78 5 Y L L S ○ 0．03 4 55 22 ．39 5 33 94 8．93 5 9 5 ．74 6

Ⅲ 1 78 6 Y L L ○ 0．19 －9 55 21 ．97 4 33 94 6．180 9 5．84 9

Ⅲ 1 78 7 Y L L ○ 0．0 1 －9 55 22 ．1 19 33 94 6．284 9 5．85 9

Ⅲ 1 78 8 Y L L S ○ 0．17 …9 55 23 ．70 6 33 94 6．074 9 5．79 0

Ⅲ 1 78 9 Y L L S ○ 0．0 5 －9 55 23 ．58 5 33 94 6．0 64 9 5．82 9

lH 1 790 Y L L ○ 0．0 4 …95 5 15 ．53 0 33 93 3．6 12 9 5．96 6

Ⅲ 1 79 1 Y L L （⊃ 0．0 7 4 5 5 15 ．39 4 33 93 1．9 99 9 5．98 7

＝ 17 92 Y L L ○ 0．0 2 －95 5 14 ．97 2 33 928 ．3 18 9 5．8 4 9

lu 17 93 Y L L ○ 0．0 3 －95 5 13 ．70 1 33 92 7．9 68 9 5．8 5 5

III 17 94 Y L L ○ 0 ．11 －95 5 12 ．83 7 33 928 ．153 9 5．8 3 2

lu 17 95 Y L L （⊃ 0．14 －95 5 12．22 0 33 925 ．133 9 5．7 1 7

ⅡI 17 96 Y L L ○ 0 ．2 0 －95 5 19．02 8 3 3 924 ．7 50 9 5．6 6 7

ⅡI 17 97 Y L L ○ 0 ．11 －95 5 11．06 7 3 39 18 ．7 99 9 5．6 4 5

1日 17 98 Y L L ○ 0 ．0 9 －95 50 6．07 7 9 5．8 0 5

Hl 17 99 Y L L ○ 0 ．0 3 －95 49 7．48 6 3 39 50 ．2 48 94 ．9 49

Ⅲ 18 00 Y L L R C ） 0 ．16 …95 52 1．80 7 3 39 38 ．6 70 9 5．8 88

1比 18 0 1 Y L L R ○ 0 ．2 6 －95 52 2．374 3 39 39 ．0 96 9 5．8 9 1

IⅡ 18 02 Y L L R ○ 0 ．13 －95 52 2．85 5 3 39 38 ．8 17 9 5．8 96

ⅡI 18 03 Y L L R ○ 0 ．16 －95 52 2．914 3 39 38 ．196 9 5．8 58

ⅡI 18 04 Y L L R ○ 0 ．16 －95 52 2．91 7 3 39 38 ．2 83 9 5．8 46

HI 18 05 Y L L R ○ 0 ．10 －95 52 3．078 3 39 37 ．5 96 95 ．8 13

ⅡI 18 06 Y L L R ○ 0 ．0 1 3 39 37 ．4 92 95 ．8 4 1

Ⅲ 18 07 Y L L R ○ 0 ．0 2 3 39 37 ．12 1 95 ．7 55

Ⅲ 18 08 Y L L R ○ 0 ．9 9 －95 52 4．538 3 39 36 ．8 92 95 ．6 9 1

Ⅲ 180 9 Y L L R ○ 0 ．04 －95 52 4．7 12 3 39 37 ．0 53 95 ．7 43

m 18 10 Y L L R ○ 0 ．10 …95 524 ．6 24 3 39 37 ．2 19 95 ．7 9 1

m 18 11 Y L L R ○ 0 ．0 1 －95 524 ．7 50 3 39 37 ．2 56 95 ，8 24

IH 18 12 Y L L R ○ 0 ．0 1 …95 524 ．6 40 3 39 37 ．3 57 95 ．7 2 1

Ⅲ 18 13 Y L L R ○ 0 ．10 －9 5 524 ．7 86 3 39 37 ．0 57 95 ．6 90

Ⅲ 18 14 Y L L R ○ 0 ．64 －9 5 524 ．8 30 3 39 36 ．23 8 95 ．7 19

ⅡI 18 15 Y L L R ○ 0 ．03 －9 5 52 5．2 15 3 39 36 ．7 23 95 ．7 77

Ⅲ 18 16 Y L L R ○ 1 ．34 －9 5 525 ．7 86 3 39 36 ．49 7 95 ．6 89

IⅡ 18 17 Y L L R ○ 0 ．16 －9 5 526 ．0 85 3 39 36 ．29 2 95 ．7 35

Ⅲ 18 18 Y L L R ○ 1 ．4 1 －9 55 26 ．3 37 3 39 36 ．25 7 95 ．7 07

1日 18 19 Y L L R ○ 0 ．0 1 －9 55 26 ．5 22 3 39 36 ．30 5 95 ．9 17

Ⅲ 182 0 Y L L R ○ 0 ．0 1 －9 55 26 ．4 42 33 9 36 ．70 4 95 ．6 92

Ⅲ 182 1 Y L L R ○ 0 ．0 1 －9 55 26 ．8 50 33 9 36 ．67 4 95 ．7 15

Ⅲ 182 2 Y L L R ○ 0 ．06 －9 55 26 ．9 40 33 9 36 ．66 8 95 ．6 64

Ⅲ 1 82 3 Y L L R ○ 0 ．30 －9 55 26 ．9 29 33 93 6 ．66 8 95 ．6 35

Ⅲ 1 82 4 Y L L R ○ 0 ．15 33 93 6 ．65 6 95 ．6 59

u l 1 82 5 Y L L R ○ 0 ．68 …9 55 26 ．6 65 33 93 7 ．46 0 95 ．6 74

Ⅲ 1 82 6 Y L L R ○ 0．2 1 －9 55 26 ．7 21 33 93 7 ．63 3 95 ．70 0

Ⅲ 1 82 7 Y L L R ○ 0．1 1 －9 55 26 ．6 09 33 93 7．65 9 95 ．7 10

lH 1 82 8 Y L L R ○ 0．18 －9 55 26 ．7 57 33 93 7．75 6 95 ．7 32

ⅢI 18 2 9 Y L L R ○ 0．90 －9 55 26 ．68 1 33 93 7．93 0 95 ．66 1

m 18 30 Y L L R C〕 0．18 －9 55 26 ．3 98 33 93 7．3 15 95 ．69 1

ⅡI 18 3 1 Y L L R ○ 0．03 －9 55 25 ．9 56 33 93 7．29 9 95 ．79 5

Ⅲ 18 32 Y L L R C） 0．17 －9 55 25 ．96 7 33 93 7．35 9 95 ．73 2

Ⅲ 18 33 Y L L R ○ 0．16 －9 55 26 ．08 0 33 93 7．72 1 9 5 ．72 6

m 18 34 Y L L R ○ 0．02 …9 55 25 ．97 4 33 93 7．75 2 9 5 ，70 4

Ⅲ 18 35 Y L L R ○ 0．09 －9 55 26 ．13 1 33 93 7．97 7 9 5 ．74 3

Ⅲ 18 36 Y L L R C ） 0．13 …9 55 26 ．06 1 33 93 8．128 9 5 ．75 0
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lH 18 37 Y L L R ○ 0．16 －95 52 5．9 2 6 3 39 38 ．6 10 95 ．7 63

III 18 38 Y L L R ○ 0．48 －95 52 5．9 43 3 39 38 ．7 99 95 ．8 77

IH 18 39 Y L L R ○ 0．04 －95 52 5．8 58 3 39 37 ．7 23 95 ．7 69

IⅡ 18 40 Y L L R ○ 0．19 －9 5 52 5．7 6 1 3 39 37 ．64 7 95 ．7 54

Ⅲ 18 4 1 Y L L R ○ 0．0 1 －9 55 25 ．5 73 3 39 37 ．43 3 95 ．7 78

IⅢ 18 42 Y L L R ○ 0．03 －9 55 25 ．5 97 3 39 37 ．6 14 95 ．7 92

IH 18 43 Y L L R ○ 0．22 …9 55 25 ．5 32 3 39 37 ．70 2 95 ．7 68

IⅡ 18 44 Y L L R ○ 0．09 …9 55 25 ．4 13 3 39 37 ．76 0 95 ．78 3

Ⅲ 18 45 Y L L R ○ 0．24 －9 55 25 ．4 4 1 3 39 37 ．69 2 95 ．7 78

III 18 46 Y L L R （⊃ 0．02 －9 55 25 ．3 46 3 39 37 ．58 3 95 ．74 0

IH 18 ∠17 Y L L R C ） 0．07 …9 55 25 ．3 05 3 39 37 ．50 7 95 ．78 0

Ⅲ 184 8 Y L L R ○ 0．05 －9 55 25 ．2 18 95 ．75 6

m 184 9 Y L L R ○ 0．30 －9 55 25 ．0 66 3 39 37 ．40 8 95 ．76 1

lH 18 50 Y L L R ○ 0．0 6 －9 55 25 ．0 89 3 39 37 ．52 9 9 5 ．77 6

l什 18 51 Y L L R ○ 0．27 －9 55 24 ．9 88 3 39 37 ．64 1 95 ．76 1

III 18 52 Y L L R ○ 0．0 1 －9 55 24 ．9 32 3 39 37 ．83 0 9 5 ．77 4

‖ 18 53 Y L L R ○ 0．0 5 －9 55 24 ．9 79 3 39 37 ．89 6 9 5 ．77 5

IH 185 4 Y L L R （⊃ 0．0 2 －9 55 24 ．9 日 3 393 7 ．97 9 9 5 ．80 3

IH 185 5 Y L L R ○ 0 ．3 1 －9 55 24 ．8 34 3 393 7 ．85 6 9 5 ．77 5

Ⅲ 185 6 Y L L R ○ 0 ．0 9 －9 55 24 ．8 38 3 393 8 ．05 0 9 5．77 6

III 185 7 Y L l＿J R ○ 0 ．14 33 93 8 ．00 0 9 5．79 2

1m 185 8 Y L L R ○ 0 ．0 4 －9 55 24 ．6 72 33 93 8 ．04 6 9 5．77 5

III 185 9 Y L L R ○ 0 ．0 3 －9 55 24 ．67 1 33 93 7 ．98 7 9 5．78 0

lH 186 0 Y L L R ○ 0 ．17 －9 55 24 ．57 3 33 93 7 ．82 3 9 5．77 8

III 186 1 Y L L R ○ 0 ．0 2 －9 55 24 ．63 0 33 93 7 ．87 1 9 5．77 6

1日 186 2 Y L L R ○ 0 ．0 6 －9 55 24 ．19 0 33 93 8．72 5 9 5．79 5

Ⅲ 186 3 Y L L R ○ 0 ．0 2 －9 552 4 ．34 5 33 93 9．66 0 9 5．83 2

1日 186 4 Y L L R （⊃ 0．9 5 －9 552 4 ．28 7 33 93 6．70 1 9 5．61 7

III 186 5 Y L L T ○ 0 ．18 －9 552 0 ．62 6 33 95 3．62 5 9 5．73 3

1日 186 6 Y L L T ○ 0 ．14 33 95 3．69 1 9 5．72 1

lu 186 7 Y L L T ○ 0 ．2 0 9 5．74 2

III 1868 Y L L T ○ 0 ．5 0 －95 52 0 ．30 2 33 95 4．15 6 9 5．73 3

Ⅲ 1869 Y L L T ○ 0 ．0 6 －95 52 0 ．08 8 33 95 4．3 5 1 9 5．72 6

Ⅲ 1870 Y L L T ○ 0 ．0 3 －95 5 19 ．87 3 33 95 4．518 9 5．723

IⅢ 187 1 Y L L T （⊃ 0．1 4 －95 52 0 ．24 9 33 95 4．533 9 5．700

lH 1 872 Y L L T ○ 0 ．2 8 …95 52 0 ．33 5 33 954 ．5 68 9 5．6 82

lH 18 73 Y L L T ○ 0 ．2 7 33 954 ．9 68 9 5．6 44

III 18 74 Y L L T ○ 0 ．1 1 …95 52 0 ．32 8 33 954 ．9 24 9 5．6 42

IH 18 75 Y L L T ○ 0 ．30 －95 52 0 ．30 5 33 95 5．12 1 9 5．6 22

Ⅲ 18 76 Y L L T ○ 0 ．23 －95 52 0 ．16 7 33 95 5．184 9 5．6 17

IH 18 77 Y L L N （⊃ 0 808 －95 50 7マ76 5 33 937 ．8 53 96 ．0 18

IⅢ 18 78 Y L L R ○ 0 ．03 －95 52 4．58 8 33 937 ．4 56 9 5．6 87

IH 18 79 Y L l． R ○ 0 ．12 …95 52 6．65 4 33 937 ．6 09 95 ．6 79

ln 18 80 Y L L R ○ 0 ．09 －95 52 3．23 2 33 935 ．8 48 95 ．6 22

III 18 8 1 Y L L N ○ 0 ．09 339 37 ．9 16 96 ．0 14

IH 18 82 Y L M ○ 0 ．4 1 －95 5 15．55 1 95 ．3 46

IⅢ 18 83 Y L M ○ 0 ．20 －95 5 17．38 6 3 39 1 1．3 2 1 95 ．0 14

ln 18 84 Y L M ○ 0 ．14 －95 5 17．61 1 3 39 1 1．3 02 95 ．0 07

lH 18 85 Y L L ○ 0 ．26 －95 52 6．4 54 3 39 25 ．8 04 95 ．3 05

IⅡ 18 86 Y L L ○ 0 ．16 …95 52 3．8 0 6 3 39 25 ．4 02 95 ．4 40

IⅢ 18 87 Y L L ○ 0 ．06 3 39 23 ．5 99 95 ．2 33

III 18 88 Y L L ○ 0 ．04 …95 51 2．8 7 2 3 39 13 ．7 50 95 ．2 73

IH 18 89 Y L L （〕 0．24 3 39 14 ．3 94 95 ．2 58

III 18 90 Y L L ○ 0 ．1 1 －9 5 51 3．8 54 3 39 15 ．8 48 95 ．2 96

IH 18 91 Y L L ○ 0 ．89 …9 5 51 5．3 28 3 39 14 ．6 68 95 ．2 72

m 18 92 Y L L ○ 0 ．42 －9 55 1 5．3 28 3 39 14 ．5 52 95 ．2 88

IⅡ 18 93 Y L L （⊃ 0．56 －9 55 1 5．5 36 3 39 15 ．6 36 95 ．3 2 1

IⅡ 18 94 Y L L ○ 0 ．02 －9 55 2 1．2 99 3 39 24 ．4 68 95 ．3 96

III 18 96 Y L L ○ 0．17 －9 55 1 1．0 83 3 39 18 ．8 02 95 ．5 98

III 18 97 Y L M J ○ 0．04 －9 55 0 2．3 27 95 ．0 57

ln 18 98 Y L M J ○ 0．2 1 －9 55 0 2．8 0 1 3 39 55 ．0 16 95 ．0 71

IⅡ 18 99 Y L M J ○ 0．15 －9 55 03 ．3 27 3 39 54 ．73 7 95 ．0 90

IⅡ 190 0 Y L M J （⊃ 0．64 …9 55 03 ．3 90 3 39 55 ．29 1 95 ．0 50

IⅡ 190 1 Y L M J ○ 0．76 －9 55 03 ．5 88 3 39 55 ．18 2 95 ．0 75

1m 190 2 Y L M J ○ 0．0 7 －9 55 03 ．7 73 3 39 55 ．20 1 95 ．1 07

IⅢ 190 3 Y L M J ○ 0．4 9 －9 55 04 ．3 9 1 3 39 55 ．3 19 95 ．14 6

Ⅲ 190 4 Y L M J ○ 0．24 3 39 55 ．07 7 95 ．1 72

lu 190 5 Y L M J （⊃ 0．4 6 －9 55 03 ．6 69 3 39 56 ．15 3 95 ．08 3

III 190 6 Y L M J ○ 0．25 －9 55 03 ．6 48 3 39 55 ．93 7 95 ．06 0

lu 190 ．7 Y L M J ○ 0．3 8 －9 55 03 ．8 24 3 39 55 ．70 0 95 ．06 5

IⅡ 190 8 Y L M J ○ 0．16 －9 55 03 ．8 5 1 3 39 55 ．79 2 95 ．07 0

IⅡ 190 9 Y L M J ○ 0．3 5 －9 55 03 ．9 77 3 39 55 ．8 19 95 ．10 7

IⅢ 19 10 Y L M J ○ 0．4 6 －9 55 04 ．0 92 3 39 55 ．76 9 95 ．1 18

IⅢ 19 11 Y L M J ○ 0．4 2 …9 55 04 ．2 0 1 3 39 55 ．85 1 95 ．09 2

ⅡI 19 12 Y L M J ○ 0．0 7 －9 55 03 ．9 8 1 3 39 55 ．86 2 95 ．09 3

ln 19 13 Y L M J ○ 0．7 7 －9 55 03 ．9 85 3 39 55 ．95 7 95 ．07 8

IⅡ 19 14 Y L M J ○ 0．3 1 －9 55 04 ．0 63 33 9 55 ．85 1 95 ．09 5

IⅡ 19 15 Y L M J C ） 0．0 1 －9 55 03 ．2 03 3 39 57 ．20 7 95 ．02 0

IⅡ 19 16 Y L M J ○ 0．0 4 －9 55 03 ．8 30 33 9 57 ．15 8 95 ．0 16

Ⅲ 19 17 Y L M J ○ 0．0 4 －9 55 03 ．5 34 33 9 57 ．00 2 94 ．98 6

IH 19 18 Y L M J ○ 0 ．3 0 －9 55 03 ．9 09 33 95 6 ．85 4 9 5 ．07 1

IⅢ 19 19 Y L M J ○ 0．3 3 －9 55 03 ．8 78 33 9 56 ．93 5 9 5 ．07 8

IⅢ 192 0 Y L M J ○ 0 ．15 －9 55 03 ．8 96 33 95 7 ．0 13 9 5 ．07 0

m 192 1 Y L M J C ） 0 ．19 －9 55 04 ．0 33 33 95 6 ．97 6 9 5 ．06 9

Ⅲ 192 2 Y L M J ○ 0 ．5 5 －9 55 04 ．2 24 33 95 6 ．98 0 9 5 ．12 5

IⅡ 192 3 Y L M J ○ 0 ．0 6 －9 55 04 ．2 26 33 95 7 ．07 0 9 5 ．08 8

IⅢ 192 4 Y L M J ○ 0 ．3 0 －9 55 04 ．1 67 33 95 7 ．22 9 9 5 ．07 9

1日 192 5 Y L M J ○ 0 ．0 1 …9 55 04 ．48 3 33 95 6 ．75 0 9 5 ．09 1

Ⅲ 192 6 Y L M J C〕 0 ．10 －9 55 04 ．49 6 33 95 6 ．58 9 9 5 ．12 6

III 192 7 Y L M J ○ 0 ．0 6 33 95 6 ．26 2 9 5 ．17 3

－84－
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III 192 8 Y L M J ○ 0．03 …9 55 04 ．43 2 95 ．1 1 1

III 192 9 Y L M J ○ 0．05 95 ．1 15

III 193 0 Y L M J ○ 0 ．0 1 33 95 6 ．18 4 95 ．1 35

Ⅲ 193 1 Y L M J ○ 0 ．0 1 －9 550 4 ．97 4 33 95 5 ．69 0 95 ．1 22

HI 19 32 Y L M J ○ 0 ．0 6 －9 550 4 ．87 8 33 95 5．83 0 95 ．16 2

i III 19 33 Y L M J C ） 0 ．0 5 …95 50 5 ．10 0 33 95 6．12 9 95 ．16 9

i III 19 34 Y L M J ○ 0 ．0 6 －95 50 5 ．16 1 33 95 6．05 3 9 5 ．17 8

】 III 19 35 Y L M J ○ 0 ．3 5 …95 50 5．20 4 9 5．17 4

障 II 19 36 Y L M J ○ 0 ．13 －95 50 5．4 1 8 33 95 5．3 3 1 9 5．22 5

III 19 37 Y L M J ○ 0 ．0 3 4 5 50 5．9 14 9 5．30 9

III 19 38 Y L M J ○ 0 ．02 339 55 ．4 36 9 5．31 5

III 193 9 Y L M J ○ 0 ．19 －95 50 6．0 67 3 39 55 ．6 40 9 5．273

1m 194 0 Y L M J ○ 0 ．43 －9 5 50 6．3 3 1 3 39 55 ．6 60 9 5．2 85

＝ 194 1 Y L M J ○ 0 ．0 1 －9 55 05 ．4 2 1 3 39 56 ．12 1 9 5．2 65

III 194 2 Y L M J ○ 0．16 －9 55 05 ．164 3 39 56 ．6 03 9 5．157

III 194 3 Y L M J ○ 0．22 …9 55 05 ．172 3 39 56 ．5 37 95 ．160

III 194 4 Y L M J ○ 0．0 1 3 39 56 ．65 0 95 ．10 1

III 194 5 Y L M J ○ 0．0 1 …9 55 05 ．6 18 3 39 56 ．85 7 95 ．173

lH 194 6 Y L M J ○ 0．2 4 －9 55 05 ．3 92 3 395 7 ．0 15 95 ．1 32

1 Ⅲ 1 94 7 Y L M J ○ 0 ．3 0 －9 55 04 ．9 56 33 95 6 ．97 9 95 ．13 9

i III 19 4 8 Y L M J ○ 0 ．0 8 …95 5 05 ．15 8 33 95 7 ．33 3 95 ．12 6

i III 19 49 Y L M J ○ 0 ．0 7 －95 50 5 ．14 9 33 95 7 ．4 12 95 ．1 16

III 19 50 Y L M J ○ 0 ．0 1 1 95 50 6 ．38 9 33 95 7．47 8 95 ．10 0

III 19 5 1 Y L M J ○ 1．4 5 33 95 7．56 4 9 5 ．06 8

III 19 52 Y L M J ○ 0 ．0 9 …95 50 5．95 9 33 95 7．52 2 9 5 ．12 8

ⅢI 19 53 Y L M J ○ 0 ．0 2 －95 50 5．8 13 33 95 7．3 8 1 9 5．13 7

ⅡI 19 54 Y L M J ○ 0 ．2 7 －95 50 5．754 339 5 7．4 93 9 5．11 4

ⅢI 19 55 Y L M J ○ 0 ．0 5 －95 50 5．58 3 3 39 5 7．4 19 9 5．14 0

III 19 56 Y L M J C ） 0 ．14 －95 50 5．709 3 39 57 ．5 7 1 9 5．10 6

ⅡI 19 57 Y L M J ○ 0 ．45 －9 5 50 5．8 5 1 9 5．108

III 195 8 Y L M ．J ○ 0 ．07 －9 55 0 5．9 25 3 39 57 ．7 93 9 5．0 9 1

III 195 9 Y L M 、J ○ 0 ．05 －9 55 05 ．8 9 1 9 5．11 1

Ⅲ 196 0 Y L M J ○ 0 ．45 －9 55 05 ．8 37 3 39 57 ．7 52 95 ．0 78

Ⅲ 196 1 Y L M J ○ 0．24 －9 55 05 ．6 24 3 39 57 ．8 68 95 ．0 75

IH 196 2 Y L M J ○ 0．19 －9 55 05 ．5 62 3 39 57 ．8 74 95 ．0 70

lH 1 96 3 Y L M J ○ 0．0 4 －9 55 05 ．7 24 3 39 57 ．8 20 95 ．1 05

III 1 964 Y L M J ○ 0．10 …9 55 05 ．80 4 33 9 57 ．89 5 95 ．08 6

HI 19 6 5 Y L M tl ○ 0 ．0 3 33 95 7 ．96 1 95 ．08 5

III 19 66 Y L M 、† ○ 0．14 －95 50 5 ．88 3 95 ．08 9

HI 19 67 Y L M J ○ 0 ．0 2 33 95 7．92 5 95 ．05 8

III 19 68 Y L M J ⊂） 0．0 7 9 5 ．09 7

Ⅲ 19 69 Y L M J ○ 0 ．0 3 －95 50 6．09 3 33 95 7．88 1 9 5 ．09 4

1日 19 70 Y L M J ○ 0 ．2 7 －95 50 6．22 0 33 95 8．0 16 9 5 ．08 8

III 19 7 1 Y L M 、1 ○ 0 ．3 0 －95 50 6．2 18 33 95 7．912 9 5 ．10 3

Ⅱ1 19 72 Y L M J ○ 0 ．4 1 …95 50 6．18 5 3 3 95 7．8 50 9 5 ．09 2

III 19 73 Y L M J ○ 0 ．1 2 －95 50 5．609 3 39 58 ．4 82 9 5．04 7

lm 197 4 Y L M J ○ 0 ．4 1 3 39 58 ．4 2 1 9 5．02 1

lu 197 5 Y L M J ○ 0 ．13 －95 50 7．0 14 3 39 59 ．143 9 5．0 33

H l 197 6 Y L M J ○ 0 ．07 －9 5 504 ．2 22 3 39 55 ．8 27 9 5．0 96

IH 197 7 Y L M J ○ 0．04 －9 55 05 ．7 42 3 39 57 ．8 55 9 5．0 69

川 197 8 Y L L ＝ C ） 0．09 －9 55 27 ．4 28 3 39 15 ．0 52 94 ．7 59

III 197 9 Y L L ＝ C ） 0．09 －9 55 27 ．6 23 3 39 15 ．156 94 ．7 42

III 1980 Y L L ＝ ○ 0．68 3 39 16 ．2 82 94 ．8 28

III 19 8 1 Y L L ＝ ○ 0．1 1 －9 55 29 ．5 64 3 39 15 ．40 9 94 ．7 10

lH 19 82 Y L L H ○ 0．03 －9 55 29 ．5 27 3 39 15 ．35 2 94 ．7 62

IH 19 83 Y L L ＝ ○ 0．0 2 －9 55 29 ．5 72 3 39 14 ．50 5 94 ．7 26

ln 19 84 Y L L H ○ 0 ．0 3 －9 55 29 ．63 8 33 9 14 ．36 1 94 ．66 2

ⅢI 19 85 Y L L ‖I ○ 0 ．0 7 －9 553 0 ．20 4 94 ．65 6

H l 19 86 Y L L H ○ 0 ．0 8 －95 52 9 ．05 9 33 9 14．12 4 94 ．63 7

＝ 19 87 Y L L ＝ ○ 0．2 4 －95 52 9 ．03 1 33 9 14．06 8 94 ．63 3

III 19 88 Y L L H C ） 0 ．2 8 －95 52 8 ．89 3 33 9 14．08 5 94 ．65 4

H l 198 9 Y L L H ○ 0 ．3 7 －95 52 8 ．84 0 33 9 13．97 1 9 4 ．63 2

ⅡI 199 0 Y L L H ○ 0 ．1 5 －95 52 8．82 0 33 91 3．8 82 9 4．6 18

lH 199 1 Y L L ‖ ○ 0．2 7 －95 52 8．92 2 3 3 91 3．8 8 1 9 4．60 6

ⅡI 199 2 Y L L H ○ 0 ．04 －95 52 9．3 8 3 3 3 912 ．7 86 9 4．58 0

間 199 3 Y L L H C ） 0 ．02 －95 52 9．6 9 3 3 39 13 ．0 39 9 4．589

IH 199 4 Y L L H ○ 4 ．20 －955 3 0．194 3 39 12 ．7 04 9 4．510

ⅡI 199 5 Y L L ＝ ○ 0．84 －955 3 0．3 95 9 4．542

IH 199 6 Y L L H ○ 0．10 －955 30 ．7 27 3 39 13 ．0 23 94 ．565

Ⅲ 199 7 Y L L H ○ 1．05 －9 55 30 ．7 22 3 39 12 ．5 68 94 ．5 15

文化層
遣物

番号

出土

層位

ブロック

番号
赤化 重量 （鹿） X 座標 Y 座標 Z座標

III 199 8 Y L L ＝ C ） 3．15 －9 55 30 ．7 95 33 9 12 ．7 18 9 4 ．49 0

III 199 9 Y L L H ○ 1．0 1 －9 55 30 ．8 92 33 9 12．8 17 9 4 ．5 12

1日 2 00 0 Y L L ‖ ○ 0．0 1 4 55 30 ．67 3 33 9 11．98 3 9 4．47 1

lH 2 00 1 Y L L H C ） 0．7 3 ～9 55 31 ．2 14 33 9 12．25 7 9 4．48 2

lH 2 00 2 Y L L C ） 0．5 0 －95 53 0 ．78 4 33 9 10．03 7 9 4．3 27

IH 2 00 3 Y L L ○ 0 ．7 4 －95 53 3 ．22 3 33 9 19．24 1 9 4．7 26
i IⅡ 2 004 Y L L G ○ 0 ．17 」汚53 1．86 7 33 92 1．3 72 9 4．9 07

帖 II 2 00 5 Y L IJ G ○ 0 ．0 8 －95 53 1．85 1 3 3 92 1．4 49 9 4．9 42

III 20 06 Y L L G ○ 0 ．0 1 3 39 2 1．5 00 94 ．9 48

1日 20 07 Y L L G ○ 0 ．0 1 －95 53 1．94 1 3 39 2 1．6 08 94 ．9 73

＝ 20 08 Y L L G C 0 ．日 …95 53 2．4 00 3 39 22 ．159 94 ．9 84

IⅢ 20 09 Y L L G ○ 0 ．0 1 －95 53 1．9 78 3 39 22 ．2 55 94 ．9 91

IH 20 10 Y L L G ○ 0 ．0 1 －9 5 532 ．149 3 39 22 ．3 71 95 ．0 07

III 20 1 1 Y L L G ○ 0 ．19 －9 55 32 ．0 54 3 39 22 ．48 2 94 ．9 99

lH 20 12 Y L L G ○ 0 ．08 4 55 3 1．9 97 33 9 22 ．4 95 94 ．98 0

川 20 13 Y L L G C ） 0 ．08 33 9 22 ．63 8 94 ．99 5

III 2 0 14 Y L L G C ） 0．09 －9 55 3 1．8 04 33 92 2 ．66 2 94 ．95 6

III 2 0 15 Y L L G ○ 0．26 －9 55 3 1．6 49 33 92 2 ．54 1 94 ．98 3

IH 2 0 16 Y L L G （⊃ 0．39 －9 55 3 1．5 39 33 92 2．60 8 9 5 ．00 8

III 2 0 17 Y L L G C） 0．15 －9 55 3 1．60 8 33 92 2．74 9 9 5．02 1

III 2 0 18 Y L L G ○ 0．10 －9 55 31 ．53 0 33 92 2．78 0 9 5．03 3

lu 2 0 19 Y L L G ○ 0．0 1 －9 553 1 ．5 17 33 92 2．97 3 9 5．05 3

III 2 02 0 Y L L G ○ 0 ．0 2 …9 553 1 ．44 6 33 92 3．244 9 5．088

III 2 02 1 Y L L G ○ 0 ．0 1 －95 53 1 ．28 8 33 92 3．150 9 5．082

1日 2 02 2 Y L L G ○ 0 ．2 2 －95 53 1 ．36 6 3 3 923 ．4 44 9 5．10 1

1日 20 23 Y L L G ○ 0 ．0 8 －95 53 1．18 9 3 39 23 ．3 72 9 5．106

III 20 24 Y L L G ○ 0 ．0 3 －95 53 1．38 3 3 39 22 ．4 75 9 5．0 0 1

III 20 25 Y L L G ○ 0 ．0 5 －95 53 1．26 0 3 39 22 ．5 42 95 ．0 24

III 20 26 Y L L G C き 0 ．3 6 …95 53 1．14 9 3 39 22 ．6 15 95 ．0 07

III 20 27 Y L L G ○ 0 ．23 －95 53 0．8 8 7 3 39 22 ．4 50 95 ．0 13

IⅢ 20 28 Y L L G （⊃ 0．39 …95 530 ．8 18 3 39 22 ．64 1 95 ．0 24

1什 20 29 Y L L G ○ 0 ．02 …95 530 ．8 00 3 39 22 ．9 80 95 ．0 86

ln 20 30 Y L L G ○ 0 ．0 1 4 55 30 ．6 42 3 39 22 ．92 2 95 ．10 9

1什 203 1 Y L L G ○ 0 ．02 －9 55 30 ．4 19 3 39 22 ．96 5 95 ．10 5

IⅢ 203 2 Y L L G ○ 0．0 1 －9 55 30 ．3 16 3 392 2 ．99 4 95 ．10 5

III 2 03 3 Y L L G ○ 0．0 1 …9 55 30 ．2 29 33 92 3 ．10 8 95 ．10 1

IⅢ 2 03 4 Y L L G ○ 0．1 1 －9 55 30 ．5 89 33 92 3 ．06 5 9 5 ．09 9

III 2 03 5 Y L L G ○ 0．02 …9 55 30 ．6 86 33 92 3 ．20 5 9 5 ．1 10

王II 2 03 6 Y L L G ○ 0．05 …9 55 30 ．68 3 33 92 3．3 10 9 5．13 9

III 2 03 7 Y L L G ○ 0．0 5 …9 553 0 ．3 18 9 5．16 9

III 2 03 8 Y I．L G ○ 0 ．0 1 －9 553 0 ．28 2 33 92 3．4 4 1 9 5．13 9

1m 2 03 9 Y L L G ○ 0 ．4 8 －9 553 0 ．1 15 33 92 3．53 5 9 5．11 3

III 2 04 0 Y L L G ○ 0 ．19 －95 53 0 ．02 8 33 92 3．5 4 6 9 5．120

IH 20 4 1 Y L L G ○ 0 ．5 0 …95 53 0 ．06 4 339 2 3．6 8 7 9 5．146

III 20 4 2 Y L L G ○ 0 ．11 －95 53 0 ．07 0 339 2 3．8 日 9 5．158

III 20 43 Y L L G C ） 0 ．0 8 －95 53 0．00 9 9 5．149

III 20 44 Y L L G ○ 0 ．0 5 －95 53 0．18 1 3 39 23 ．3 57 9 5．109

IH 20 45 Y L L G ○ 0 ．0 6 …95 53 0．15 3 3 39 23 ．3 2 1 95 ．110

lH 20 46 Y L L G ○ 0 ．0 7 －95 53 0．11 5 3 39 23 ．2 58 95 ．119

1日 20 47 Y L L G C ） 0 ．07 …95 52 9．928 3 39 23 ．2 87 95 ．112

III 20 48 Y L L G ○ 0 ．08 －95 53 0．0 59 3 39 23 ．1 65 95 ．150

III 20 49 Y L L G ○ 0 ．0 1 －9 55 2 9．9 97 3 39 22 ．9 07 95 ．0 92

IIl 2 0 50 Y L L G ○ 0 ．0 1 －9 55 30 ．0 14 3 39 22 ．6 64 95 ．115

III 2 0 51 Y L L G ○ 0 ．2 1 －9 55 29 ．7 2 1 3 39 2 1．4 70 94 ．99 1

III 2 0 52 Y L L G ○ 2 ．39 －9 55 29 ．6 18 3 39 23 ．58 6 95 ．15 5

lH 2 05 3 Y L L G ○ 0 ．26 －9 55 29 ．6 6 1 33 9 23 ．83 9 95 ．12 8

Il 2 05 4 Y L L G ○ 0．07 －9 55 29 ．3 43 33 9 23 ．7 16 9 5 ．15 0

III 2 05 5 Y L L G ○ 0．04 づ 55 28 ．8 81 33 9 23 ．34 9 9 5 ．15 9

lH 2 05 6 Y L L G ○ 0．09 －9 55 28 ．5 57 33 92 2 ．32 7 9 5 ．08 5

IH 2 05 7 Y L L G ○ 0．0 4 －9 55 30 ．6 09 33 92 3．35 1 9 5 ．1 13

lH 2 05 8 Y L L C 〉 0．15 －9 55 28 ．1 28 33 9 10．1 14 9 4 ．42 1

IH 2 05 9 Y L L ○ 0．18 …9 55 34 ．70 9 33 90 9．56 8 9 3 ．97 9

Ⅲ 20 6 0 Y L L G ○ 0．2 2 －95 5 32 ．05 6 33 92 2．42 1 9 4 ．96 2

IⅡ 20 6 1 Y L L G ○ 0 ．10 －95 53 2 ．04 7 33 92 2．53 5 9 4．97 3 ！

IH 20 62 Y L L G ○ 0 ．0 4 －95 53 1 ．62 9 9 4．94 9

1日 20 63 Y L L G ○ 0 ．0 3 4 5 53 0 ．50 9 339 2 3．0 08 9 5．0 8 2

I〕 20 64 Y L L G ○ 0 ．0 5 －95 53 0．2 10 339 2 3．4 06 9 5．130

III 20 65 Y L L G ○ 0 ．19 －95 53 2．57 7 339 2 1．4 16 9 4．8 56

III 20 66 Y L L I ○ 0 ．12 －95 5 11．24 0 3 39 56 ．163 9 5．15 2

Ⅲ 20 67 Y L L ○ 0 ．0 3 －95 50 0．2 17 3 39 55 ．5 49 94 ．7 80
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附義　尊称遺跡石器個体別分類…覧義

個体別 色調 縞 ・流理等 含有物 光沢 自然画 剥片面 受熱石質 遺物出土
層位

石
器
数

1 H NK Jl 暗灰色亜透明・不透明
灰色で1～2m 程度の帯状の縞
あり

1mm程度のクリストバル石を少
量含む

ガラス質で鋭い 不明
アバタ状で
微細な割れ
が目立つ

無し緻密 YLL 1

2 HN H Jl 黒色亜透明・不透明
灰色で2mm程度の帯状の縞あ

り

11珊程度のクリストバル石を少

量含む
ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し不明 BB l＝ 1

3 H N H J2 黒色亜透明・不透明 無し

1mm程度のクリストバル石を少

量含み、3～5mm程度の球顆の抜
け殻が一一一一一一ム部に目立つ

ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し微密 Y LL 1

i

4 H N HJ3 灰色不透明 灰色で微細なぼやけた縞あり 無し ガラス質で鈍い 不明
スリガラス
状でざらつ
きあり

無し緻密 Y LM 1

5 H N HJ4 黒色不透明 灰色で微細な縞あり 1mm程度の多量の球顆が目立つ ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Y LM 11

6 H N HJ5 黒色不透明
暗灰色で微細なすじ状の縞あ
り

微細なクリストバル石を微量に
含む

ガラス質で非常
に鈍い

不明 滑らか 無し緻密 YLM ・YLL 7

7 H NH J6
黒色不透明。鈍い黄褐
色が…ムー一部見られる 灰色で微細なぼやけた縞あり

1mm程度のクリストバル石を微
量に含む

ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 Y LM 2

8 HN H J7
オリーブ黒色不透明 ・灰色で、微細なすじ状の縞、 1mm程度のクリストバル石を微 ガラス質で非常 不明 滑らか 無し緻密 Zn ・YLU 12
黒色不透明 気泡状の縞あり 量に含む に鈍い YLM ・YLL

9 HNHJ8A 黒色亜透明・不透明
暗灰色で2～3mm程度の帯状の
縞あり

1mm程度のクリストバル石を少
量含む

ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 YLU ・YLM 7

10 HNHJ8B 黒色半透明・亜透明
灰色で、微細な、すじ状の
縞、気泡状の斑点あり

1mm程度のクリストバル石を少
ガラス質で鈍い 不明

微細な割れ

が目立つ
無し緻密

FBb ・Zn
YI，U ・YLM
YLL
17

量含む

11 H N HJ9 黒色亜透明・不透明
暗灰色で1mm程度のすじ状の
縞あり

1mm程度の、球顆を微量、クリ

ストバル石を少量含む
ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Zn ・YLM

BBO 3

12 HNH JlO 黒色亜透明・不透明 灰色で微細なすじ状の縞あり
1mm程度のクリストバル石を少
量含む ガラス質で鈍い 不明

微細な割れ
が目立つ

無し緻密 Y LL 1

13 A GKT l 黒色不透明 灰色で微細なすじ状の縞あり
微細なクリストバル石を微量に
含む ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 ScIIIb2 1

14 AG KT2 黒色不透明 灰色で微細なすじ状の縞あり 1mm程度の球顆を微量に含む ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し不明 ScⅡIb2 1

15 AG KT3 黒色不透明 無し 1～2mm程度の球顆を少量含む ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し不明 ScIIIb2 1

16
i
A G KT4 黒色亜透明・不透明 灰色で微細な縞あり 1m 程度の球顆を微量に含む ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し不明 ScIIIb2 2

17 A G KT5 黒色亜透明・不透明 灰色で微細な縞あり
1m 程度の、球顆、クリストバ

ル石を少量含む
ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し不明 ScIIIb2 4

18 A GKT 6 黒色半透明e亜透明
暗灰色または灰色で微細なす

じ状の縞あり

lmm程度の石英、球顆を少量含

む
ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し不明 ScIIIb2 1

19 A GKT7 黒色半透明・亜透明 灰色でぼやけた縞あり
1mm程度の、球顆、クリストバ

ル石を微量に含む
ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し不明 ScIIIb2 3

20 A GKT8 黒色透明・半透明
暗灰色で微細なすじ状の縞あ
り

1m 程度のクリストバル石を微
量に含む ガラス質で鋭い 不明 滑・らか 無し不明 ScⅢb2 1

21 A GKT9
黒色亜透明・不通明
暗灰色亜透明・不透明 灰色で微細な気泡状の縞あり

1m 程度のクリストバル石を微
量に含む

ガラス質で鋭い 不明 微細な割れ
が目立つ

無し不明 BBIII 1

22 AGKTlO 黒色不透明
灰色で、微細な縞、帯状の縞
あり

1mm程度のクリストバル石を微
量に含む

ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し不明 BBIII 1

23 AGKTll 灰色不透明／黒色不透明 無し
1m 程度のクリストバル石を微
量に含む

ガラス質で鋭い 不明 ざらつきあ
り

無し緻密 Y LL 1

－86－



個体別 色調 縞 ・流理等 含有物 光沢 自然面 剥片癖 受熟 石質
遺物出土
層位

石
器
数

24 A G K T12 黒色亜透明 ・不透明 無し
1mm程度のクリス トバル石を微
量に含む ガラス質で鋭い スリガラス状 滑らか 無し緻密 YLL 1

25 A G KT 13 黒色亜透明 ・不透明
灰色で微細な気泡状の斑点あ
り

t

lmIn程度のクリストバル石を微
量に含む

ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し

l

緻密 YLL ・BBO 2

26 A G KT 14 黒色不透明
灰色で、帯状の縞、微細な気
泡状の斑点あり

1～5mm程度の多量の球顆が目立
ち、lmIn程度のクリス トバル石
を少量含む

ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無 し緻密 YLU －YLM 32

27 A G KT 15 黒色亜透明 ・不透明
灰色で、微細なすじ状の縞あ

り
2～3mm程度の球顆を少量含む ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無 し緻密 YLU ・YLM

YLL・BBO
16

28 A G K T 16 暗灰色不透明 灰色で2～3mm程度の縞あり 1mm程度の、球顆を微量、クリ

ストバル石を微量に含む

ガラス質で非常
に鈍い 不明

スリガラス
状でざらつ
きあり

無し微密 BBO 4

29 A G K T 17 黒色不透明
暗灰色叉は灰色で流動状の
縞、微細な気泡状の斑点あり 1′～3mm程度の球顆を少量含む ガラス質

スリガラス
状、溶岩状の
ぼこぼこした
面あり

滑らか 無し緻密
YLU ・YLM
YLL
BBO・Scl

24

30 A G K rr18 黒色不透明
灰色で、帯状の縞、微細な気
泡状の斑点、微細なすじ状の
縞あり

1～2m 程度の球顆を少量、1mTn
程度のクリストバル石を微量に
含む

ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 YLM ・YLL 8

32 A G KT 20 暗灰色亜透明 ・不透明 灰色で微細なすじ状の縞あり
1mm程度の、球顆、クリス トバ

ル石を微量に含む
ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 YLM 2

33 A G KT 21 暗灰色不透明 灰色で微細な流動状の縞あり 1～2mm程度の球顆を少量含む ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 Y LM 1

34 A G KT 22 黒色亜透明 ・不透明 無し
1mm程度の球顆の抜け殻が一一一一一一1部

に見られる
ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Y LM 1

35 A G KT23 黒色亜透明 ・不透明
暗灰色で微細なすじ状の縞あ
り

1mm程度のクリス トバル石を微

量に含む
不明 スリガラス状 滑 らか 無し緻密 FBb 1

36 SW H D l 黒色透明 無 し 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無 し不明 ScIIIb 2 1

37 SW H D 2 黒色透明 無 し 1mm程度の球顆オト一部に目立つ ガラス質で鋭い スリガラス状 滑らか 無し不明 ScIIIb 2 2

38 SW H D 3 黒色透明e半透明
暗灰色で、帯状、微細なすじ
状の縞あり 無 し ガラス質で鋭い 滑らか 滑らか 無し不明 ScIIIb 2 2

39 SW H D 4 黒色半透明
灰色で微細な縞あり、全体に
微細な気泡を含む

1～2mm程度の球顆を少量含む ガラス質で鈍い スリガラス状 滑らか 無し不明 ScIIIb 2 2

40 SW H D 5 黒色半透明
暗灰色でぼやけた縞、灰色で
すじ状の縞あり

1m 程度のクリス トバル石を－′…一
部に含む

ガラス質で鋭い スリガラス状 滑らか 無し不明 ScIIIb 2 1

41 SW H D 6 やや黒色がかった透明
灰色で微細なすじ状の縞、暗
灰色で帯状の縞あり

不明 ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し不明 ScIH b 2 2

4 2 SW H D 7 褐灰色半透明
灰白色で微細な気泡状の斑点

あり
無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLM ・YLIJ

BBO 12

43 SW H D 8 やや黒色がかった透明 黒色粒子が鱗雲状に散在する 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLM ・YLL 3

44 SW H D 9 やや黒色がかった透明 黒色粒子が鱗雲状に散在する 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLM 4

45 SW H D lO やや黒色がかった透明 黒色粒子が鱗雲状に散在する 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Y LM 1

46 SW H D ll やや黒色がかった透明 黒色で微細なすじ状の縞あり 2～5mm程度の球顆を…ふ部に含む ガラス質で鋭い スリガラス状 滑らか 無し緻密 Y LM 1

47 SW H D 12 やや黒色がかった透明 黒色で微細なすじ状の縞あり 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 FBb・YLM 1

48 SW H D 13 やや黒色がかった透明 灰色で微細なすじ状の縞あり 無 し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLM ・BBO 3

49 SW H D 14 やや黒色がかった透明 灰褐色ですじ状の縞あり 無 し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無 し緻密 YLM ・YLL
FBb・BBO

15
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個体別 色調 縞 ・流理等 含有物 光沢 自然面 剥片面 受熟 石質
遺物出土
層位

石
器
数

50 SW H D 15 やや黒色がかった透明
灰白色で微細なすじ状の縞あ
り

無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無 し緻密 YLL ・YLM
FBb
4

51 SW H D 16 やや黒色がかった透明 灰褐色でぼやけた縞あり 無 し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Z n 1

52 SW H D 17 やや黒色がかった透明 灰色で微細なすじ状の縞あり 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLL 1

53 SW H D 18 やや黒色がかった透明 黒色粒子が鱗雲状に散在する 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLM l

54 SW H D 19 やや黒色がかった透明 黒色粒子が鱗雲状に散在する 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Y LL 1

55 T ST Y l やや灰色がかった透明

】

灰色で微細な気泡状の縞あり 微細な球顆を微量に含む ガラス質で鋭い スリガラス状

l

滑らか 無し緻密 YLU 1

56 T S T Y 2 やや黒色がかった透明 灰色で微細なすじ状の縞あり
微細なクリストバル石を微量に
含む

ガラス質で鋭い 不明
微細な割れ
が目立つ 無 し緻密 Y LM 1

57 T ST Y 3 やや黒色がかった透明 無し
1mm程度のクリス トバル石を微
量に含む

ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLM 1

58 T ST Y 4 やや黒色がかった透明 灰色で微細なすじ状の縞あり llnm程度の球顆を多量に含む ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 FBb 1

59 W D T Y l やや黒色がかった透明 無 し 1mm程度の球顆を一一部に含む ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 YLL 1

60 W D TY 2 黒色半透明 ・亜透明 無し 2～3mm程度の球顆を多量に含む ガラス質で鈍い 不明 滑らか 無し緻密 Y LL 1

61 W D TY 3 やや黒色がかった透明 暗灰色で鱗雲状の縞あり 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無し緻密 Y LM 1

62 W D K B l やや黒色がかった透明 無し 無し ガラス質で鋭い 不明 滑らか 無 し緻密 Y LM 1

63 K Z O B l 黒色透明 ・半透明 無し 1mm程度のクリス トバル石を微
量に含む ガラス質で鋭い スリガラス状 滑らか 無 し微密 Y LM 1
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附編　黒曜石原産地分析

国立沼津工業高等専門学校　教授　望月明彦

産地原石判別群瞳捌瞳◎S匡風潮臓』蛍光X線分析装置隠遮る》
都道府県 ！ 地図N o． エリア 新判別群 l 旧判別群 新記号 l　 旧記号 原石採取地（分析数）

北海道

1 白滝 八号沢群 ST H G 懐 石L－L血 頂（19）、八号沢露頭（31）、八号沢（79）、黒曜の沢（6）、幌加

I林道（4）黒曜の沢群 ST K Y
2 上士幌 三股群 K S M M 十三ノ沢（16）
3 置戸 安住群 O D A Z 安住（25）、清水ノ沢（9）

4 旭川 高砂台群 A K T S 桓 砂台（6）、雨紛台（5）、春光台（5）

春光台群 A K SK
5 名寄 布川群 N Y H K 布川（10）
6 新十津川 須田群 ST SD 須田（6）
7 赤井川 曲川群 A IM K 曲川（25）、土木用（15）
8 豊浦 豊泉群 T U T I 豊泉（16）

青森 9 木造 出来島群 KD D K 出来島海岸（34）
10 深浦 八森山群 H U H M 八森山公園（8）、六角沢（8）、岡崎浜（40）

秋田 11 男鹿
金ヶ崎群 O G K S ノヽ金ヶ崎温泉（37）、脇本海岸（98）
脇本群 O G W M 脇本海岸（16）

山形 12 羽黒
月山群 H G G S 月山荘前（30）、朝日町田代沢（18）、櫛引町中沢（18）
今野川群 H G IN 今野川（9）、大網川（5）

新潟
i
13 新津 金津群 N T K T 金津（29）
14 新発田 板山群 SB IY 土日　40

栃木 15 高原山
甘湯沢群 高原山1群 T H A Y T K H l 甘湯沢（50）、桜沢（20）
七尋沢群 高原山2群 T H N H T K H 2 七尋沢（9）、自然の家（9）

長野

16 和田（W D ）

l

鷹山群 和田峠1群 W D T Y W D T l l

l

鷹山（53）、小深沢（54）、東餅屋（36）、芙蓉ライト（87）、古峠（50）、

土屋橋北（83）、土屋橋西（29）、土屋橋南（68）、丁字御領（18）

小深沢群 和田峠2群 W D K B W D T 2
土屋橋北群 和田峠3群 W D T K W D T 3
土屋橋西群 和田峠4群 W D T N W D T 4
土屋橋南群 和田峠5群 W D T M W D T 5
芙蓉ライ ト群 W D H Y
古峠群 W D H T
！

和田（W O ） l
l

ブドウ沢群 男女倉1群 W O B D O M G l
ブドウ沢（36）、ブドウ沢右岸（18）、牧ケ沢上（33）、牧ヶ沢下（36）、
高松沢（40）

牧ケ沢群 男女倉2群 W O M S O M G 2 】

高松沢群 男女倉3群 W O T M O M G 3

17 諏訪 星ケ台群 霧ヶ峰系 SW H D K R M
胃青票 霊 蕊 溜 盈 豊 豊 湯 緒 濡 、星ケ台B i

18 蓼科
l

I

冷山群 蓼科系 TS T Y T T S 冷山（33）、麦革峠（36）、麦革峠東（33）、渋 ノ湯（29）、美 し森（4）、
八ヶ岳7（17）、八ヶ岳9（18）、双子池（34）

双子LLJ群 T S H G 双子池（26）
措鉢山群 T S S B 揺鉢山（31）、亀甲池（8）

19 ！

！

箱根　　 l
l

l

芦ノ湯群 芦ノ湯 H N A Y A S Y 芦ノ湯（34）

神奈川 20 畑宿群

山

畑宿 H N H J H T J 畑宿（71）

黒岩橋群 箱根系A群 H N K I H K N A 黒岩橋 （9）
l

l
2 1

鍛冶屋群 鍛冶屋 H N K J K JY 鍛冶屋（30）

静岡 上多賀群 上多賀 H N K T K M T 上多賀（18）
22 天城 柏峠群 柏峠 A G K T K SW 柏峠（80）

東京 23
神津島 ！恩馳島群 神津島l群 K Z O B K O Z l 恩馳島（100）、長浜（43）、沢尻湾（8）

砂糠崎群 神津島2群 K Z S N K O Z 2 砂糠崎（40）、長浜（5）

島根 24

l

隠岐　　 l
l

久見群 O K H M 久見パーライ ト中（30）、久見採掘現場（18）　　　　　　　 】
箕浦群 O K M U 箕浦海岸（30）、加茂（19）、岸浜（35）　　　　　　　　　　 ！
岬群 O K M T 岬地区（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

その他 N K群 N K 中ッ原lG 、5G （遺跡試料）、原石産地は未発見　　　　　　 」

⑳黒耀石産地



望　出藍黒曜石製石器産地推定結果

判別図法◎判別分析からの最終推定結果

障 琴
分析番号 遺物番号 推定産地

M K O2－1 T B K －1 64 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－2 T B K －2 6 7 天 城 柏峠群

M K O2－3 T B K －3 68 箱 根 畑宿群

M K O2－4 T B K －4 69 箱 根 畑宿群

M K O2－5 T B K －5 70 天 城 相峠群

M K O2－6 T B K －6 7 1 箱 根 畑宿群

M K O2－7 T B K －7 7 2 箱 根 畑宿群

M K O2－8 T B K －8 73 箱 根 畑宿群

M K O2－9 T B K －9 74 天 城 相峠群

M K O2－10 T B K －10 7 5 箱 根 畑宿群

M K O2 －11 T B K －11 76 箱 根 畑宿群

M K O2 －12 T B K －12 7 7 箱 根 畑宿群

M K O2 －13 T B K －13 79 推 定 不可

M K O2－14 T B K －14 80 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－15 T B K －15 8 1 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－16 T B K －16 8 2 箱 根 畑宿群

M K O2－17 T B K －17 204 諏 訪 星 ケ台群

M K O2 －18 T B K －18 215 箱 根 畑宿群

M K O2－19 T B K －19 217 天 城 柏峠群

M K O2 －20 T B K －20 229 蓼 科 冷山群

M K O2 －21 T B K －21 231 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－22 T B K －22 238 箱 根 畑宿群

M K O2 －23 T B K －23 246 天 城 柏峠群

M K O2 －24 T B K －24 248 箱 根 畑宿群

M K O2 －25 T B K －25 249 箱 根 畑宿群

M K O2 －26 T B K －26 252 箱 根 畑宿群

M K O2－27 T B K －27 253 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－28 T B K －28 277 箱 根 畑宿群

M K O2 －29 T B K －29 292 天 城 柏峠群

M K O2 －30 T B K －30 293 箱 根 畑宿群

M K O2 －3 1 T B K －31 294 箱 根 畑宿群

M K O2 －3 2 T B K －32 295 箱 根 畑宿群

M K O2－33 T B K －33 296 天 城 相峠群

M K O2－34 T B K －34 297 諏 訪 星 ケ台群

M K O2 －3 5 T B K －35 298 諏 訪 星 ケ台群

M K O2 －3 6 T B K －36 300 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－3 7 T B K －37 301 天 城 柏峠群

M K O2 －38 T B K －38 302 天 城 柏峠群

M K O2 －39 T B K －39 303 天 城 柏峠群

M K O2 －40 T B K －40 305 天 城 柏峠群

M K O2 －4 1 T B K －41 306 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－4 2 T B K －42 307 推 定 不可

M K O2 －43 T B K －43 308 箱 根 畑宿群

M K O2 －44 T B K －44 309 天 城 柏峠群

M K O2－4 5 T B K －45 310 箱 根 畑宿群

M K O2－46 T B K －46 311 天 城 柏峠群

M K O2－4 7 T B K －47 313 箱 根 畑宿群

M K O2 －48 T B K －48 314 箱 根 畑宿群

M K O2－49 T B K －49 316 天 城 相峠群

M K O2－50 T B K －50 317 諏 訪 星 ケ台群

M K O2151 T B K －5 1 318 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－52 T B K －52 319 風 化

M K O2 －53 T B K －53 320 諏 訪 星 ケ台群

M K O2－54 T B K －54 324 箱 根 畑宿群

M K O2－55 T B K －55 325 箱 根 畑宿群

M K O2－56 T B K －56 326 箱 根 畑宿群

M K O2－57 T B K －57 328 箱 根 畑宿群

M K O2－58 T B K －58 329 箱 根 畑宿群

M K O2－59 T B K －59 330 箱 根 畑宿群

M K O2－60 T B K －60 33 1 箱 根 畑宿群

M K O2－6 1 T B K －6 1 333 箱 根 畑宿群

M K O2－6 2 T B K －62 334 箱 根 畑宿群

M K O2－63 T B K 163 335 箱 根 畑宿群

M K O2－64 T B K －64 337 箱 根 畑宿群

M K O2－6 5 T B K －65 338 推 定 不可

M K O2－66 T B K －66 339 天 城 柏峠群

M K O2－6 7 T B K －67 340 天 城 柏峠群

M K O2－68 T B K －68 34 1 天 城 柏峠群

M K O2－69 T B K －69 342 天 城 相峠群

M K O2－70 T B K －70 343 天 城 柏峠群

M K O2－7 1 T B K －7 1 344 天 城 柏峠群

M K O2－72 T B K －72 345 天 城 相峠群

M K O2－73 T B K －73 346 蓼 科 冷 山群

M K O2－74 T B K －74 347 箱 根 畑宿群

M K O2－7 5 T B K －75 348 天 城 柏峠群

M K O2－76 T B K －76 349 箱 根 畑宿群

M K O2－77 T B K －77 350 箱 根 畑宿群

M K O2－78 T B K －78 352 欠 番

M K O2－79 T B K －79 353 天 城 柏峠群

M K O2－80 T B K －80 358 天 城 柏峠群

M K O2－8 1 T B K －8 1 359 箱 根 畑宿群

M K O2－82 T B K －82 36 1 天 城 柏峠群

M K O2183 T B K －83 362 天 城 柏峠群

判別図法による推定結果と判別分析による推定結果

判別 図

判別群

判別分析

第 1候 補産地 第 2候補産地

判別群 距離 確 率 判別群 距離 確率

SW H D SW H D 7．78 1 S B IY 84 ．72 0

A G K T A G K T 0．61 1 H N K T 106．19 0

H N H J H N H J 0．94 1 H N K I 111．7 1 0

H N H J H N H J 20 ．32 1 H N K † 200 ．98 0

A G K T A G K T 9．25 1 H N K T 10 6．98 0

H N H J H N H J 4．8 7 1 H N K I 10 9．08 0

H N H J H N H J 2．79 1 H N K I 102．57 0

H N H J H N H J 11．87 1 H N K I 174 ．64 0

A G K T A G K T 10 ．05 1 H N K T 110．1 0

H N H J H N H J 13 ．62 1 H N K I 14 8．47 0

H N H J H N H J 14 ．02 1 H N K I 135．5 1 0

H N H J H N H J 5 1 H N K I 80。09 0

推定不可 推定不可 推定不可

SW H D SW H D 4．39 1 W D T N 81．07 0

SW H D SW H D 7．4 5 1 S B IY 78．53 0

H N H J H N H J 2．31 1 H N K I 135．1 0

SW H D SW H D 2．4 1 1 W D T N 94．5 0

H N H J H N H J 13 ．49 1 H N K I 89．49 0

A G K T A G K T 1．78 1 H N K T 119．11 0

T ST Y T S T Y 1．54 0．9992 T SH G 11．99 0．0008

SW H D SW H D 3．42 1 S B IY 94．18 0

H N H J H N H J 2．22 1 H N K I 84 ．13 0

A G K T A G K T 1．91 1 H N K T 136．8 1 0

H N H J H N H J 2．94 1 H N K I 126．69 0

H N H J H N H J 3．18 1 H N K I 131．39 0

H N H J H N H J 3．91 1 H N K I 139．35 0

SW H D SW H D 12 ．61 1 S B IY 101．4 0

H N H J H N H J 17．3 1 H N K I 186．4 0

A G K T A G K T 10 ．46 1 H N K T 115．04 0

H N H J H N H J 2．17 1 H N K I 121．25 0

H N H J H N H J 8．65 1 H N K I 93．87 0

H N H J H N H J 5．86 1 H N K I 152．16 0

A G K T A G K T 5．53 1 H N K T 108．47 0

SW H D SW H D 3．84 1 S B IY 88．84 0

SW H D SW H D 3．74 1 S B IY 61．92 0

SW H D SW H D 2．85 l W D T N 96．97 0

A G K T A G K T 8 ．5 1 H N K T 122．48 0

A G K T A G K T 6．57 1 H N K T 122．8 0

A G K T A G K T 4．17 1 H N K T 99．23 0

A G K T A G K T 8．09 l H N K T 105．6 0

SW H D SW H D 12．38 1 S B IY 104．77 0

推定不 可 推定不可 推定不可

H N H J H N H J 6．59 1 H N K I 102．62 0

A G K T A G K T 6．24 1 H N K T 98．08 0

H N H J H N H J 1．28 1 H N K I 88．73 0

A G K T A G K T 10 ．65 1 H N K T 133．63 0

H N H J H N H J 2．73 1 H N K I 97．47 0

H N H J H N H J 11．22 1 H N K I 139．32 0

A G K T A G K T 5．2 l H N K T 109．69 0

SW H D SW H D 13．78 1 S B IY 119．24 0

SW H D SW H D 4．68 1 S B IY 76．9 5 0

風化 風化 風化

SW H D SW H D 4．79 1 S B IY 53．21 0

H N H J H N H J 2．09 1 H N K I 131．8 0

H N H J H N H J‘ 2 0．39 1 H N K I 88．06 0

H N H J H N H J 5．04 1 H N K I 124．4 2 0

H N H J H N H J‘ 2．56 1 H N K I 129．34 0

H N H J H N H J 12．1 1 H N K I 178 0

H N H J H N H J 4 1 H N K I 75．18 0

H N H J H N H J 3．28 1 H N K I 106．09 0

H N H J H N H J 5．29 l H N K I 79．5 0

H N H J H N H J 7．99 1 H N K I 95．18 0

H N H J H N H J 14．55 1 H N K I 180．29 0

H N H J H N H J 8．52 1 H N K I 146．82 0

推定不可 推定不可 推定不可

A G K T A G K T 4．71 1 H N K T 84．99 0

A G K T A G K T 2．88 1 H N K T 109．82 0

A G K T A G K T 8．02 1 H N K T 150．99 0

A G K T A G K T 7．89 1 H N K T 138．24 0

A G K T A G K T 1．3 1 H N K T 113．91 0

A G K T A G K T 2．83 1 H N K T 106．74 0

A G K T A G K T 9．41 1 H N K T 141．29 0

T ST Y T ST Y 1．94 1 T S H G 27．36 0

H N H J H N H J 6．92 1 H N K I 143．33 0

A G K T A G K T 12．25 1 H N K T 148．61 0

H N H J H N H J 2．68 1 H N K I 84．2 0

H N H J H N H J 4．07 1 H N K I 89．64 0

欠番 欠番 欠番

A G K T A G K T 5．37 1 H N K T 137．5 0

A G K T A G K T 2．61 1 H N K T 138．95 0

H N H J H N H J 20．25 1 H N K I 206．95 0

A G K T A G K T 10．45 1 H N K T 133．64 0

A G K T A G K T 3．48 1 H N K T 115．08 0

－90－



200 2年
通 し番号

分析番号 遺物番号 推定産地

M K O 2－84 I　 T B K －84 364 天城柏 峠群

M K O2 －85 T B K －85 366 箱根畑宿群

M K O2－86 T B K －86 368 箱根畑宿群

M K O2－87 T B K －87 369 箱根畑宿群

M K O2－88 T B K －88 370 箱根畑宿群

M K O2－89 T B K －89 371 諏訪星 ヶ台群

M K O2－90 T B K －90 372 和田鷹山群

M K O2－91 T B K －91 373 諏訪星 ヶ台群

M K O2－92 T B K －92　 ！　 376 箱根畑宿群

M K O 2－93 T B K －93 377 天城相 峠群

M K O2 －94 i　 T B K －94 3 78 天城柏 峠群

M K O2－95 T B K －95 379 天城柏 峠群

M K O2－96 T B K －96 38 1 天城柏峠群

M K O2－97 T B K －97 382 蓼科冷 山群

M K O2－98 I　 T B K －98 384 天城柏峠群

M K O2－99 T B K －99 385 天城相峠群

M K O2 －100 T B K －100 386 天城柏峠群

M K O2－10 1 T B K －10 1 387 天城柏峠群

M K O2－102 T B K －102 388 天城柏峠群

M K O2－103 T B K －103 38 9 天城柏 峠群

M K O2－104 T B K －104 390　 1　 天城相 峠群

M K O2－105 T B K －105 39 1 天城柏 峠群

M K O2－106 T B K －106 392 箱根畑宿群

M K O2－107 T B K －10 7 393 天城柏峠群

M K O2 －108 T B K －108 394 天城柏峠群

M K O2 －109 T B K －109 395 天城柏峠群

M K O2－110 T B K 一日0 396 天城柏峠群

M K O2－1日 T B K －111 397 天城柏峠群　 l

M K O2－112 T B K －112 398 蓼科冷両群　 l

M K O2－113 T B K －113 3 99 箱根畑宿群　 I

M K O2－114 T B K －114 400 箱根 畑宿 群　 l

M K O2－115 T B K Fl15 40 1 天城 柏峠群　 l

M K O2－116 T B K －116 404 箱根畑宿群　 l

M K O2－117 T B K －117 405　 i　 箱根畑宿群　 i

M K O2 －118 T B K －118 i　 406　 I　 和 田小深沢群　 j

M K O2－119 T B K －119 407　 1　 天城相峠群　　 j

M K O2－120 T B K －120 409 箱根畑宿群　 l

M K O2－12 1 T B K －12 1 410 天城柚峠群　 l

M K O2－122 T B K －122 420 箱根畑宿群　 I

M K O2－123 T B K －123 4 21 天城伯峠群　 l

M K O2－124 T B K －124 4 23 推定不可　　 i

M K O2－125 T B K l125 424 天城 柚峠群　 l

M K O2－126 T B K －126 425 天城 柚峠群　 l

i M K O2－127 T B K －127 426 天城 柚峠群　 I
i M K O2－128 T B K －128 427 天城柚峠群　 l

M K O2 －129 T B K －129 428 天城柏峠群
i M K O2－130 T B K －130　 l　 429 天城柏峠群
i M K O2－13 1 T B K －13 1 430 天城柏峠群　 l

i M K O2－132 T B K 1 32 431 天城柚峠群　 l

i M K O2－133 T B K ”133 4 33 天城柚峠群　 l
i M K O2－134 T B K －134 434 天城 柚峠群　 l

！ M K O2－135 T B K －135 435 天城 柚峠群　 1
i M K O2－136 T B K －136 436 天城柚 峠群　 l

i M K O21 37 T B K －13 7 438 天城柏峠群　 l

i M K O 2－13 8 T B K －138 439 天城柏峠群　 l

i M K O2 －139 T B K －139 44 1 天城柚峠群　 l

M K O2－140 T B K －140 442 天城柚峠群　 l

M K O2－14 1 T B K －14 1 444 天城柚峠群　 l

i M K O2－142 T B K －142　 l　 445 天城柚峠群　 l

i M K O2－143 T B K －143 44 6 天城伯峠群　 l
i M K O2－144 T B K －144 448 天城柚峠群　 l

i M K O2－145 T B K －145 449　 1　 天城柏 峠群

M K O2－146 T B K －14 6 450　 i　 天城柏 峠群

M K O 2－147 T B K －14 7 45 1 1　 諏訪星 ケ台群　 ！

M K O2 －14 8 T B K －148 452　 ！　 天城柏峠群

M K O2－149 T B K －149 453　 ！　 天城柏峠群　 i

M K O2－150 T B K －150 455　 i　 天城柏峠群　 i

M K O2－15 1 T B K －15 1 457　 1　 天城柏峠群　 l

M K O2－152 T B K －152 458　 ！　 天城柏峠群　 ！

M K O2－153 T B K －153　 1　　　 I　　 欠番　　 i

M K O2－154 T B K －154 495 箱根爛宿群　 l

M K O2－155 T B K －155 欠番　　　 ！

M K O2－156 T B K －156 605 諏訪 星 ケ台群　 l

M K O 2－157 T B K －15 7 646 諏訪星 ヶ台群　 l

M K O2 －158 T B K や158 647 諏訪星 ヶ台群　 l

M K O2 －159 T B K －159 648 諏訪星 ケ台群　 i

M K O2－160 T B K －160 65 1 諏訪星 ナ台群　 1

M K O2－16 1 T B K －16 1 652 諏訪星 ヶ台群　 】

M K O2－162 T B K －162 654 諏訪星 ヶ台群　 l

M K O2－163 T B K －163 659 諏訪星 ケ台群　 l

M K O2－164 T B K －164 660 諏訪星 ヶ台群　 l

M K O2－165 T B K －165 667 諏訪星 ヶ台群　 I

M K O2－166 T B K －166　 l　 670 天城 棉峠群　 l

M K O2 －167 T B K －167 67 1 天城 相峠群　 1

M K O2 －168 T B K －168 672 推定不 可　　 1

M K O2－169 T B K －169 673 天城 柏峠群　 l

M K O2－170 T B K m170 674 天城柏峠群

M K O2－17 1 T B K －17 1 675 天城柏峠群

M K O2－172 T B K －172 676 天城相峠群　 l

糎 霊 I　　　　　　　　　　　　　 半順U分析′－1疾　 産地 第2候補産地
l 判別群 l 距離 l 確率 I　 判別群　 l 距離 l 確率

i　 A G K T l A G K T l 3．48 l l l　 H N K T　 l 129．24 ！　 0
l　 H N H J l H N H J l 18．6 I l I　 H N K I l 195．02 l　 o

J　 H N H J I H N H J l 13．15 l l l　 H N K I I 174．3 l　 o
l　 H N H J l H N H J I　 5 i l i　 H N K I 1　 76．16 1　 0
l　 H N H J ！ H N H J l 8．91 ！ 1 l　 H N K I i i16．72 ！　 0
l sw H lつ ！ sw H D ！ 11．01 l l l　 sB IY 1　 70．08 I　 o
W D T Y l w D T Y l　 2．11 i l l　 w D H Y l　 22．36 ！　 0
S W H D l sw H D ！　 5．33 I l l　 sB IY ！　 76．3 i　 o
T　 H N H J I H N H J 1　 7．86 l l i　 H N K I I　 88．39 l　 o
1　 ÅG K T I A G K T I　 4．91 i l H N K T ！ 128．2 l　 o
g　 A G K T l A G K T l　 5．14 l l H N K T l lO5．11 ！　 0
I　 A G K T l A G K T ！　 8．28 l l H N K T l 130．45 ！　 0
l　 A G K T l A G K T 1　 8．6 l l H N K T 100．58 l　 o
［　 T ST Y I T ST Y l　 3．69 l l T SH G 27．63 i　 o
l　 A G K T I A G K T l l．84 1 H N K T 130．02 0
I　 A G K T A G K T 4．06 1 H N K T 110．36 0
g　 A G K T A G K T 8．32 1 H N K T 90．44 0
i　 A G K T A G K T 3．42 1 H N K T 102．73 0
l　 A G K T A G K T 3．02 1 H N K T 124．79 0
l　 A G K T A G K T 2．25 1 H N K T 122．66 0
g　 A G K T A G K T 6．05 1 H N K T 127．31 0
l　 A G K T A G K T 8．92 l H N K T 134．05 0
l　 H N H J H N H J 5．46 1 H N K I 127．09 0
i　 AG K T A G K T 6．73 1 H N K T 127．84 0
l　 A G K T A G K T 14．33 1 H N K T 14 1．09 0
I　 A G K T A G K T 3．41 1 H N K T 128．96 0
l　 A G K T A G K T 12．84 1 H N K T 139．52 0　 ［
！　 A G K T A G K T 5．02 1 H N K T 120．85 O　 i
l　 TS T l’ TS T Y 6．25 1 T U T I 33．83 O　 i
H N H J H N H J 7．35 1 H N K I 148．79 0
l　 H N H J H N H J 15．52 1 H N K I 199．12 0
B　 A G K T A G K T 7．43 1 H N K T 133．41 0　 ！
l　 H N H J H N H J 20．88 1 H N K I 212．85 O　 i
J　 H N H J H N H J 5．35 1 H N K I 143．33 O　 i
W D K B W D K B 10．11 0．998 W D T K 21．01 0．002
B　 A G K T A G K T 3．29 1 H N K T 126．67 0　 ！
l　 H N H J H N H J 13．47 1 H N K I 188．56 O　 i
A G K T A G K T 10．16 1 H N K T 148．5 0
H N H J H N H J 26．19 1 H N K I 2 17．83 0　 ！
A G K T A G K T 1．13 1 H N K T 110．9 O　 i
l 推定不可 推定不可 推定不可 ［
A G K T A G K T 0．96 1 H N K T 122．68 0　 ！
A G K T A G K T 17．67 1 H N K T 146．27 0　 】
I　 A G K T A G K T 3．87 1 H N K T 115．71 O　 i
！　 A G K T A G K T 6．85 1 H N K T 121．46 0　 ［
l　 A G K T A G K T 6．61 1 H N K T 107．78 0　 】
F　 A G K T A G K T 3．73 1 H N K T 121．91 0　 ！
i　 A G K T A G K T 3．36 1 H N K T 13 6．9 0　 ！
l　 A G K T A G K T 7．26 1 H N K T 12 1．33 O　 I
E　 A G K T A G K T 7．66 1 H N K T 89．84 O　 i
l　 A （iK T A G K T 8．5 1 H N K T 105．84 O　 i
A G K T A G K T 11．56 1 H N K T 114．57 O　 i
A G K T A G K T 1．41 1 H N K T 93．87 0　 ！
E　 A G K T A G K T 2．06 1 H N K T 136．59 0
A G K T A G K T 2．19 1 H N K T 120．45 0
A G K T A G K T 4．24 1 H N K T 125．64 0
l　 A G K T A G K T 9．71 1 H N K T 126．11 0
l　 A G K T A G K T 3．83 1 H N K T 142．44 0　 ！
A G K T A G K T 7．5 1 H N K T 140．92 O　 i
A G K T A G K T 3．65 1 H N K T 135．67 0　 ［
A G K T A G K T 3．66 1 H N K T 111．33 0　 ！
A G K T A G K T 3．19 1 H N K T 126．81 O　　 j
A G K T A G K T 5．18 1 H N K T 129．22 0　 ！
SW H D S W H D 6．1 l SB IY 63．34 0
A G K T A G K T 4．85 1 H N K T 141．44 O　　 j
A G K T A G K T 1．43 1 H N K T 111．18 O　 l
A G K T A G K T 1．11 1 H N K T 124．89 0　 】
A G K T A G K T 3．16 1 H N K T 108．07 0
A G K T A G K T 2 1 H N K T 125．73 0
欠番 欠番 欠番 i
H N H J H N H J 1．66 1 H N K I 92．66 0
欠番 欠番 欠番
SW H D S W H D 10．99 1 W D T N 138．11 0
SW H D S W H D 6．06 1 SB IY 60．54 0
SW H D S W H D 8．68 1 SB IY 104．79 0
SW H D SW H D 2．5 1 SB IY 68．99 0
SW H D SW H D 1．71 l　 I SB IY 75．47 0
SW H D SW H D 8．6 1 i S B IY 51．24 0
SW H D SW H D 5．9 l l S B IY 73．81 0
SW H D SW H D 2．6　 ！ l l W D T N 83．8 0
SW H D　 l SW H D 1．84　 i l l S B IY 100．68 0
S W H D I SW H D l 5．52　 l l l S B IY 71．04 0
A G K T　 l A G K T I 2．68　 ！ 1 ！ H N K T　 l 123．36 l 0
A G K T　 l A G K T l 4．65　 1 l l H N K T　 l 102．31 l 0
推定不可 l 推定不可 I l l 推定不可 l l i
A G K T　 l A G K T l 3．21 I l l H N K T　 l 112．97 l 0
A G K T　 I A G K T l 3．88　 l 1 1 H N K T　 i 120．97 l 0
A G K T　 l A G K T l 0．45　 I l l H N K T　 l 116．87 i O　 l
A G K T　 l A G K T J 3．58　 1 l I H N K T　 l 138．01 1 O　 i
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2002年

通 し番号
分析番号 遺物番号 推定産地

M K O2－173 T B K －173 677 天城柏峠群

M K O2－174 T B K －174 678 風化

M K O2－175 T B K －175 679 測定不可

M K O2－176 T B K －176 680 諏訪星 ケ台群

M K O2－177 T B K t177 68 1 諏訪星 ケ台群

M K O2－178 T B K －178 682 天城柏峠群

M K O2－179 T B K －179 683 諏訪星 ケ台群

M K O2－180 T B K －180 684 諏訪星 ケ台群

M K O2－181 T B K け18 1 685 諏訪星 ヶ台群

M K O2－r182 T B K －182 686 諏訪星 ケ台群

M K O2－183 T B K －183 687 天城柏峠群

M K O2－184 T B K －184 688 天城柏峠群

M K O2－185 T B K －185 689 諏訪星 ケ台群

M K O2－186 T B K －186 690 天城柏峠群

M K O2－187 T B K －187 69 1 天城柏峠群

M K O2－188 T B K －188 692 諏訪星 ケ台群

M K O2－189 T B K －189 693 諏訪星 ケ台群

M K O2－190 T B K －190 694 天城柏峠群

M K O2－191 T B K －19 1 695 諏訪星 ケ台群

M K O2－192 T B K －192 697 推定不可

M K O2－193 T B K －193 698 諏訪星 ケ台群

M K O2－194 T B K －194 699 諏訪星 ヶ台群

M K O2－195 T B K －195 700 箱根畑宿群

M K O2－196 T B K －196 70 1 天城柏峠群

M K O2－197 T B K －197 703 箱根畑宿群

M K O2－198 T B K －198 704 天城柏峠群

M K O2－199 T B K －199 705 箱根畑宿群

M K O2－200 T B K －200 706 天城相峠群

M K O2－201 T B K －20 1 707 天城柏峠群

M K O2－202 T B K －202 7 10 箱根畑宿群

M K O2－203 T B K －203 7 11 天城柏峠群

M K O2－204 T B K －204 712 天城柏峠群

M K O2－20 5 T B K 1205 7 15 天城柏峠群

M K O2－20 6 T B K －206 716 諏訪星 ケ台群

M K O2－20 7 T B K －207 717 諏訪星 ケ台群

M K O2－20 8 T B K －208 718 箱根畑宿群

M K O2－20 9 T B K －209 720 天城柏峠群

M K O2－210 T B K －2 10 721 天城柏峠群

M K O2－211 T B K －2 11 722 天城柏峠群

M K O2－212 T B K －2 12 724 測定面な し

M K O2R213 T B K －2 13 725 箱根鍛冶屋群

M K O2－214 T B K －2 14 726 箱根畑宿群

M K O2－215 T B K －2 15 728 諏訪星 ケ台群

M K O2－216 T B K －2 16 732 和田鷹山群

M K O2－217 T B K －2 17 733 天城柏峠群

M K O2－218 T B K －2 18 734 箱根畑宿群

M K O2－219 T B K －2 19 736 天城柏峠群

M K O2t22 0 T B K －220 737 諏訪星 ケ台群

M K O2－22 1 T B K －22 1 738 諏訪星 ケ台群

M K O2－22 2 T B K －222 739 諏訪星 ケ台群

M K O 2－22 3 T B K －223 742 箱根畑宿群

M K O 2－224 T B K －224 743 箱根畑宿群

M K O 2－22 5 T B K －225 746 天城柏峠群

M K O 2－22 6 T B K －226 747 箱根畑宿群

M K O 2－22 7 T B K －227 748 箱根畑宿群

M K O 2－228 T B K －228 749 神津島恩馳島群

M K O 2－229 T B K －229 750 箱根畑宿群

M K O 2－230 T B K －230 751 天城柏峠群

M K O 2－23 1 T B K －23 1 753 天城柏峠群

M K O 2－23 2 T B K －232 757 諏訪星 ケ台群

M K O 2－233 T B K －233 758 諏訪星 ケ台群

M K O 2－234 T B K －234 759 諏訪星 ケ台群

M K O2 －23 5 T B K －235 760 諏訪星 ケ台群

M K O2 －236 T B K －236 763 諏訪星 ケ台群

M K O2 －237 T B K －237 765 諏訪星 ケ台群

M K O2－238 T B K －238 766 諏訪星 ケ台群

M K O2 －239 T B K －239 767 諏訪星 ケ台群

M K O2 －240 T B K －240 768 諏訪星 ケ台群

M K O2－24 1 T B K －24 1 776 天城柏峠群

M K O2－242 T B K －242 780 諏訪星 ケ台群

M K O2－243 T B K －243 792 天城柏峠群

M K O2－244 T B K －244 793 諏訪星 ヶ台群

M K O2－245 T B K －245 794 天城柏峠群

M K O2－246 T B K －246 797 和田鷹山群

M K O2－247 T B K －247 800 諏訪星 ケ台群

M K O2－248 T B K －248 805 諏訪星 ケ台群

M K O2－249 T B K －249 806 諏訪星 ケ台群

M K O2－250 T B K －250 807 箱根畑宿群

M K O2－25 1 T B K －25 1 808 天城柏峠群

M K O2－252 T B K －252 812 天城柏峠群

M K O2－253 T B K －253 813 箱根畑宿群

M K O2－254 T B K －254 814 天城柏峠群

判別 図

判別群

判別分析

第1候補産地 第2候 補産 地

判別群 距離 確 率 判別群 距離 確率

A G K T A G K T 4．21 1 H N K T 13 1．0 1 0

風化 風化 風化

測定不可 測定不可 測定不可

SW H D SW H D 7．36 1 S B IY 82 ．11 0

SW H D SW H D 3．83 1 S B IY 102 ．24 0

A G K T A G K T 8．27 1 H N K T 170 ．17 0

SW H D SW H D 3．59 1 S B IY 79 ．12 0

SW H D SW H D 2．51 1 S B IY 112 ．5 1 0

SW H D SW H D 9．62 1 S B IY 84 ．37 0

SW H D SW H lつ 2．1 1 S B IY 95 ．12 0

A G K T A G K T 2．7 1 H N K T 106 ．27 0

A G K T A G K T 2．31 1 H N K T 116 ．93 0

SW H D SW H D 2．14 1 S B IY 89 ．87 0

A G K T A G K T 1．01 1 H N K T 119 ．67 0

A G K T A G K T 7．12 1 H N K T 96 ．28 0

SW H D SW H D 3．6 l S B IY 95 ．13 0

SW H D SW H D 10 ．72 1 W D T N 100 ．63 0

廷　　 A G K T A G K T 4．45 1 H N K T 155 ．2 0

SW H D SW H D 2．45 1 S B IY 8 1．08 0

推定不可 推定不可 推定不可

SW H D SW H D 4．06 1 S B IY 69 ．19 0

SW H D SW H D 5．12 1 S B IY 60 ．99 0

H N H J H N H J 9．36 1 H N K I 155 ．17 0

A G K T A G K T 9．22 1 H N K T 146 ．29 0

H N H J H N H J 5．97 1 H N K I 76 ．62 0

A G K T A G K T 2．84 1 H N K T 138 ．68 0

H N H J H N H J 6．45 1 H N K I 8 1．7 0

A G K T A G K T 2．07 1 H N K T 105 ．2 1 0

A G K T A G K T 2．57 1 H N K T 130 ．32 0

H N H J H N H J 15．96 1 H N K I 195 ．19 0

A G K T A G K T 2．42 1 H N K T 104 ．53 0

A G K T A G K T 14 ．04 1 H N K T 158 ．34 0

A G K T A G K T 4．03 1 H N K T 140 ．2 0

SW H D SW H D 3．02 1 W D T N 106 ．37 0

SW H D SW H D 2．86 1 S B IY 90 ．65 0

H N H J H N H J 3 ．3 1 H N K I 135 ．89 0

A G K T A G K T 1．29 1 H N K T 106 ．83 0

A G K T A G K T 3．28 1 H N K T 123 ．09 0

A G K T A G K T 5．02 1 H N K T 138 ．53 0

測定面 な し 測定面 なし 測定面 なし

H N K J H N K J 4．11 1 H N K I 65 ．8 0

H N H J H N H J 4．36 1 H N K I 147 ．59 0

S W H D SW H D 8．69 1 S B IY 6 1．48 0

W D T Y W D T Y 5．73 1 W D K B 29 ．09 0

A G K T A G K T 2．48 1 H N K T 9 1．55 0

H N H J H N H J 8．42 1 H N K I 169 ．59 0

A G K T A G K T 5．81 1 H N K T 143 ．04 0

S W H D SW H D 5．92 1 S B IY 60 ．97 0

S W H D SW H D 11．69 1 S B IY 60 ．96 0

S W H D SW H D 6．15 1 S B IY 7 1．47 0

H N H J H N H J 8．84 1 H N K I 159 ．64 0

H N H J H N H J 2．66 1 H N K I 112 ．67 0

A G K T A G K T 12 ．16 1 H N K T 135 ．09 0

H N H J H N H J 4．64 1 H N K I 102 ．24 0

H N H J H N H J 5．05 1 H N K I 147 ．37 0

K Z O B K Z O B 2．93 1 K Z S N 52 ．1 0

H N H J’ H N H J 7．75 1 H N K I 113 ．29 0

A G K T A G K T 4．41 1 H N K T 144 ．1 0

A G K T A G K T 1．91 1 H N K T 113 ．89 0

S W H D SW H D 3 ．9 1 W D T N 9 5．67 0

SW H D SW H D 2．71 1 S B IY 65 ．85 0

SW H D SW H D 7．07 1 S B IY 6 1．18 0

SW H D SW H D 1．86 1 S B IY 93 ．27 0

S W H D SW H D 6．88 1 W D T N 113 ．7 0

SW H D SW H D 1．33 1 W D T N 99 ．8 0

S W H D SW H D 13 ．15 1 S B IY 53 ．96 0

SW H D SW H D 1．68 1 S B IY 98 ．42 0

SW H D SW H D 2．63 1 S B IY 68 ．17 0

A G K T A G K T 3．48 1 H N K T 10 0．07 0

SW H D SW H D 3．8 l W D T N 116．07 0

A G K T A G K T 1．62 1 H N K T 124 ．9 0

SW H D SW H D 15．93 1 S B IY 74 ．54 0

A G K T A G K T 8．87 1 H N K T 14 9．2 0

W D TY W D T Y 0．37 1 W D H Y 27．48 0

SW H D SW H D 14 ．8 1 1 W D T N 58．73 0

SW H D SW H D 4 ．1 1 S B IY 69．48 0

SW H D SW H D 3．36 1 S B IY 68．79 0

H N H J H N H J 8．68 l H N K I 163．23 0

A G K T A G K T 5．18 1 H N K T 91．86 0

A G K T A G K T 1．24 1 H N K T 117．3 0

H N H J H N H J 1．01 1 H N K I 102．88 0

A G K T A G K T 1．39 1 H N K T 131．89 0
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図版1



図版2

SC‖b2遺物出土状況



図版3

D礫群（部分）検出状況

F礫群検出状況



図版4

l礫群検出状況

】礫群と10号石器ブロック



図版5



図版6

Q礫群検出状況

∪礫群検出状況



図版7

第l文化層（SCHb2）出土石器

第日文化層（BB‖）出土石器



図版8
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第日文化層（YLL）出土石器（1）



図版9
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1

第日文化層（YLL）出土石器（2）

第日文化層（YLL）出土石器（3）
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図版10

縄文早期前半の土器

石斧・敲石等



図版11

尖頭器・石嫉
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削器・石製晶



図版12

古墳全景（東より）

古墳全景（西より）



図版13

古墳全景（南より）

石室（西壁）



図版14

石室と裏込め



図版15

空車闇層
＿、「・わ’十一



図版16

外護列石（北側） 外護列石（西側）

外護列石（東側） 「前壁」基石

周溝（南側）



図版17

石室裏込めの状況



図版18

9

古墳出土遺物
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3，且00前

ノ巧く覗1トコ1弓爆1ノヽ此ま
ら
寺林遺跡 22203 349 08′

28〝

52′

21′′

～

2001年3月

路に伴う緊急調

査

いたどりはら　こ　ふん
虎杖原古墳

ぬま　ず　し　おかのみや
沼津市 岡宮

1273－1
22203

350

08′

24〝

1380

52′

15〝

2001年4月 900前

東駿河湾環状道

路に伴う緊急調

査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遣物 特記事項

寺林遺跡 集落 旧石器時代

Y L下位
石器ブロック 18基

礫群　　　　 22基

尖頭器　　　　　 2

ナイフ形石器　 30

スクレイパー類 11
黒耀石原

産地分析

（附編）

SC IIIb 2 石器ブロック　3基
ナイフ形石器　 7

削器　　　　　　 2

虎杖原古墳 古墳 古墳時代 横穴式石室墳 1基 須恵器
竪穴状の

石室

備　考 調査には日本測地系（改正前）を使用した
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